









































天華無敵！４








ひびき遊







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【信しん精せい帝てい國こく】中央大陸に存在する、唯ゆい一いつの人間種国家。初代精せい霊れい巫み女こによる「精せい脈みやく」発見を機に、その精霊たちの力の集つどいし場所に首都を構え、精霊信しん仰こうの中心となる精霊神しん殿でんを築き、建国とした。

【──軍】異種族たちとの争いから自じ衛えいするため、結成された。その歴史は信精帝國が成り立つより古く、数百年続いた長い動乱の時代を乗り越こえ、帝國民を守ってきた。

【剣けん聖せい】錬れん精せい術じゆつと剣技の鍛たん練れんを積む帝國兵士の中で、突とつ出しゆつした技量を持つに至った者にのみ与あたえられる最上級剣士の称しよう号ごう。通常、錬精術が地水火風の四つに大きく分類されるため、それぞれを極きわめた四人の剣聖が存在する。

【精霊巫女】大陸を流れる精霊たちの力の集まり、「精脈」を感じ取ることのできる、「龍りゆう眼がん」と呼ばれる金色の瞳ひとみを有した者。男性例はなく、女性体のみ。理由は不明。帝國領域内の精霊たちを統とう轄かつし、大地が豊ほう穣じようであることを見守る、精霊信仰の象しよう徴ちよう的てき存そん在ざい。

【精書】？


《信精帝國標準辞書より抜ばつ粋すい》









　【プロローグ】







　中央大陸唯一の人類圏けん、信しん精せい帝てい國こく──。その中心に存在する首都「精霊都市」から、ほぼ真北に数百キロの地点。

　一年中雪に閉とざされ、人が住むには過か酷こくな環かん境きようである帝國領域外の間ま際ぎわに、荒こう涼りようとした平へい坦たんな大地がぽっかりと存在していた。「精せい脈みやく」として寄り集まり大地に溢あふれる精霊たち。その力の流れすら滞とどこおらせる、堅かたい岩がん盤ばんの平地である。

　故ゆえに帝國の民たみは、この場所を「北の死し地ち」と呼ぶ。春になれば草木こそわずかに大地を緑に染めるが、多くの作物がまともに育たぬ、利用に適てきさぬ土地だから。

　そして、もうひとつ。かつて──帝國が帝國と呼ばれるより以前から。何度も何度も北の帝國領域外から攻せめてきた異種族たちとの抗こう争そうで、たくさんの命が失うしなわれてきた地であるから。

　ただし、それも昔のこと。帝國歴２５１年に起こった大だい規き模ぼな「異種決戦」を最後に、多くの異種族と帝國は和わ解かいした。

　もう二度と、この地に戦いくさのために人が集まることはない。──そのはずだった。

　だが帝國歴３０４年の今。五十年以上前のときと同じように、この「北の死地」に帝國軍の戦せん闘とう飛舟シツプや輸送飛舟シツプたちが何十隻せきと寄り集まり、臨りん時じの陣じん営えいを築きずいていた。

　風の精霊の祝福を受けた、死してもなお浮ふ力りよくを失わない巨きよ大だいな「風くじら」の「浮骨ボーン」。その二つの背骨を持つ真っ白な骸むくろからつり下げられた、硬かたい装そう甲こう板ばんに覆おおわれた飛舟シツプの船体たちが、無数の太いワイヤー・フックを岩盤大地に打ち込み停てい泊はくしている。その下を歩くのは、武ぶ装そうした黒い軍服姿の、何人もの帝國兵士たちである。

　その数、飛舟シツプが二十七隻。兵士は全部で三千人を超こえる。東西南北の四つに分けられた区域をそれぞれ支配する、四大剣けん聖せい直轄の各隊。「精せい地ち隊たい」「精せい水すい隊」「精せい火か隊」「精せい風ふう隊」より集められた、精せい鋭えいの者たちだ。

　しかし、これでもその数は五分の一近くにまで減っている。

　なにしろこうして、軍の総力をあげて「北の死地」に陣じんを設もうけることとなった精霊巫み女この誘ゆう拐かい騒さわぎは、誘拐した相手である獣じゆう機き族ぞくとの和解により、無事に事なきを得て。すでに半月が過ぎようとしているのだから。

　秋を終えようとする、帝國の薄うすい青空の下。兵士たちは撤てつ収しゆうに向けて、その準備を進めていた。

　ただしそれは、単なる表面的なことに過ぎない──。本当は、まだ終わっていない。終わらない。

　何もかも、始まったばかりなのだ。

「ハン。復活した、精せい書しよね……」

　──外からは見られないよう工く夫ふうされた、飛舟シツプの格こう子し窓まどの隙すき間まから外の様子を見下ろして。半月前の出来事を詳しよう細さいにまとめた、上級士官用の報告書にざっと目を通し、火の剣聖の青年は鼻を鳴らした。

「で、結局その精書とやらを取り逃にがしちまったわけだ。この何倍もの手勢がいながらよ」

「……ガド様っ」

　言葉遣づかいが乱暴です。と、小声で傍かたわらから咎とがめられる。側そばにいるのは燃えるような赤い髪かみを持つ、礼服に身を包んだ若い女。剣聖ガドの補ほ佐さ官かんだった。そのきれいな髪と同じ色の赤い瞳が、鋭するどくガドを射い抜ぬいてくる。

　だが、ガドの知ったことじゃない。

「ったく。どーだっていいだろ、そんなこと」

　短く切って黄色と黒のストライプに染めた髪をなでつけ、ガドは口を尖とがらせる。無ぶ礼れいなのは、生まれつきなのだから。
















　それに。ガドは暗色の瞳を補佐官の女から離はなし、視線をついと前に向けた。二つの飛舟シツプをくっつけた形の、この北の地を預あずかる「精地隊」の持つ、双そう胴どうの大型旗き艦かん。その一室である、頑がん健けんそうな丸いテーブルが据すえ付けられた総板張りのこの広い部屋には、ガドの非礼を問題にする者など存在しない。

　精霊を操あやつる錬れん精せいの術と、剣の腕うでに誰だれよりも長たけた、強さのみが身上である帝國最上級剣士。火の剣聖ガドと、その補佐官アカネ以外には、地と、水と、風と──。雅みやびな装そう飾しよく鎧よろいを着こなした、鍛きたえ抜かれた肉体を持つ、ガドと同じ剣聖の称号を持つ男女しかいないのだから。テーブルを挟はさんで立つ三人の剣聖たちには、ガドの態度を意に介かいした様子すら少しもなかった。

　ただし売り言葉に買い言葉は、日にち常じよう茶さ飯はん事じというものだ。とりわけガドとは相あい性しようの悪い、剣聖の紅一点。水の剣聖、鏡乃進キヨウノシンとは。

「よく言う」

　顔色一つ変えずに、男性名を持つ、右の目に眼がん帯たいをした女剣聖が呟つぶやいた。

「自分は、遅おくれてきたくせに」

「……ンだとぉ？」

　頭に血が昇のぼるのは、二人同時だ。ガドが二十二歳さいなら、鏡乃進は補佐官アカネと同い年の、二十三歳。歳としが近いことから、昔は共に修しゆ行ぎようで刃やいばを交えたことも何度かある。これまでの結果は、共に十二戦十二引き分け。──決着はまだついていない。

　焼き尽つくしちまうかぁッ!?　ガドは装飾鎧の籠こ手てを外し、細かな入れ墨ずみの彫ほられた腕を晒さらした。その円と模様が複雑に交わった図形は、精霊の力を導みちびく、錬精の術のもの。錬精の礎いしずえとなる人の意志と魂たましいの力、精せい命めい力りよく。その増ぞう幅ふくを促うながして、より多くの精霊たちを自分の影えい響きよう下かに跪ひざまずかせる、特とく殊しゆな強化錬精陣であった。

　本来ならば鎧など錬精の装備品に刻む、常に一定の負ふ荷かがかかるその技術を、ガドは己おのれの肉体に直接刻んでいる。いつでも力を放てるように。

　ふらり、と指先が前に出た。そこに込められるのはガドの意志。そして、導かれた精命力そのものである。次の瞬しゆん間かんガドの指から手首までを覆おおったのは、鮮あざやかにほとばしる紅ぐ蓮れんの炎ほのおの輝かがやきだった。

「消し炭ずみにしてやろうか、あぁ？　忘れたか鏡乃進──。俺おれサマの炎は、一瞬でなにもかも燃やし貫つらぬくぜ？」

「オマエこそ、忘れているだろう」

　それに対するは、水の剣聖の舞まいのごとき優ゆう雅がな構えであった。

　翻ひるがえる、濃のう紺こんの結ゆわえた長い髪。女性型の豊かなラインを描えがく鎧の陰かげで、鏡乃進の腕が動く。ガドの視界からは見えないが、わかる。知っている。……肌はだで、感じる。鏡乃進がわざと伸のばしたその髪を盾たてにして、薄く水の刃を纏まとわせたナイフを数本握にぎったことを。

　錬精の力が通りやすいように特別につくられた、隠かくし持たれた無数の刃。それこそが、水の剣聖の武器なのだ。

「私の水の刃は、この距きよ離りからなら全すべてを鮮やかに断たつ。それが、形なき炎であろうとな」

「へっ……届く前に、全部蒸発させてやるよ。いつもみたいになぁ」

「オマエの炎など、水の精霊に守護された私の前には、わずかな灯ともし火びにしか過ぎぬ」

「……あーそうかい。なら、刻み燃やしてやらああ──ッ!!」

　ガドが吼ほえた。鏡乃進が凄すさまじい速度で踏ふみ込む。──が、互たがいの攻こう撃げきが放たれる寸前。

「いっ、いい加減にしてください──！」

　補佐官アカネの悲鳴が生まれた。

　それよりも速く。ガドと女剣聖とを分かつように、その狭はざ間まにすさまじい轟ごう音おんと共に壁かべが生まれる。

　部屋の木製の壁へき面めんや床ゆかを押おしのけて飛び出した、飛舟シツプを構成する、強きよう固こな金属素材であった。

　もちろん、アカネがやったことではない。金属素材の表面に刻まれたのは、あらかじめ仕込まれた錬精の模様。そう、これだけの大質量の金属の精霊に声をかけて動かせるのは、ここにいる中のただ一人──。赤しやく銅どう色いろの屈くつ強きような肉体を持つ地ちの剣聖、ユオーであった。

　四よ十そ路じ手前と、現役剣聖の中で最も年長の男ではあるが。四大精霊の中で最大の質量を伴ともなう、腰こしの重いはずの地の精霊たちを操るその腕に、衰おとろえは一いつ切さいない。部屋に出現した精霊の力に満ちた防ぼう御ぎよに優すぐれたその壁は、炎であろうが水の刃であろうが、簡単に通すことはないだろう。

　それに、ガドは悟さとった。ここは地の剣聖の飛舟シツプの中だ。つまり、あらかじめこうしてユオーの力が扱あつかいやすいように、いくつもの隠れた仕し掛かけが施ほどこされた空間なのである。

　だからガドも鏡乃進も、分厚い金属の壁を前に、おとなしくなるしか他ほかにないのだった。

「……もういいか？　お主たち」

　太い両腕を組んだまま、寡か黙もくなユオーがそれだけを尋たずねてくる。

「ガド様っ！　……非ひ礼れいが過ぎます！」

　申し訳ございません、とガドにかわってアカネが慌あわてて謝あやまった。

　いやあ、まあまあ。と、そこにようやく割って入ったのは、今まで傍ぼう観かんしていた最後の剣聖。フェルインという名の、風の剣聖の青年である。

　年ねん齢れいは二十代後半──。しかし童どう顔がんで細身の部類に入る彼は、ガドよりも若く見えることもある。もっともそれは外見だけでなく、おっとりとしたゆるんだ空気をいつも携たずさえているからかもしれない。兜かぶとのかわりにすっぽりとかぶった装飾のついた帽ぼう子しの下で、かわらない笑え顔がおを浮うかべるその糸目は、瞳ひとみの色がわからぬほどに細い。

　彼は「穏おん便びんにいきましょうよ、みなさん」と、にこにことしゃべる。

「それにガドくんが遅れたのには、ちゃんと理由がありますし。そうでしょう？」

「あ、はい。……事前にお伝えしていたことですが。精火隊管かん轄かつ下かの遺い跡せき区域に変調があり、その調査に緊きん急きゆう的てきに赴おもむいていたのです」

「別に遅れたくて遅れたわけじゃねーぜ」

　アカネの報告に、ガドは付け足す。

「去年の年末あたりにも、外部から侵しん入にゆうされたような形けい跡せきがあったんだが。そのこともあったから、今回は俺サマが深部まで降りて、じっくり再調査してたんだ。うちの領域にある旧きゆう精せい紀きの遺跡をほったらかしにもできねえからよ。俺サマは、自分のやるべきことをきっちりやってきただけさ。だが、どうだって言うんだよ？」

　このザマは！　ガドは改めて、傍かたわらに投げ捨ててあった報告書を拾い上げ、表紙を叩たたく。

「──まさか剣聖が三人も集まって、大ポカするとはよッ」

「四人ですよ？」

　にこにこ顔で、フェルインが訂てい正せいする。

「ガドくん、鋼はがねの剣聖のことを忘れていませんか？　……意い図と的てきに」

「それが一番問題だってんだよ！」

　おい、とガドは地の剣聖に向き直った。

「ユオーのおっさん。報告書によるとだなぁ、鋼隊を先行させたのはアンタが許可したってことになってるが。どういうことだ？」

「……。何の問題がある」

　巨きよ漢かんのユオーは、太い眉まゆをわずかにひそめた。

「彼も、剣聖の一人だ。それでいて我らと違ちがい大部隊を率いず、身軽だ。故ゆえに先行隊として鋼隊を向かわせた判断は、間違っていない」

「そうですよ。それにＭという精書を逃にがしはしましたが、アルバルドくんはＳという剣型の精書をきちんと捕つかまえましたし」

　がんばってると思いますよ、彼は。そう言うのはフェルインだった。

「そういうことを言ってるんじゃねえよ……！」

　わかってるクセに。ガドは、笑みを張り付かせたままの風の剣聖に苛いら立だちを覚える。

　だが同時に、ガドは知っている。ここにいる自分以外の三人の剣聖が、帝國三百年の歴史の中で初めて誕生した五人目の剣聖を、受け入れているということに。

　精霊の持つ性質から、地水火風の四つに分けて体系化された錬精のシステム。それは必然的に、剣と錬精の技わざを練る信精帝國軍の中から、頂点を極きわめた四人の者を輩はい出しゆつすることとなった。それがすなわち、剣聖という存在である。

　だからこそ──ガドは許さない。五人目という例外を。

「俺サマはなあ、五人目の剣聖なんて、絶対に認めねえぞ！　……『剣けん皇おう』の隠いん居きよじじいが勝手に自分の名を受け継つがせた、錬精術もまともに極きわめていないガキなんかにはな！」

　それだけを吐はき捨て、ガドは報告書を丸いテーブルに叩きつける。留め金がはずれ、紙の束たばがばらけて辺あたりに散らばった。

　だがそのときには、もうきびすを返し、ガドは厚手のマントを翻ひるがえす。ついてこい、とアカネを誘さそって。

「どこへ行く、ガド」

　地の剣聖が尋ねてきた。決まってるだろ。ガドは部屋の扉とびらを蹴けり飛ばし、肩かた越ごしに三人の剣聖たちを振ふり返る。

「今から精霊都市に向かう。そこにいるんだろ？　アルバルドも、アイツが持ってるＳとかいう精書ってヤツも。封ふう印いんに手こずってるそうじゃねーか。暫ざん定てい的てきに簡かん易い封印をして、アルバルドのヤツに保管を任まかせてるそうだが……ンなもん、あんな未み熟じゆく者ものに任せておけるわけねーだろッ！」

　だから、俺サマが行くんだ！　ガドは別れの言葉すら吐かずに、飛舟シツプの通路へと飛び出した。

　かわりに優ゆう秀しゆうな補佐官であるアカネが挨あい拶さつをし、急いで後を追ってくる。

「放ほうっておけばいい。馬ば鹿かはしょせん馬鹿だ」

　部屋からは、最後に一言。今まで黙だまっていた鏡乃進が、わざとらしく聞こえるようにこぼした言葉が、狭せま苦くるしい暗い通路にこだました。







（……うまくやったね）

　唐とう突とつに聞こえるのは、そんな『声』──。

　双そう胴どう飛舟シツプの整備甲かん板ぱんに待たい機きさせておいた、長ちよう距きよ離り航行用に特化した、四基の錬精飛行機関を有する大型の巡じゆん航こう型がた飛ひ空くう艇てい。その右う翼よく部に設もうけられた居室に入ったガドだけに囁ささやかれた、姿なき者の『声』であった。

　その者は実体を持たず、しかし確実にガドの側そばに存在する。

（これで公おおやけに、キミは精霊都市に向かえるってわけだ。フフ）

「別に、小こ細ざい工くしたわけじゃねえ」

　小声でそう返しながら、ガドは息苦しい儀ぎ礼れい鎧よろいを脱ぬいで、居室の隅すみに放ほうり投げた。

「俺サマが鋼の剣聖を嫌きらってンのは、間ま違ちがいなくホントのことだからな」

（へえ。どうしてだい？）

「……気に入らねーンだよ。あの男はっ」

　鎧と汗あせを搔かいてへばりつくシャツを脱ぎ捨てた、鍛きたえ上げた裸はだかの体。そこに彫ほり込んだ、全身を走る錬精の入れ墨にふと触ふれながら、火の剣聖ガドは不ふ機き嫌げんに呻うめく。そうだ。気に入らないのだ。

　自分は過か酷こくな修しゆ行ぎようの末に、人間の限界を超こえるため、こうして肉体すら改かい造ぞうした。常じよう軌きを逸いつした錬れん精せい陣じんの数は、そうせざるを得なかった現れだ。──剣聖に至いたるために。

　それなのに……。鋼の剣聖は違う。最初から人を超えていた。その身に『先ワ祖イ返ルりド』という、遥はるか旧精紀に仕込まれた、驚きよう異い的てきな能力を秘めて。だからガドは、鋼の剣聖アルバルド＝ナイツが気にくわないのだ。

　──だが別に、この『声』に教えてやる義ぎ理りもない。ガドはそれ以上、このことに関して言葉を続けることはなかった。と、そのとき。足元の床ゆかが揺ゆれ動く。飛舟シツプに常じよう駐ちゆうする錬精師たちによる精命力の補ほ充じゆうが終わり、飛行機関が再起動させられたのだ。

　重力の縛いましめを解き放ち、ガドを乗せた飛空艇は甲板より浮かび上がる。ベッドがわりにあるソファに膝ひざをついて身を乗り出すと、その背はい後ごの壁に空あけられた小さな窓から、冷たく澄すんだ空の青さが飛び込んできた。

「目指すは精霊都市……。精書Ｓのある場所、か」

　何気なく、ガドはそう漏もらす。と、『声』が笑った。

（フフフ……。キミは実に面おも白しろい人間だね。表面では粗そ野やであるように振ふる舞まうけれど……常にその下に、ひどく冷静な部分を持っている）

「？　それがどうした」

（僕はキミのような人間と出会えて、幸運だってことだよ）

「ハッ、俺サマはただ利用してるだけさ。何もかもな」

　なぜなら。──ガドは、剣聖だから。

「俺サマは、最強でさえあればいい。剣も、錬精も、誰よりも……」

　願うのはただそれだけだ。ガドは窓から見下ろせる風景に、離はなれていく「北の死地」に停てい泊はくする帝國の船団を見つめながら、嚙かみ締しめるようにそう呟つぶやいた。

「だから、Ｓの奪だつ還かんに手を貸すんだぜ。Ｍ──」

　そしてガドは、おもむろに振り返った。囁ささやきかける『声』が、ふいに口をつぐんだのを感じて。

　ドアのない、縦に狭せまい飛空艇の居室の入り口。そこに赤毛の補佐官の女が、帝國の地図を持って立ちつくしていた。

「飛行ルートの確かく認にんを、操そう縦じゆう士し官かんから頼たのまれたのですが。……どうかしましたか、ガド様？」

「いや……なんでもねえ」

　ガドはソファに腰こしを下おろすと、何も知らない補佐官アカネから、折りたたまれた地図を受け取る。

　精霊都市へと、最短のコースをとるために。







「さぁ────てっ！」

　雲の上に浮うかぶ、碗わん型の浮ふ遊ゆう大地の上につくられた、中央大陸の空を舞う「浮遊都市」。

　地上に住む帝國の民たみとは違い、ここでは様々な異種族たちが暮らし、帝國から借り受けた飛行技術で空中輸送を一手に引き受ける、移動する流通の要かなめである。

　ただし、今の時間は早朝──。静けさが澄すみ切った空気の中に満ちている。騒さわがしいのは碗型土台から突つき出した、飛舟シツプや飛空艇の発着場である係留港くらいであった。

　そんな冷えた空気を、縦じゆう横おうに建造物が積み重なった、独どく特とくの構こう造ぞうをなす街並みの中で吸い込んで。見上げれば白んだ空が覗のぞける長い縦穴の底で、銀色の髪かみと瞳ひとみを持つ少女──天てん華かは、愛用のジャケットを脱ぬぎ捨てて身軽になった。ちょうど大陸の南方を飛ぶ浮遊都市ではあったが、本格的な秋に突とつ入にゆうした空気は朝ということも加わって、問もん答どう無む用ようで肌はだ寒さむい。だから長なが袖そでのシャツの上から、天華は両の腕うでに愛用する軽金属製の特とく殊しゆな手てつ甲こうを装備する。

　そして、「うしっ、Ｇ！　準備できたよっ」と正面に向かって合図した。

　高さ十メートルほどの、煉れん瓦がや木製の壁かべ、金属の支し柱ちゆうなどが入り組んで押おし分けたような縦穴の深部。薄うす暗ぐらい回かい廊ろうが交差するその空間に、天華以外にいるのはただ一人。いや、人ではない。天華の持つ人並み外れた精命力を受けて、十歳さいほどの少年の姿を形作る錬精の道具。世界にかつて二十六体産み落とされたそのひとつ、黒ずくめの衣い装しように褐かつ色しよくの肌はだを持つ、精せい書しよのＧだ。

　しかし天華の相あい棒ぼうである彼は、いつもとかわらぬ無表情でありながら、わざとらしく嘆たん息そくする。

「？　どうしたの、Ｇっ。ほらほら、さっさと手合わせやろうよ！」

「……本当にいいのか？」

「平気へーきっ」

　ほらっ。天華は左腕をあげて、ぐるぐると大きく回して見せた。その脇わき腹ばらに貼はられてあった、治ち癒ゆ促そく進しんの錬精包帯はもう外はずしてある。

　半月前の獣じゆう機き族ぞくたちの街、「残ざん骸がい都と市し」での騒そう動どうで負傷し、何本かヒビの入った肋ろつ骨こつだが。治ち療りように専せん念ねんしていたおかげで、もうしっかりとくっついてくれているのだ。十六歳の自分の体を動かしながら、天華は改めて完かん治ちしていることを確認する。

「それより、ここしばらくずっと横になってることが多かったんだもん。せっかく治なおったんだから、たまにはこうして──」

　思いっきり動かしてあげなきゃねッ！　という言葉すら放つ前に、天華は走る。Ｇに向かって。

　小こ柄がらでリーチの短いＧが届かない位置から、遠えん慮りよなく蹴けりを飛ばした。だが、それはあくまでフェイントだ。本命は蹴った左足の勢いを利用して、そのまま残った右足を軸じくに、体を素す早ばやく回転させて。遠えん心しん力りよくと突とつ進しんの速度を併あわせ持たせた、右腕の硬かたい手甲による裏うら拳けん！　──にみせかけた、右手で隠かくした左の拳こぶしの一いち撃げきだった。

　が、天華は左の腕すら出すことができずに、世界がぐるりと回転した。

「きゃああッ!?」

　それまで何の構えも見せていなかったＧが、わずかに一歩踏ふみ込んだ瞬しゆん間かん。天華の蹴りを摑つかまえて、その小さな腕で簡単に受け流したのだ。

　力の向きと方向を、腕一本で逸そらしてやる。それこそがＧが天華に教えてくれた格かく闘とう武術、《手甲術ガントレツト・ガード》の極ごく意いだ。力のない者でも、相手の力を利用することで、最大限の効果を発揮できる。その考えを元にしてＧが完成させた、独自の体術である。

　そして天華は、見事なほどに蹴りも突進の速度も利用されて。赤茶けた煉瓦の回かい廊ろうに、派は手でに滑すべり転がるのであった。

　Ｇが手て加か減げんしてくれたせいか、骨に響ひびくような衝しよう撃げきはない。ただし煉瓦と擦こすれたお尻しりがやたらと熱くて、天華は悶もん絶ぜつしてしまう。

「うあああっ、こ、焦こげるううう!?　お尻がっ、お尻があぁあー～～！」

「……だから言っただろう。いいのか、と。──自分では完調だと思っていても、二週間以上もまともに体を動かしてなかったんだ。いつもより動きが雑ざつだったぞ、天華」

「ううう～～～、でも、でもぉお」

　やれやれ、と見下ろしてくるＧを、仰あお向むけに倒たおれた逆さかさまの視界で天華は捉とらえた。

「そんなにのんびりしてられないじゃんっ、だって、あたしだって完治したんだよ？　あのＭだって……」

　天華は残骸都市で、最後に見たＭの姿を思い出す。ぼろぼろに砕くだけ、半身をも失った、精命力でつくりあげた擬ぎ似じ的てきな肉体。そのがらんどうの内部で明めい滅めつするのは、深い損そん傷しようを受けた精書の心しん臓ぞう、「精せい命めい核かく」の輝かがやきであった。

「──あのときの傷だって、もう癒いえてるかもしれないじゃんっ！」

「それで、どこか慌あわてていたのか。……心配するな。天華」

「え？」

「精命核への損傷は、人間の怪け我がとはまた違う。そう簡単に回復しない」

　相棒の少年は、自分のがらんどうの胸を押さえてそう語る。その胸の奥おくから精命核を失った俺が言うのだから、間違いない、と。

「自然に回復するためには、かなりの時間を要するだろう。それがどれだけかかるかはわからないが……あの損傷具ぐ合あいだ。わずか二週間で治なおるとは思えない」

「ってことは……まだ余よ裕ゆうはあるってこと？」

「たぶんな。俺がみたところ、通常ならば少なくとも半年か、それ以上か──」

　だから、焦あせるな。Ｇがそれだけを、逆さまになった世界で言った。

「そっか……。まだ、時間はあるんだ」

　天華はごろりと、そのまま回廊の交差する縦穴の底で、大の字になって寝ねころんだ。じんわりと込み上げてきた、安あん堵ど感が身を包む。

　見上げると薄暗い地の底からは、無限に広がる汚よごれのない空が見えた。

　いや、でも。気を緩ゆるめていい状じよう況きようでもない。天華はぬるい吐と息いきを喉のどの奥に押し止めた。

「そうだよ……だって、いつまた襲おそってくるかわからないってことには、かわらないんだもんっ。それに、大きな問題が残ってる。あたしたちには、あのＭに……精書に対する決定的な対処法が、ぜんっぜんわかってないんだよっ」

　獣機族の残骸都市にあった、Ｓを封ふう印いんしていたシステムは、もう完全に壊こわれて使い物にならないし。天華は改めて、相棒を逆さまの視界に捕つかまえた。「対処方法か……」と細い眉まゆをひそめて、褐かつ色しよくの肌はだの少年は整った顔をわずかに崩くずす。

　実はＧとて、どうすればいいのかわからないらしい。──記き憶おくをなくした、精書だから。

　その理由はもちろん。どうして旧精紀から新精紀にかけてのおよそ千年もの間、信精帝國の首都に設もうけられた精せい霊れい神しん殿でんの地下で、封印の眠ねむりについていたのかも、彼はまったく覚えていない。だからＭが出現するまで、Ｇは一言も、自分のことについて天華にしゃべろうとはしなかったのだ。

　自らのことなのに、自分が一番知らないＧ。──だけど。

　天華は、ひとつだけ知っている。少しはわかることがある。

　幼い頃ころから、もう十年ほどもいつも側そばにいてくれた、この相棒のことだけは。

「ねえ、Ｇ」

　天華は寝ころんだまま口を開く。「あたし、前のＭとの闘たたかいのことで、ちょっと思ったことがあるんだけど」と。

「？　何だ」

「あのね。あんた、本気出してた？　あのＭとの闘いのとき」

「……どういう意味だ？」

　動どう揺ようが、相棒の少年の無表情な顔に浮うかんだ。思いもしなかったことなのだろう。

　だけど天華は言葉を続ける。こうしてＧに投げ飛ばされた形のままで。

「あたしは、あんたが強いって知ってるよ。……あたしがこんなふうに、てんでかなわないくらいに。だから、わかるんだけどさ」

「俺が本気を出していなかった、と？　そんなはずは」

「うん。Ｇが手を抜ぬいて闘ってたんじゃないことは、あたしだってわかってるよ。そうじゃなくて──全力を出し切れてなかったんじゃないかな、ってこと」

「全力……」

「ん、そう。……あんたはあのとき、あたしを守ることに、気を取られすぎてたんじゃないかな、って」

「俺が……お前を、守ることに？」

　黒くろ鉄がね色いろの彼の瞳ひとみが、驚おどろきに丸く見開かれた。

　だが、「……そうかもしれない」とＧはすぐに、首をわずかに縦に揺ゆらした。

「【守護ＧＵＡＲＤ】は、精書としての俺が持つ要素のひとつだ。それが無意識に、天華の心に反応していたのだとすれば……」

「そっか。それって……あたしがあんたに、自然と助けを求めちゃってたからなんだ！」

　だったら！　──えいっ、と天華は腹ふつ筋きんと背はい筋きんのみを使って、足を振ふり子に跳はね起きた。

「あたしは、Ｇに助けを求めない。うん、そうあたしがちゃんと、強く決心しとけばいいんだっ」

「いや、待て。天華、しかしそれは……」

「いーのっ！　そりゃ、あたしは弱いよ？　修しゆ行ぎようして、がんばって鍛きたえてるけどさ。怪け我がはするし。──でもね！」

　天華はずい、と相棒の少年に迫せまり、手てつ甲こうの指先を突つきつけてやる。

「けど、自分の身くらいは、自分で守るよっ！」

　精命力こそ、不完全な小さな体ながらもＧの肉体をつくれるが、錬精術の使えない錬精音おん痴ちのこの体でも──。天華は、両の手甲を軽かろやかにひとつ、天井の抜けた空間に打ち鳴らして響ひびかせてやった。心地ここちよい硬こう質しつな音が、染しみ入るように抜けていく。

「あんたが仕し込こんでくれた、あたしだもんっ。だから、あたしは足手まといにならないようにする。そうすればきっと、あんたなら……あたし程度の精命力じゃ、完全体じゃないあんたでも、Ｍに負けないと思うんだ。だって、あたし知ってるよ？　【最強ＧＲＥＡＴ】ってのが、あんたの持つ精書としての属ぞく性せいのひとつだってこと」

「天華……」

「なに不安そうに眉まゆひそめてんの？　もうーっ！」

　信じてよ！　天華は突きつけた指先で、少年の小さな肩かたを、軽くとん、と突いてやった。

「あたしたちは相棒でしょっ」

「そうか……そうだったな」

　二人で一人、だったな。そう呟つぶやいて、褐かつ色しよくの肌はだの少年は、その頰ほおをわずかにゆるめた。彼がよくやる「苦く笑しよう」であった。

　ただしそれはいつからか、ずっとやさしいやわらかさを持つようになっていた。だから天華も「えへへ」と微笑ほほえみ、煉れん瓦がで擦すったお尻の汚よごれを簡単に払はらう。

　しかし──。天華はもうひとつ、この相棒について重要な要素を知っていた。




----------------------------------------

【ＧＵＩＬＴＹ】

①有ゆう罪ざいの、罪つみを犯おかした。

②犯罪的な、罪になるような。

③罪の意識のある、やましい。

----------------------------------------




　あの残ざん骸がい都と市しでＭという名の精書が、逃にげ去る前に相棒へと言い残した、【罪せし者ＧＵＩＬＴＹ】という言葉。その意味は、Ｇには隠かくれて携けい帯たいコンピュータの古代標準文字アルフアベツト辞書機能で検けん索さくして、後でようやく理解した。

　それがいったいどういう「罪」を指し示しているのかまでは、天華にはわからなかったけれど。いや、だからこそ。天華は微笑みの裏にそのことを隠かくして、ただ手甲の腕うでを静かに構えた。お願い、と相棒に頭を下げて。

　どちらにせよ今は、いつ何が起こってもいいように、一日でも早く自分の体から鈍なまりを抜いておきたかったから。

「ねえ、Ｇ。とにかくさ、もうちょっと組み手に付き合ってくれないかな。いい？」

「そうか。……わかった」

「ありがと、相棒っ。うし、じゃあ──って」

　あ、あれっ？　しかし天華は咄とつ嗟さに、たたらを踏ふんで止まってしまった。唐とう突とつに真上の空から降ってきた、小さな何かをうまくかわして。

　それは、単なる落下物ではない。天華の鼻先で重力に従したがうことをやめたその物体は、くるりと弧こを描えがいて、回かい廊ろうの横穴へと飛んでいく。羽を持った、Ｇの頭ほどの大きさをした甲虫の一種だったのだ。

「？　頭に、『３』の赤い番号？　あれは……」

　人間とは比ひ較かくにならない高感度の視覚を持った相棒が、回廊の陰かげへとすぐに消えていった、すれ違ちがった甲虫を見てそう漏もらす。なに？　天華は、はっと気が付いた。

「それって……『虫の穴』三号店のマークなわけで。つまり、オーナーが放ってた伝書虫!?　ってことは──」

　そうだっ！　天華は側そばに脱ぬぎ捨ててあったジャケットをつま先に引っかけ、ひょいと持ち上げ肩にかける。追いかけるよ、とＧを誘さそって。

「？　どういうことだ、天華？」

「頼たのんであったんだって！　『虫の穴』のオーナーに！」

　天華はぺろりと舌を出した。

『虫の穴』という虫人族が経営する安宿は、浮ふ遊ゆう都と市しを根城にする遺跡探求者ロスト・リサーチヤーという、旧精紀の科学の遺い跡せきを探たん索さくする者たちが、よく利用する場所である。そこで天華はここ半月の間、負ふ傷しようした体を癒いやしていた。だけど、ただぼんやりとしていたわけじゃない。

「虫人族の情報網もうを使って、精書について研究してた遺跡探求者ロスト・リサーチヤーについて、ちょっと調べてもらってたんだよっ。その伝書虫が帰ってきたってことは、要するに、なにかしらわかったってことじゃん!?」

　きっと、朝一で係留港についた飛舟シツプにくっついてきたんだよ！　とだけ言って。天華はジャケットに袖そでを通すのもぞんざいに、相棒の背中を押おして走り始める。

「いや、それはいいが……いいのか、天華。組み手の方は」

「ああっ、もう！　それどころじゃないっての！　……動きの勘かんは、こうなったら実戦で取り戻もどすしかない、かな？」

　なんてねー。甲虫の後を追って、Ｇと共にねぐらとする『虫の穴』三号店へと急ぎながら。天華はもう一度、「てへへ」と小さく舌したを出すのだった。







　【第一章】　家いえ出で姫ひめ、帰き還かん？
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　その日、精せい霊れい都と市しはとてもよく晴れ渡わたった青空に包まれていた。

　南なん中ちゆうをわずかに越こえた日差しはさほど強くなく、小こ春はる日和びよりと呼ぶにふさわしい穏おだやかな風が、石いし畳だたみと水路の走る街並みに吹ふいている。都市の中心に据すえ置かれた精霊神しん殿でんはもちろん、その傍かたわらに寄りそう形でつくられた、広大な軍管理の空港施し設せつにも──。

　岩がん盤ばんを削けずって平らにした、円えん卓たく状の空港施設にゆったりと舞まい降りてくるのは、大型輸送船であるいくつもの飛舟シツプたち。それぞれが真っ白な浮骨ボーンにぶら下がり、船倉には各地域より収しゆう穫かくされた秋の実りを積み込んでいる。ちょうど年に一度の、精霊神殿への寄付が納められる時期なのだ。

　高い塔とうが寄り集まった神殿とは違ちがい、背の低い建物ばかりの軍施設。その中で唯ゆい一いつ、空港の立ち並ぶ倉庫の真ん中に突つき立てられた、長身の支柱があった。鈍にび色いろの、頑がん健けんさの塊かたまりといった金属の太い柱である。高さ二十メートル以上はあるその頂上に設けられているのは、数人が入れる小屋だ。

　そこから手て旗ばたのやり取りで、やってくる飛舟シツプたちをうまく誘ゆう導どうしているのである。

　それはいいのだ。いいのだけれど。ああ、どうして──。

（どうしてオレは……そんな空を眺ながめてるんだ……）

　しかもこうして、仰あお向むけにぶっ倒たおれて。十九歳さいの若き剣けん聖せい、アルバルド＝ナイツはぼんやりと思ってしまった。

　そんな自分と共に転がるのは、簡かん易い封ふう印いんの錬れん精せいの紋もん様ようが刻まれた、特別な鞘さやである。中に収められているのは、大人一人ぶんの背せ丈たけほどもある、長大で異質なもの。──頑がん丈じような鎖くさりでしっかりとアルバルドにくっつけられた、精せい書しよＳが擬ぎ態たいした【剣ＳＷＯＲＤ】であった。

　だけどそれは今、アルバルドの着込んだ訓練用の薄うすい甲かつ冑ちゆうの背中で、下した敷じきになってごりごりとした違い和わ感かんをつくっていて。

　そして淡あわい金きん髪ぱつは、飛び散った倉庫の破は片へんに汚よごれていた。

　なにしろアルバルドは、構えた模も擬ぎ刀とうごと吹ふっ飛ばされて。この空港の一番隅すみに建てられた倉庫の薄い壁かべをぶち抜ぬき、こうして転がっているのだから。

「ほら。オニチャンの一いち撃げき、決まった！」

「──き、決まってないス！　アルバルドさまはちゃんと防いだス～～!!」

「でも剣けん士し、やられて飛んだ！　これ事実っ」

「な、なに言ってるスかあっ。アルバルドさまってば、枢すう議ぎ会かいから言われていっつも、重くて長い邪じや魔まなＳを背せ負おってるんスよン！　そんなアルバルドさまに本気を出すそっちの気が知れないス！　無む効こうっス、無効─────！」

「ウー、だったらもう一回やる！　今度は、どっちも本気！」

「望むところっスよ！　……ってなわけでアルバルドさまぁんっ、もう一回がんばるっスうう～～！　ひょいっと立ち上がるス！」

「でもどうせ結果、同じこと。オニチャン勝つ勝つっ♪」

「……忘れたスか？　残ざん骸がい都市でアルバルドさまに負けたのは、そっちの方ス！」

「ウ、ウガウッ、そ、そんなの、昔のこと！」

「でも事実っスよーっだっ。本気でやったら、アルバルドさまの方が何倍も強いんスようー！」

「おっ、オニチャンだって、傷を癒いやすついでに、肉体の改造補修受けた！　前よりも何倍何倍、強い！　負けない！」

「アルバルドさまは今のままでもっとも──っと強いんス！　絶対負けないんスう───だ!!」

　倒れたアルバルドに浴あびせられるのは、舌したっ足たらずな帝てい國こく語を操あやつる少女と、特とく徴ちよう的てきなしゃべり方をする少女との二つの声。二人のやかましい声せい援えんが、いつもどおりにケンカを始める。

　互たがいに顔をつきあわせるのは、ピンクに染めた体毛をした、体毛と機械の皮ひ膚ふとを持つ獣じゆう機き族ぞくの少女ロッケと。牙きばをむく彼女に負けじと黒い軍服の肩かたをいからせる、十四歳の赤毛の少女ココロであった。アルバルドがぶち破った倉庫の壁の向こうで、少女たちがいがみ合う。

　そんな光景を目まの当たりにできるのは、ひょいと首根っこを鷲わし摑づかみにする、もう一人の屈くつ強きような獣機族の男が無む理り矢や理り起こしてくれたせいだった。

「どうした、剣士。いつまで寝ねてる。もう一戦、おれとヤる！」

　背中から生えた三本目の機械の腕うででアルバルドを摑みあげて、鉄の仮面をつけた獣機族最強の、巨きよ漢かんの戦士ダイガが誘さそう。

　その鉄仮面から覗のぞく獣けものの瞳ひとみは、爛らん々らんと輝かがやいていて。しかし──。

「い、いや、あのさ……ダイガぁあ」

「何だ、剣士」

「……こんなとこに押おし込められたあんたを察さつして、オレってさあ、毎回あんたのストレス発はつ散さんに付き合って、手合わせしてるけどさああ」

　今回、さすがにやりすぎなんじゃあ……。アルバルドはダイガの手から解放されて両足を地に着けると、空色の瞳を辺りに向ける。

　見上げる倉庫はぼろぼろで、見る影かげもない。なにしろアルバルドの模も擬ぎ刀とうはともかく、ダイガの使う剣のかわりの布きれを巻いた鉄板は、確かに刃はこそないけれど、あまりに巨大で頑がん丈じようすぎて。いつしか熱くなったダイガの腕うでで派は手でに振ふり回されるたびに、ところかまわず破は壊かいの跡あとを刻むのだから。

　そしてもちろんこれだけの騒さわぎが、外に漏もれないはずもなくて。うううっ……。

　おそるおそる振り向いたアルバルドの背後に、空港にいる警けい護ごの兵士や整備兵といった面々が、怯おびえた顔で遠巻きに立っていた。その内の何人かは、血ちの気けの多い屈強なダイガの姿におののき、彼と目が合うと転ぶように慌あわてて逃にげた。

　精霊信しん仰こうを中心とする帝てい國こくの忌いむ、科学の力。その機械の構造を生まれたときから有する獣機族と向き合える者など、たとえ軍人であっても、そう多くは存在しなくて。だからこそ二人と最も面めん識しきのある、アルバルド率ひきいる、ココロを含ふくめた三人だけの鋼はがね隊が、残骸都市から送られてきた二人の獣機族を押しつけられ。こうして隔かく離りするように、空港の隅っこの倉庫へと閉じ込めて、他の者の目に触ふれないよう、ずっと人ひと払ばらいをしてあったのだが。こうなった以上、無意味であった。

　もっとも、この異種族の男ときたら。「そうか？」などと鉄の仮面を、軽く傾かしげてみせたりする。わ、わかってない。ぜんっぜん、わかってない！

　それでも刻まれたやりすぎの証あかしだけは、消えるはずもなくて。

　みしり、と派は手でな音がした。は？　とアルバルドが、ダイガが。そしてロッケが、ココロが、頭上を見上げる。そこにあるのはもちろん、いくつも穴が空き、支える鉄てつ骨こつさえも曲がった、満まん身しん創そう痍いとなった倉庫の屋根で──。

　それはついに一部が折れて、壊こわれて斜ななめに崩ほう落らくした。

「うやぁあああ───っ!?」

「ガウッ、お、オニチャ──」

　二人の少女の悲鳴があっさりと、落ちてきた屋根の薄うすい建材に巻き込まれる。舞まい上がる細かい埃ほこりが、倉庫の外にいたアルバルドとダイガすらも襲おそったけれど。軽い材質の屋根の破片は、大怪け我がをするには至らない。

　それが証しよう拠こに、少女二人の元気な泣き声と悶もだえる呻うめきが、半はん壊かいした倉庫の中から届いてきた。でも……。

　あ、あ、あ、あ。アルバルドは、重い扉とびらすら外はずれて骨組みを晒さらした倉庫を前に、とにかく絶ぜつ句くするのであった。

　もちろんこれは、大問題で。さらに管理責任者は、鋼隊のリーダーであるアルバルドなのだから。

「お、怒おこられる……絶対、絶対に怒られるうううっ！」

「？　何がだ、剣士」

　それより続き、ヤろう。たどたどしい帝國語を操あやつって、鉄仮面の獣機族が、手にした剣がわりの鉄板を構かまえる。

　やっぱり、結局、まったくもって、闘たたかいのこと以外に興味を持たないダイガは相あい変かわらずで──。アルバルドは泣きそうな顔で、がっくりと肩かたにＳの重みを食い込ませた。うううううう……！

　うなだれた向こう側で、倉庫が追い打ちをかけるように、またもや崩くずれた。







　──風の精せい霊れいたちが、ぴくりと震ふるえる。

　それは精霊巫み女こである白はつ華かだけが感じられる、金色の『龍りゆう眼がん』に映うつる動きだ。

「……？　どうしたの、風さん」

　長く艶つややかな白はく髪はつをさらりと揺ゆらし、ふと顔を上げて。白華は外の世界へと耳を澄すました。

　けれど、何も聞こえない。わからない……。思わず桜色の唇くちびるからため息が、十六歳にしてはふくらみの控ひかえめな胸むな元もとにこぼれ出た。

　なぜなら──。装しよう束ぞくの裾すそを折って座すわり込む、華きや奢しやな白華を取り巻くのは、いつもの自室の風景ではなくて。部屋と呼ぶには広すぎる、風変わりな空間であったから。

　白華の腰こし掛かけるやわらかな寝ね床どこを真ん中に、いくつかの調ちよう度ど品ひんが仕切りとなって鎮ちん座ざしている。その外側にあるのは、運び込まれた水や砂、それに絨じゆう毯たんのように生える錬れん精せいの調整を受けた緑。さらに部屋の端はしには、トイレも沐もく浴よくの場所も備え付けられている。それら全すべてをぐるりと覆おおうのは、特とく殊しゆで分厚い壁であった。

　いったい何層あるのだろう？　それは白華にもわからない。塔とうの寄り添そう精霊神しん殿でんで、最大の大きさを持つ中央塔。そのほぼ中腹に位置するこの部屋に入るまでに、入り組んだ回かい廊ろうと何枚もの扉をくぐらねばならなかった。

　この部屋の四方にある入り口は、増員された警備の者たちが大勢で守る。天窓ひとつなく、四つの扉のどれもが閉じられてしまったここは、錬精の力で輝かがやく幻げん炎えんの明かりだけが照らす、ほぼ完全に密閉された部屋であった。

　幾いく重えにも折り重なった壁を通り抜ぬけてくる精霊は存在しない。そのようにつくられた、外とは隔かく絶ぜつされた場所なのだ。

　唯ゆい一いつ外界と繫つながるのは、通気孔こうがわりに開けられた、ほんのわずかな隙すき間まくらいか。ただしその隙間は、石の壁に薄く刻まれた紋もん様ように混じるほど、狭せま苦くるしいもので。それ故ゆえに先代巫女である母から受け継ついだ、白華の世界で唯一の金色の瞳ひとみをもってしても、風の精霊に伝わってくるその意味は、まったくわかりはしなかった。

　残ざん骸がい都と市しから戻もどってきてから、ずっとこの状態である。いつも使っている自分の部屋には何日も戻っていない。完全にこの広すぎる場所こそが、白華の居場所となっていた。──母が亡なくなった八年前のあの日から、立ち入ることを忘れていたのに。

　そう。実は、ここは母が生前まで、ずっと使っていた部屋なのであった。

「はあ……」

　再びため息がこぼれ出る。それでも、懐なつかしさに浸ひたるのは数日で飽あきた。なにしろ一日中、ここに閉じ込められているのだから。

　唯一の暇ひまつぶしは、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとなって科学の遺い跡せきを追い求め、大陸中を駆かけ回る、双ふた子ごの姉からのメール文だけなのだけど。







［TENKA>>>>>>>HAKKA　　　YGGDRASILL-NET］

　やっほ、白華。元気してる？　天華だよ。

　ようやくヒビの入っていた肋ろつ骨こつもくっついたみたい。動いてもダイジョーブですっ。心配かけてごめんね？　でも、ほんとにもう平気だから、ね！

　ってなわけで。あたしとＧはこれから、浮ふ遊ゆう都と市しを出る予定です。行く先はとある隠いん遁とん者の、一級の遺跡探求者のところだよ。

　あたし、いろいろ考えたんだ。これからどうしたらいいのかな、って。だって、あのＭはいつか必ず襲おそってくる。そうＧが言ってるから。

　それがどうやらすぐではないみたいなんだけど、それでももう一度Ｍに襲われて、あたしがどうできる？……いまのままなら、なにもできない。そう思ったから……なんでもやってみなくちゃね、うん！

　とにかく、あたしも記き憶おくをなくしたＧも、あまりにも精書について知らなさすぎるんだよね。だからいまちょうど出発の準備をしながら、こうしてメールを書いてるわけです。

　壊こわれてた雷らい帝てい号ごうの修理もとっくに終わってるし、はりきって情報を探してくるね！

　ではでは、今回はこのへんでね。またなにか収しゆう穫かくがあれば、メール送るね。じゃねーっ。


《天てん華か》　　



［System-mail　　　　　39991016/1107AM］








「姉様……」

　寝床の下から取り出した、どうにかこっそり持ち込んだ携けい帯たいコンピュータの画面に映るのは、いつもの姉の元気な文字だ。しかしその中身に隠かくされた、いつにない彼女の真しん剣けんさを感じ取って、白華はいつもなら微笑ほほえみにゆるむはずの頰ほおを引き締しめた。

　そうだ。姉は必死なのだ。精書Ｍが、相棒であるＧを狙ねらって襲ってくるから──。

（わたしも、なにか手伝えたら……！）

　大地を走る精霊たちのネットワーク、精せい脈みやく。その流れの集つどいし場所が、部屋のずっと真下にある。神殿を構成する塔の中でも最も大きな中央塔の、その足もとに埋うずもれるように存在する聖せい堂どうという空間に。

　そこに行けば『龍りゆう眼がん』を持つ白華には、脈みやく々みやくと流れる精霊たちの力を通して、帝國領域内の何かしらの異変を感じ取ることができる──。

　けれど、白華が残骸都市より帰き還かんして以来。警備の問題からなのか、日に一度は行っていた聖堂での精霊への祈いのりも、今は数日おきだった。はあ……。やっぱり、どうしようもなくため息が漏もれ、細い肩をわずかに揺らす。携帯コンピュータを胸に抱だき、長い白髪を散らしながら、白華はシーツの海で身を転がした。この分厚い壁に囲まれた部屋の中で無力感に打ちのめされ、ついでに退たい屈くつに焦こげ付いた。

（……姉様はきっと、Ｇくんと一いつ緒しよに、退屈なんて感じる暇ひまもないんだろうなあ……）

　不ふ謹きん慎しんながら、そんなことを白華はちょっぴり思ってしまう。

「今いま頃ごろ、どうしてるのかな。姉様、Ｇくん──」




　　　　２




「ちょ……あ、きゃ、あ、あぁああああ──～～～っ!?」

　天華の絶ぜつ叫きようが、純じゆん白ぱくの舞翼ライドの上にこだまする。「雷らい帝てい号ごう」と名付けられた、風くじらの骨ほねを心材にしてつくられた、二枚の翼つばさを持つ空飛ぶ機体が軋きしみを上げた。

　真っ白な翼の触ふれた緑色の植物の塊かたまりが、奇き妙みような弾だん力りよくをもって、ぽよんと押おし返したのである。

　反動で機体はバランスを崩くずし、問もん答どう無む用ようで失しつ速そくする。ちょっ、ちょっとおおお!?　装そう着ちやくしたゴーグルの隙すき間まに冷や汗あせを滲にじませながら、天華は思い切り操そう縦じゆう桿かんを引っ張った。なんとか立て直そうとする。

　だけど、舞翼ライドの浮ふ力りよくを得るのに必要な風の流れは、このもこもこの緑に覆おおわれた地底空間には少なすぎて。

「あああっ、だ、ダメじゃんー！　じっ、Ｇ───っ！」

　銀髪を振ふり乱みだし、天華は操縦桿の傍かたわらに取り付けられてある、伝でん声せい管かんに向かって叫さけんだ。

　伝声管が繫つながるのは、機体後部に増設された機関部の中である。そこに据すえ付けられた後ろ向きのシートには、褐かつ色しよくの肌はだの少年が座すわっていて。「わかった」という簡かん素そな返事と共に、純白の機体の周囲を、噴ふき出した風の流れが包み込んだ。

　機関部に座すわるＧが、錬精の推すい進しん結けつ晶しよう体たいを操あやつってまき散らした、風の精霊たちだった。

　このおおっ！　その散さん漫まんだが確かな風をどうにか摑つかまえ、天華は機体の安定を取り戻す。
















「さんきゅー、相棒っ……って、あ、あ、あああー！」

　だがそれも、墜つい落らくの衝しよう撃げきをやわらげる程度にしか効果はなかった。愛機はそのままぼよよん、と緑色のクッションの上を跳はねる。その身に大量の植物を生やした、突とつ然ぜん変異型の巨きよ大だいキノコの一種である。

　それらの群ぐん生せいする上を、雷帝号にしがみついた天華たちは数回もはずんで。ようやくキノコとキノコの傘かさの隙すき間まにずぼりと挟はさまれる形で、動きを止めたのであった。

「ああ……や、やっと止まったああぁ～～」

　咄とつ嗟さに頭を庇かばった、軽金属製の手てつ甲こうの片腕うでを解放して。ゴーグルを外はずし、天華は汗を拭ぬぐいながら、銀色の肉にく眼がんで真上を見上げる。自分たちが接せつ触しよくした、巨大キノコに覆われた緑色の天てん井じよう部分が裂さけて、外からの陽光を差し込ませている。それらを受けてキノコたちは、またもこもこと身をよじるように成長していた。

「あ、甘あまく見てたなあ……。まさかこんなに、弾だん力りよくがあるなんて。ちょっとくらいぶつかっても平気だって思ってたんだけど」

「……。だから、俺は無茶だと言ったんだ」

　機関部の真上に空いた出入り用の穴から、褐かつ色しよくの肌はだの相棒が顔を出して、非ひ難なんめいた黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみを向けてくる。

「こんな狭せまい場所で機体を上じよう昇しようさせるなんてな。──それ以前に、ここまで雷帝で来たのが無茶の始まりだったんだが」

「な、なにようー。ここまで鍾しよう乳にゆう洞どうをうまく通ってこれたから、なんとかなるかなって思ったんだもんっ」

　それに一回は真上から見ておかないと、全体が見み渡わたせないしさ。なんて呟つぶやきながら、天華は首元に下げておいた愛用のゴーグルを再びかける。科学の遺い物ぶつを改造した、暗あん視し機能などを持つ特別なゴーグルだ。横にあるスイッチを押して、天華は辺りを見回すと、レンズの視界にいくつかの光の点が浮うかび上がった。

　先ほど飛び上がった瞬しゆん間かんにマーキングした位置を、しっかりと記き憶おくしてくれているのである。

「ほらほらＧっ。でもムチャしたおかげでわかったよ。ここと、ここと、ここ……。さっき見つけただけでも六か所もある！」

「？　何だ、それは」

「だーかーら、つまり！　この妙みようちきりんなキノコに隠かくされてた、遺い跡せき研究者の隠したデータがある場所ってこと！」

　天華がマーキングしたポイントは、植物と巨きよ大だいキノコに侵おかされた、百メートル四方しかない地下空間の中で見えた、明らかに人工的な物体があった場所だ。ふぅん、結構分ぶん散さんしてるんだ。と把は握あくして、ふと。

　……あ、そっか。天華はやおら理解する。規則性のない、マーキングポイントの配列について。

「この空間全部がまるごと、元々利用されてたってことなのかな？……ふええー～」

　感かん嘆たんの息が漏もれた。よくもまあ、こんな場所につくったなあ、という意味も込めて。

　精脈すら阻はばまれる、帝てい國こく領域ぎりぎりの、西方の「隆りゆう起き大だい地ち」。その大地ごと隔かく絶ぜつされた断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの足元に生まれた、深くて暗い森の奥おく──。この地下空間は、森の実りを得て暮らす、ほんのわずかな異種族でしか訪おとずれることのない、辺へん鄙ぴな場所にあるのだから。

「そりゃあ、なかなか見つからなかったはずだよね」

　さらに、ここに至いたるまでに通ってきた、岩壁に口を開けた鍾乳洞も複雑で、何度迷ってしまったことか。オーナーが入手した虫ちゆう人じん族ぞくの情報を信じなければ、天華もたどり着けなかっただろう。

「オーナーも、異種族どうしの古い噂うわさ話で、どうにか情報を得たらしいけど……。ここに間ま違ちがいないよね。水すい晶しよう族ぞく……てゆーか、ここに誰だれかが住んでる気配は、ぜんっぜんしないけどさ」

　キノコと緑に荒あらされるだけになった、見渡しのきかない空間を眺ながめながら、天華はなんとなく判断する。もうここを捨て去ってしまったのだろうか？

　──まあ、とにかくやることは決まってるんだしっ。天華はぴしゃりと自分の両の頰ほおを叩たたいた。

「さーて、とっとと手当たり次し第だいに取りかかろっか、Ｇっ！　……って、あ、あれっ？」

　……Ｇ？　気持ちを切り替かえて天華は、相棒の少年に声をかけるが。「そうか」といういつもの彼特有の、素そっ気けない返事すらなくて。

　いや、振ふり返った機体の機関部に、いつの間にか彼の姿そのものがない。天華は身を乗り出して、機関部の穴から中のシートを見下ろした。

　そこにあったのは、一冊の黒光りする表紙の書物。天華の余よ剰じような精命力を受けて、少年の形をとっていたＧの、精書としての本来の姿であった。

「本の姿に……そっか、消しよう耗もうが激しかったんだ」

　ここまで来るのに、長い鍾乳洞を抜ぬけてきたもんね。天華は推進結晶体の力で機体を常に保護してくれた、相棒の働きに感謝する。疲つかれ果ててたんだ……。

「ああ、もうっ、ちょっとくらい言えばいいのに。バーカ」

　シートの上から書物のＧを拾い上げ、軽く手甲の指先ではじきながら。けれども天華は、やわらかく苦く笑しようした。

（あたしがここまでやれてこれてるのは、あんたのおかげだよ。Ｇ……）

　だから、あたしだって──！　天華はゴーグルをしっかりとかけ直し、キノコの弾だん力りよくに固定された雷帝号の上から、すぐ下にある岩の大地に飛び降りた。連れて持ってきた書物のＧを、腰こしのベルトの隙間に無理矢理ぎゅっとねじ込んで。

　自分の精命力を少しでも、肌はだ身み離はなさず充じゆう塡てんさせてあげられるように。







　Ｇがようやく復活したのは、ずいぶんと夜も更ふけてのことだった。

　いつもの少年の姿にまでなれるほど、どうにか銀ぎん髪ぱつの少女からの精命力を蓄たくわえられて。天華のベルトの間から、傍かたわらに脱ぬぎ捨てられていたジャケットの上へとＧはするりと転がり落ち、褐色の肉体を再構成する。

　──ほんのりとした輝かがやきが、黒鉄色の瞳を打った。

「これは……」

　群ぐん生せいするキノコに侵された大空くう洞どう。その巨大キノコたちがゆっくりとまき散らす胞ほう子しが、きらきらと輝いていた。

　真上を見上げれば、見えるはずの蒼あおと銀の寄り添そう二つの月はない。植物でできた洞ほら穴あなの屋根は修復され、完全に塞ふさがっていた。胞子自体が発光しているのだ。

　そんな光る胞子がやわらかに降ふり注そそぎ、キノコに生える草木たちをほんのりと薄うす緑色に染め上げる地底の中で。キノコどうしの間に挟はさまったままの雷帝号が見下ろせる、岩壁の突つき出した平らな中腹に、天華は垂すい直ちよくな岩肌に寄りかかるように眠ねむっていた。

　傍らにあるのは、機械でできた柱であった。つるりとした表面の一部をはがされ、基き盤ばんとコードの類たぐいが引っ張り出されている。そのうちの一本は、足を投げ出して座すわり込んだ形のまま眠りこけた少女が持つ、開いたままの携帯コンピュータへと繫つながっていた。

　画面に自動的に羅ら列れつされているのは、「精書」の名で検けん索さくされたデータたち。しかしそこには、精書という名前こそ出てくるものの、Ｇが一いち瞥べつしただけでわかるほどに、まともな内容のものはなくて。

「データを探しあぐねて……そのまま疲つかれ果てて、寝ねてしまったのか」

　Ｇは足元にあった彼女のジャケットを拾い上げ、そっと肩かたにかけてやる。と、そのとき──。

「むに……ありがと、Ｇ……」

　銀の瞳は閉じられたままで、天華の唇くちびるからそんな言葉が紡つむがれた。起きたのか？　と思ったが、それはただの寝ね言ごとのようで。彼女は携けい帯たいコンピュータを胸に抱だいたまま、軽く寝返りを打つのだった。

　別に。と、Ｇは静かに彼女の横に腰を下ろして、胞子の無数の煌きらめきに彩いろどられた世界で、この銀髪の少女だけを見つめてやる。

「……俺はただ、風か邪ぜでもひいてお前から受ける精命力に影えい響きようが出るのを気にしただけだ」

　それだけのはずだ。──だが。

　この少女は共に精せい霊れい神しん殿でんから飛び出したあの日から、Ｇのことを相棒と呼ぶ。呼んでくれる。そしてまた、Ｇに「あたしも、あんたの相棒ってことだよ」などと言ってくれた。二人で、一人前なのだと。

　それは、常に使い手を必要とする精書という存在であるＧにとって、とても価か値ちのある言葉で──。

　だから。Ｇもそっと、この少女に向けて誓ちかう。彼女の寝顔を眺ながめながら。

（状じよう況きようが許ゆるす限り、俺はお前と共にいる。天華……）

　Ｇは知っている。天華の最も恐おそれるものが、「独ひとり」であるということを。

　人にしては桁けた外はずれな精命力を制せい御ぎよできず、生まれ持って背負ってしまった錬精音おん痴ちの体質。それはこの世界で、天華に孤こ独どくを感じさせるには、十分すぎる要素だった。

　その裏返しとして、彼女は常にＧが聞いていようが聞いていまいが、かまわずに独り言を吐はく。いつしか癖くせになっている。己おのれの中につきまとう、振り払はらうことのできない寂さびしさを紛まぎらわせるために。

「Ｇ……一いつ緒しよに……なんとかしなきゃ……」

　またふと、天華の意味のない寝言が飛び出した。

　……眠っていても、独り言か。Ｇはそっと「苦笑」する。ずり落ちたジャケットを、もう一度彼女にかけ直してやりながら。

　しかし、そう手を動かしたとき。寝返った天華の体が、ごろり、と大きく転がった。預あずけていた岩から背中が外れ、傾かたむく。──そして。

　彼女の体が岩場の斜しや面めんに沿そって、ずるずると滑すべり出した。

「へ……え？　あ？……あ、きゃああ────っ!?」

　途と中ちゆうで目を覚ました銀髪の少女が、混乱と悲鳴と共に、大地を滑って宙に舞まった。もちろん咄とつ嗟さに手を伸のばしたＧではあったが。少年の姿をした短い腕うででは、間に合わずに空くうを切って。

「──俺のせいじゃない」

　Ｇはぽつりと独どく白はくした。ぽよん、とキノコの上で跳はねて、逆さまになったままお尻しりを肉厚の傘かさに引っかけた、無ぶ様ざまな彼女を見下ろして。

　ただ、まあ。じたばたともがく二つの足を前に、さすがに放ほうっておくことはできなくて。「大だい丈じよう夫ぶか」と斜面を降り、彼女を挟み込んでしまったキノコに手をかけた。

　と、しかし──。

「えっ。……な、なに、これえっ？」

　キノコに埋うもれた天華が、天地逆転の状態のまま唐とう突とつに叫さけんだ。







　成長した巨きよ大だいキノコが押おし上げてつくった、地面との二メートルほどの傘かさに覆おおわれた空間。そこは光る胞ほう子しの降り積もる、空くう洞どうの一番底──。

　相棒の手でなんとか無ぶ事じに降ろされた天華は、その隠かくされたキノコの下にあった、集まった胞子の輝きを受けて煌きらめく、岩とも機械とも違ちがう材質のものと対面する。どことなく人の形をした、動くことのないそれは。

「……水すい晶しよう族ぞく、か？」

「それも、死体……だよ」

　キノコの上から降りてきた相棒の正解に、天華は一言付け足してやる。胞子に埋うもれる中、人工的な石の椅い子すがあり、そこに腰こしを下ろす形で透すき通った水晶の骸むくろが存在していた。──そう、骸だ。死んでいるのだ。

　旧精紀の科学の時代に産み落とされた、異種族たち。彼らのほとんどは戦せん闘とう用に生み出された生物であるが、その他に観かん賞しよう用に生み出された者たちもいる。

　その一種である、死してなお残る水晶の器うつわを持つ希き少しよう種しゆ。それが水晶族なのだ。

「そっか……このでっかいキノコたちに隠かくされて、今まで見落としちゃってたんだ」

　きれいな亡なき骸がらに触ふれながら、天華はその冷たさを実感する。きちんと座したまま果てるのは、自らの死をこの場所で穏おだやかに迎むかえた証あかしだろうか？

　そうだ。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーであるこの水晶族は、ここに溜ためた自分の発はつ掘くつデータと共に、眠ることを選んだのだ。

（わかる……あたしも、同じ遺跡探求者ロスト・リサーチヤーだから。それに）

　ああ。天華は落下したときもしっかりと摑つかんで放さなかった、自分の携けい帯たいコンピュータを抱だきしめる。──その中に収めたこれまでの六つの機き器きから読み取ったデータは、本来この水晶族が、生しよう涯がいをかけて集めてきたものであって。

　……ダメじゃん。天華は自分の頭を、自分自身で軽く小こ突づいた。

「天華？」

「うん、Ｇ……あたし、忘れてた。ぜんぜん見えてなかったよ。……ここにあるデータは全部、この水晶族のものなんだよね」

「……。そうだな」

「結局、ここに精書のデータはなかったんだよね。でもさ、だからって勝手に焦あせって、必死になって。データがないから、残念がって。──遺跡探求者ロスト・リサーチヤーにとっては、集めたデータこそが、その人の生きてきた証みたいなものなのに」

　そんなの、こっちの都合で否定したりなんか、しちゃいけないのに。天華は痛つう感かんさせられる。

　自分も、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの一人であるから。

「あたしさあ、焦りすぎてたね。Ｍのことがあるからって。ねえＧ、あたしは遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなんだよねっ。手がかりがなかったからどうだっての？　なくなったんならまた、なにか別の方法を考えて、挑ちよう戦せんすればいいんじゃんっ。手当たり次し第だいに、自分が思うとおりに！」

「それは……あれだな。天華」

　つまり、いつも通りということか。と、相棒の少年が小さく言った。

「あははっ。そうだよ、いつもどーり、だよっ」

　天華は微笑ほほえむ。それを忘れちゃいけないよね、と。

　とにかく！　天華は相棒の小さな肩かたを、ばしっと景けい気きよく叩たたく。

「もう一度やり直そっか、Ｇっ。一回浮ふ遊ゆう都と市しに戻もどって、また関連する情報を収しゆう集しゆうしてもいいし。遺い跡せきに潜もぐってもいいし。……ふふんっ、この世界には、まだまだ誰だれも挑戦してない遺跡なんて、山ほど眠ってるんだから！　そこから切り込んでもいいし──ううん、それより、そうだっ。この水晶族が挑戦した遺跡について、ちょっと調べてみよっか？　だって少なくとも、破は損そんしたデータの中に精書ってキーワードはあったんだから。水晶族が潜った遺跡のどれかに、精書に関するデータがある可能性は高いんだもん！　前向きに考えないとっ」

「そうだな。それがわかっただけでも、ここに来た意味はあったな」

「うん！　そーゆーことっ」

　だから。Ｇの腕うでを踏ふみ台にして、キノコの上に這はい上がろうとする直前。天華は「おっと」と足を止めて、水晶族の骸の前に舞い戻った。

「……うん。ちゃんと、お礼しとかないとね」

　教えてくれたのは、水晶族なのだから。天華は胸に両手を当てて、ゆっくりとお辞じ儀ぎをした。帝てい國こく式の、弔とむらいの意を示す動作である。

　魂たましいと意志は精命力の流れのままに、精せい霊れいたちに導みちびかれ、いつしか大地に吸収される。

　その考えが、水晶族にも当てはまるかどうかは知らないけれど。天華は想おもいを込めて水晶族の骸を見つめ、やがておもむろにかがみ込み、その足元に「より大地と融ゆう和わできますように」と願いを込めて、岩の地面に来訪者である自分の名前を彫ほろうとした。

　だが、ふと。……えっ？　Ｇが持ってきたジャケットのポケットから、ナイフを取り出したその手が止まった。名のかわりに、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーのみが使う、個人のサインマークを刻もうとして。

　なぜなら小さな群生キノコを搔かき分けたそこに、先客の刻んだサインマークがひとつ、存在していて。

　その「小さな銀の月と一枚の翼つばさ」を合わせた、見覚えのある印は──。

「え、ええっ？　これ、父さんの……って、ええええええええええ!?」




　　　　３




「鋼はがねの剣けん聖せいアルバルド＝ナイツに申し渡わたす。獣じゆう機き族ぞくの使者二名については、我ら十二人による議論の結果、残ざん骸がい都と市しへと丁てい重ちように帰き還かんしてもらうこととする！」

　精せい霊れい神しん殿でんの大広間──。すり鉢ばち状に取り囲む十二の席が、中央にいるアルバルドを見下ろしている。

　その席に座すわる十二神しん官かんの代表者である女性が一人、白と金糸でできた礼服の裾すそをふわりと浮うかせながら、立ち上がってそう告げた。──十二人の上級神官より構成された「枢すう議ぎ会かい」と呼こ称しようされる、帝てい國こくの行政を預あずかる者たちの決定を。

　これは当然のことであった。もとより、信しん仰こうの異ことなる獣機族の受け入れには、帝國側は最初から難なん色しよくを示していたのだ。今回の軍倉庫での一件は、彼ら異い邦ほう人じんを追い払はらうには、かっこうの口実で。

　そして凜りんと言われたその言葉は、神殿と軍に属する剣聖アルバルドには、絶対のものなのであり。──だから。

　薄うすい青空の下、アルバルドは残骸も片づいた空港の倉庫跡あとで、去っていく獣機族の偽ぎ装そう飛舟シツプを一人見送る。

　ダイガたちは結局、駄だ々だをこねなかった。獣機族は、人とは違ちがう。本来女王のみをトップにして、あとは全すべて忠実な僕しもべ。そのようにつくられた種族なのである。

　故ゆえにダイガは最後まで逆らうことなく、黙もく々もくと帰り支じ度たくを調ととのえてくれた。妹のロッケもそうだ。

　しかし別れ際ぎわに一言、「人間」と、妹を先に行かせてダイガが呼んだ。

「……おれは少し、ほっとしてる。やはりおれは、人間が嫌きらいだから。それでもこの地に来たのは、女王の命。それと、精霊巫み女こを案じた。それだけ」

「ダイガ……」

「だがオマエ、どう考える？　おれたちと人間たち、違いすぎる。おれたちが変なのか？　人間たち、変なのか？」

「そ、それは……きっと、変とか、そういうことじゃないんだと思う」

　どっちも正しいんだ。アルバルドは必死に考え、飛舟シツプに偽装した機械の行ぎよう商しよう舟ぶねに消えようとする、巨きよ漢かんの獣機族にそう返した。

「だから、どっちかが無理にかわる必要なんかなくて。だけど、違いってのをわかり合える、そのための時間が必要なんだと思う。──たとえば、ダイガが本心から人間を嫌うのをやめる、時間くらいは」

「？　そうか」

　獣機族の戦士はごつい鉄の仮面を押おし上げて、毛むくじゃらの素す顔がおを歪ゆがませる。それは、本当に時間がかかるな。と納なつ得とくして──。

　そう最後の最後に言ってのけたダイガを乗せて、偽装飛舟シツプは消えていく。薄い雲と融ゆう和わする、澄すんだ空の向こうへと。

「これで……よかったのかな……」

　背中の【剣ＳＷＯＲＤ】のＳと共に、消えた小さな機き影えいを見届けて。棒ぼう立ちのまま、アルバルドはぽつりと小さく独どく白はくする。

　それは自分に向けて言ったものだが、もちろんどうすることもできなくて。肌はだ身み離はなさず管理する、背中の【剣ＳＷＯＲＤ】を繫つないだ鎖くさりをじゃらりと鳴らして。獣機族のために隔かく離りされるように張り巡めぐらされた黄色い「立ち入り禁止」テープの内側から、ようやく立ち去るのであった。

　と、そこに。

「鋼の剣聖様！」

　一人の軍兵士が、黄色いテープをくぐり抜ぬけて走ってくる。軍服の肩かたに目立つ腕わん章しようを施ほどこしたその兵士は、伝令官と呼ばれる役目を担になった者で。彼はアルバルドに一枚の、薄い召しよう喚かん状じようを手渡した。

「は？　枢議会が、またオレを呼んでるって──」

　どーゆーことだ!?　召喚状の内容に、アルバルドは顔をしかめた。だってダイガとロッケの二人の獣機族は、たった今ちゃんと見送ったばかりなのに？

（って、いや、これって！　つまり別のやっかいごとで呼び出された……ってことなのかああ!?）

　うわぁ……。アルバルドは一枚の紙切れを手に、すごく嫌いやーな予感でいっぱいになった。







『先ワ祖イ返ルりド』として、常人を遥はるかにしのぐ感覚を持った『獣化ビースト』の因いん子しを体内に持つアルバルド。その予感はおおむね外れることがない。ただしなぜか、「嫌なこと」に限定されてではあるが──。

　そしてやっぱり、今回もそれは見事に的てき中ちゆうした。

「──聞きましたよアルバルド様!!　図書館での精書関連の調査を打ち切るようにって……いったいどういうことなんですッ!?」

　神殿の核かくとなる巨大な中央塔とうを、空中回かい廊ろうをもって円まるく繫つながれ取り囲む、東西南北の四方に従う四つの「長ちよう塔とう」。そのうちの南の長塔にある食堂の広々とした二階席に呼び出した栗くり毛げの少年補佐官に、アルバルドはいきなり嚙かみつかれたのであった。

「い、いや、そのっ。シエン……！　ああっ、ちょっと待ってくれ！　おっ、オレが悪いわけじゃないぞ？　これは枢議会の決定で……」

「それは知ってます！　図書館から追い出される前に聞かされましたから！──でも、その経けい緯いはいったいどういうものなんですっ!?　ボクが調べていたのは、単に帝國の歴史から、精書にまつわる事こと柄がらがないかどうか目を通していただけじゃないですか！」

「そ、そんなこと言われてもっ……」

　あああ。詰つめ寄られ、その眼鏡めがねの奥おくの鳶とび色の瞳ひとみに射いすくめられて、テラス側の空あいた席に逃にげながら、アルバルドは萎い縮しゆくする。自分と比べても、この少年は六つも年下の十三歳さいの子供なのに。部下なのにっ。けれどもなぜか、軍服を誰だれよりもきっちりと着こなしたこの背の低い少年補佐官に、アルバルドはまったく頭が上がらない。彼の剣けん幕まくはいつも、主である自分を遥かに圧あつ倒とうしてしまうのだ。

　後ずさった拍ひよう子しに、たじろぐアルバルドが背負う錬精の簡かん易い封ふう印いんのされたＳが、磨みがかれた石の床ゆかに鞘さやをぶつけて音を立てた。昼をゆうに回った閑かん散さんとした食堂で、暇ひまそうな給きゆう仕じ係たちの視線が集まる。

　と、とにかくっ。アルバルドは人目を気にして、「まあ座すわろう！　話はするからっ」と、弱じやつ冠かん十三歳にして補佐官の役目に就ついたシエンを必死になだめた。

　と、「こっち、日当たりいいスよん～♪」と気楽にさっさと真っ白な丸テーブルにつくのは、シエンと共にやってきた操そう縦じゆう士し官かんのココロである。

「うやぁんっ、アルバルドさまぁ、隣となり空あけてあるっスよう。ほらほらっ。あ、シエンくんも、なんか飲み物頼たのもうっス！」

「あ、ああ、そうだなココロ。……ほら、シエン」

「……。わかりましたよ」

　しぶしぶシエンが腰こしを下ろす。アルバルドも常に一いつ緒しよの【剣ＳＷＯＲＤ】のＳを背負ったまま、どうにか木製の椅い子すに座った。

　こういうとき、ほんとに彼女の存在は助かるなあ。とアルバルドは、横にいる緩かん衝しよう材ざいとなってくれた十四歳の赤毛の少女に感謝した。

　もっともココロときたら、特に考えがあって行動したわけではなく。ただ無む邪じや気きにいつものように、給仕係の一人を呼んで、「これがおいしーんスようー」などとにこにこ言って、勝手に三人分の飲み物を注文するのであった。

　気を削そがれた形になった栗毛の少年補佐官が、やれやれ、と興奮にずれた眼鏡を押おし上げる。そうしてようやく、赤い果実のジュースを運んできた女性の給仕係が、去っていくのを確かく認にんしてから。

「──納なつ得とくいきませんよッ」

　彼は改めて、アルバルドに不満を漏もらした。

　アルバルドが大広間に呼び出されて突とつ然ぜん申し渡わたされたのは、シエンの図書館利用の打ち切りだった。

　二人は白華誘ゆう拐かいの際に囮おとりとなったダイガの侵入劇で壊こわされた、まだ修しゆう復ふくもされていない防音扉とびらを持つ神しん殿でんの広い図書館で、膨ぼう大だいな蔵書の中から精書に関する手がかりがないかどうか、調べていたのだ。

　それが突然の、枢すう議ぎ会かいからの一言で、強制的に打ち切られた。

「これ以上精書についての調査は禁ずる──」

　かなり前に提出され、許可されたはずのシエンの図書館利用許可願いを突つっ返されて、頭ごなしにそう言われた。

　なぜですか？　と尋たずねても、それ以上はとりつく島もなかった。

「それはつまり……精書に触ふれるな、ってことですか？」

　アルバルドからの簡単な話を聞いて、シエンが聡そう明めいに察する。たぶん、そういうことなんだと思う。アルバルドも同じ答に行き着き、少年に相づちを返した。

（そうとしか、考えられないもんな……でも）

　理由がまったくわからない。アルバルドとシエンは、お互たがいに黙だまりこくる。甘あまいジュースのコップに口を付ける赤毛の少女も、二人の沈ちん黙もくに挟はさまれて、珍めずらしくおとなしくしていた。

　ただしアルバルドとシエンでは、押し黙った意味にほんの少し差があった。

　なぜならシエンの知らない情報をひとつだけ、剣けん聖せいであるアルバルドは持っていたから。

（そう……おかしいよな。上級神官たちは精書の、Ｇのことを知ってるはずなのに？）

　そうだ。Ｇがこの神殿にいたことは事実であり。科学の存在ではなく、高度な錬れん精せいの道具である精書──。神殿の奥深くから発見されたその存在は、先代の精せい霊れい巫み女この口くち添ぞえもあり、ちゃんと認められていたはずなのだ。実際に六年前より、剣聖候補生として神殿で生活をしていたアルバルドは、そのことをよく知っている。

　けれども十二人の神官の誰一人として、アルバルドの問いかけに応じてはくれなかった。

「上級神官レベルでしか、知り得えないこと……ですか」

　シエンがぽつりと言った。うん、とアルバルドも首を静かに縦に揺ゆらす。──一いつ瞬しゆん、「実は神殿では、もう十年も前からＧっていう精書が」なんて、シエンにだけでもこっそり教えようかと思ったけれども。同時にちらついたのは、あの銀ぎん髪ぱつの少女のこと。

　それはつまりＧと共にいて、精霊巫女の双ふた子ごの姉で。つまりは表向きにはなっていないけれど、勝手に神殿を飛び出した、実は日ひ頃ごろからアルバルドたち鋼はがね隊を遺い跡せき内で翻ほん弄ろうする、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとなった家いえ出で姫ひめのことで──。

　……あああっ、言えるわけがない！　日差しの差し込む明るい席で、アルバルドは一人、遠い視線になるのだった。

　そのとき。

「!?」

　──アルバルドは察さつ知ちする。咄とつ嗟さの動きで木製椅子の背もたれに、反射的にのけぞった。

　その鼻先を通過するのは、勢いよく放たれた金属の刃は物もの。いや、フォークだ。一本のフォークが飛ひ来らいして、ぎりぎりよけたアルバルドの金の前まえ髪がみをわずかに千ち切ぎり、背後の石の柱にぶつかって跳はねた。はずみでジュースがこぼれ、赤毛の少女が悲鳴を上げる。

　倒たおれたコップの中に転がったフォークの先が、衝しよう撃げきに歪ゆがんでいた。尋じん常じようでない速度で、放たれたものだったのだ。

「アルバルド様っ!?」

「ふやぁあ───っ、な、なんスかあぁあっ？」

「これは……誰だッ！」

　日頃から温おん厚こうなアルバルドも、さすがに緊きん張ちようの声を飛ばす。だが、椅い子すから立ち上がるより先に。

　フォークを放った場所から届けられたのは、ぱちぱちという乾かわいた拍はく手しゆだ。

「……よくかわしたな。一応は、さすが剣聖、ってとこかぁ？」

　拍手と共にふざけた口調でやってくるのは、給仕係の持つお盆ぼんの上から、強ごう引いんにフォークを奪うばい取った男。後ろに軍服を着た一人の女性を従したがえた、ラフな姿の青年である。

　黄色と黒のストライプに染めた短い髪の、引き締しまった体つき。この季節であっても半はん袖そでのシャツからは、大だい胆たんに肌はだに直接刻まれた錬精の紋もん様ようが入れ墨ずみのようにからむ、筋肉のついた腕うでが覗のぞく。帯刀する剣だけがいやに豪ごう華かなのは、その位を示すもので。

　あっ、とアルバルドは息を吞のんだ。シエンも中腰のまま、剣の柄つかに彫ほり込まれた、燃えさかる炎ほのおのデザインを見て驚おどろきに固まる。

　──突然現れた彼こそは、帝てい國こくでもわずか五人にしか許されぬ、最上級剣士の称しよう号ごうを持つ一人。東方領域を任まかされている火の剣聖、ガドであった。

「ガドさん!?」

「よう、アルバルド。久しぶりだな。……と言っても、前に会ったのは剣聖候補生ンときだったか？」

「ご、ご無ぶ沙さ汰たしています！」

　アルバルドは席から立ち上がり、先せん輩ぱい剣聖に頭を下げた。火の剣聖を初めて目まの当たりにするシエンが、「どうして？」と思わず呻うめいた。

「火の剣聖、ガド様っ？　なぜここに──！」

「なぁに。最近、精霊巫女は誘拐されるわ何だと、ゴタゴタが続いてるそうじゃねーか。そーゆーのを防ぐためにも、剣聖が一人くらい持ち場を離はなれて首都防ぼう衛えいにはせ参じても、問題ないだろ。ってなわけで、ついさっきこっちに到とう着ちやくしたのさ。で、まずは食事にでもありつこうかと思って足を運んだところ……たまたま鋼の剣聖サマを見かけた、ってわけだ」

　ガドは軽く笑顔をつくる。ただし、それはあくまで表面的なものであり。暗色の瞳ひとみは決してにこやかな意志を湛たたえず、「いろいろ聞いたぜ」とすぐに笑えみを消してしまう。

「今回のことにしても、これまでの遺い跡せき調査にしても。なんだかさっぱりなんじゃねーのか、アルバルドよお」

「それは……その」

　ガドを前に、射すくめられてアルバルドは反論できない。いや、事実は事実だ。アルバルドは鋼隊を率ひきいる身でありながら、主目的である遺跡調査で大した成果を出していない。そして白華誘拐の件では、神殿内に進入したダイガを撃げき退たいできなかった。結果だけを見ればそうなる。

「剣聖として未み熟じゆくなんだよ、オマエはっ」

　そうガドに言われても、仕方がない。アルバルドは唇くちびるを嚙かむしかなかった。

「なんなら俺サマが鍛きたえ直してやろうか？　あぁ？」

　ガドの右腕が伸のばされる。するとそこに、炎が生まれた。腕の皮ひ膚ふに刻まれた錬精の紋様に導みちびかれた火の精霊たちが、言葉による発動の呼びかけなしに群むらがったのだ。それは紅ぐ蓮れんとなって、火の剣聖の手のひらで短い刃やいばを形成した。

　だがそれは、一瞬にして消しよう失しつする。「ガド様！」という、背後からの怒いかりの声と共に。

「こんなところで、何を考えていらっしゃるんです!?」

　私服のガドとは対照的にきっちりと着こなしていた軍服の袖そでを少しまくって、美人女性補佐官が咎とがめる。ガドの操あやつる火の精霊を消したのは、彼女だ。その細腕には、剣聖のガドほどではないけれど、火を操る錬精術印がいくつか描えがかれていた。

　──火の剣聖補佐官、アカネ。まだ二十代前半の若さながら、帝國でも剣聖クラスに並ぶほどの錬精術を身につけた、優ゆう秀しゆうな軍人である。その名はアルバルドとて存じている。

　補佐官アカネは容よう赦しやなく、赤い瞳でガドを睨にらむ。その身に刻んだ錬精の力で、強引に彼をねじ伏ふせて。

「まったくっ、いい加か減げんにしてくださいガド様！　この間の、剣聖様どうしの会談でもそうでしたけれど……強ごう引いんな性格は重々承知しておりますが、せめて場所柄がらはわきまえてください！」

「わ、わかったよ、アカネ。ちきしょう」

　補佐官に叱しかられて、ガドはしぶしぶ腕を降おろした。うわぁ……。アルバルドはその光景にただ見とれる。同時に、「補佐官って……怖こわいのばっかりなのかなあ」なんて、テーブルの向かいにいる自分の補佐官の少年をこっそり見たりしたけど。

　しかしふと、アカネの視線がガドから外はずれ、「申し訳ありませんでした」と謝しや罪ざいにこちらへと向けられたとき。あら、と彼女の顔がほころんだ。

「ココロ？　ココロじゃないの」

「……あっ、アカネおねーちゃん！　お久しぶりス！」

　がたん、といきなり椅子から立ち上がり、ココロが背せ筋すじを伸のばして挨あい拶さつする。普ふ段だんでは決してやらない、左胸に右の拳こぶしを当てる軍式の敬けい礼れいを見せた。

　……ね、ねーちゃんんん？　アルバルドはたまらずガドと、たまたま顔を見合わせてしまう。

「おいおい、どういうことだぁ？」

「ど、どーなってるんだよ、これっ？　シエン？」

「えっ。知らないんですか？」

　思わず疑問を漏もらした二人の剣聖に挟はさまれる位置で、一人落ち着いた表情のシエンが返す。

「アカネ補佐官と言えば、何人も優秀な軍人を輩はい出しゆつしている紅クレナイ家けの本家の血ち筋すじの方ですよ。七人いる兄弟のうちの、上から四番目だったような……。そしてココロ操そう縦じゆう士し官かんは、その七番目の末っ子です。つまり」

「それって、姉し妹まいってことか!?……ああ！」

　言われてみれば！　アルバルドは気付く。確かにココロとアカネは、同じ鮮あざやかな赤い髪と瞳を持っていて。

「忘れてた、すっかり……。そういえばココロって、名家の出なんだよなあ……」

「そうですね。名家の出のはず、なんですよね」

　アルバルドとシエンは、久方ぶりの再会を祝う赤毛の姉妹の片割れである、普段の様子からはその名家ぶりがまったくわからない、操縦士官の少女をぼーっと眺ながめた。




　　　　４




「……そう、ココロは鋼はがね隊に所しよ属ぞくしていたのよね。元気でやってるの？」

「はいス！」

　明るく陽よう光こうが降ふり注そそぐテラス側のテーブルの前で、軍服を着た赤毛の姉妹が喜び合う。互たがいに敬けい礼れいをして、一定の距きよ離りを空あけて話すのは、軍人の家系ならではだろうか？

　だがそんなことは、火の剣けん聖せいであるガドには特に興味のないことで。

「ったく。どーでもいいぜ、ンなことはよ」

　はっきりとそう吐はき捨てて、姉妹を押おしのけて前へ出る。狙ねらうのはただひとつ。──椅子に座る鋼の剣聖アルバルドの背中にある、鎖くさりに繫つながれた、二メートル近くもある長大な剣。【剣ＳＷＯＲＤ】の形をした精書Ｓだ。

「そいつがＳってヤツか。……今はオマエが預あずかってるんだって？　アルバルド」

「え？　あ、は、はい。完全な封ふう印いんの準備が整うまでは、常つねに側そばで保管するようにと枢すう議ぎ会かいで決まったもので……」

　金きん髪ぱつの青年剣士が、ため息混じりにそう説明する。ふぅん。ガドはすぐに看かん破ぱした。なるほど、アルバルドはやっかいごとを押しつけられた、と思っているのだ。

　だったら……。ガドは誰にも気付かれぬ、かすかな笑えみを心に浮うかべた。

「──なあ、アルバルド。俺サマがわざわざこうして精せい霊れい都と市しにまで来たのは、どうしてだと思う？」

「えっ。え、ええと……」

「俺サマはな、オマエがＳを守るには未み熟じゆくだって思ってるんだよ」

　だからよ。ガドは「ほら」と、アルバルドに催さい促そくする。

「渡わたせよ、それを。火の剣聖である俺サマが、Ｓを預かってやるよ」

「!?　でも、それは……」

　ガドよりもわずかに長身のアルバルドが身じろぎした。その拍ひよう子しにＳをガドから庇かばうような位置に身をよじるのは、無意識だろうか？

　だがその表情は、明らかに動どう揺ようを隠かくせないでいた。……当然だ。ガドはそっとほくそ笑む。

　なぜなら、断ことわる理由がないはずだからだ。──剣聖である、というだけでこの金髪の青年には、Ｓが押しつけられたのだ。いざというときＳを守るのに最も適てきした人物であると判断されて。

　しかしそれはすなわち、同じ剣聖の称しよう号ごうを持つガドであったとしても、なんら不ふ都つ合ごうはないはずであり。

「ほら。どうした、アルバルド？　俺サマには渡せないってか？」

「い、いえ、そんな。そういうことではないですけど、でも封印の鎖がしっかりと、繫がれてますし」

「外はずしゃあいーだろ、そんなもん」

「で、でも……」

　アルバルドは答に窮きゆうして、視線をおどおど彷徨さまよわせる。その目でテーブルの向かい側にいる、栗くり毛げの少年補佐官に助けを求めた。

　この『先ワ祖イ返ルりド』として『電脳デジタル』の能力を持った、天才少年補佐官のことを、ガドも噂うわさで知っている。その仕事ぶりはアカネ並に優ゆう秀しゆうであると。しかし、しょせんたかが子供だ。ガドは少年の栗毛頭が、かすかに横に動いたのを横目で捉とらえた。判断しあぐねて投げた、そんな首の振ふり方であった。

　だから、ガドは腕うでを伸のばす。いいだろ？　と強引に。

　──けれども。思いもしないところから、制する声が届くのだった。

「待て！　それは枢議会の決定で、鋼の剣聖に預けられたものじゃぞ、ガド」

　その声は……。食堂の入り口から発せられた一言に、ガドは慌あわてて振り向いた。そこにいたのは、純白の上級神官服に身を包んだ二人であり。一方は剣聖のガドがとてもよく知る人物。

「剣けん皇おう……！」

「久しぶりじゃな、火の剣聖」

　ガドよりも遥はるかに小こ柄がらな、すでに齢よわい七十を超こえる年寄りだ。十二人の上級神官の一人であり、かつ剣聖の引退者である、『剣皇』の称しよう号ごうを持つ帝てい國こく唯ゆい一いつの男──。

　剣皇サイゾウ＝ナイツ。帯刀こそもうしてはいないが、年老いたとはいえ、未いまだその身に纏まといし張りつめた空気を衰おとろえさせぬ老人だった。

　彼が歩いてくるだけで、動かぬはずの並べられた椅い子すやテーブルたちでさえ、まるで自ら避さけているかのように見えてしまう。アルバルドが、少年補佐官が。そして赤毛の姉妹までもが、ただその存在だけで圧あつ倒とうされ、背筋を伸ばした。ガドのみが空気に飲まれず、そのままでいた。いや、そのままでいようとしたということは、やはり意識してしまっているということなのだ。

「……わざわざこんなところにまでお越こしかい、剣皇サマよ」

「なに。お前さんが来た、と聞きつけたのでな。挨あい拶さつがてらにのう」

　わざとついた減らず口も、サイゾウは簡単にあしらってしまう。相変わらずそうじゃの、としわだらけの顔を歪ゆがめて。

「しかし……Ｓに興味を持つのはわからんでもないが、それは枢議会の決定で、鋼の剣聖の手で保管されることになっておる。つまり、その決定に逆さからうことは」

「帝國に反すること、か……。ハン、大げさだぜ、まったく」

「──しかし決定は決定だ。今いま更さらわざわざ会議にかけることもないだろう」

　さらに追い打ちをかけるのは、剣皇と共に来た、もう一人の上級神官の男である。

　神官用の帽ぼう子しをとれば、その下にあるのは真っ赤な髪かみ。──アカネと同じ家系の、分家の一人。軍部出身で有名な、「紅クレナイ」の神官であった。

　神官の中ではまだ若い四十歳さい代ではあるが、才気に溢あふれた精せい悍かんな顔つきは、まさにやり手の気配を持つ。「ガド殿どの」と一呼吸間をおいてから、紅神官は鋭するどく睨にらんできた。

「そもそも貴き殿でんは、なぜ無断で精霊都市に来たのだ？　これは軍部でも問題になりますぞ」

　そう告げて、アカネを睨む。親類どうし見知った仲だ。だからつい厳きびしい目をしてしまうのだろう。

　申もうし訳わけありません、とアカネが深く頭を下げた。

「なーに。後こう輩はいのことが、つい心配になってな」

　しかしガドは、あくまでひょうひょうと言ってみせる。

「それに東方領域の方は、ちゃんと代理を立ててきたぜ。引き継つぎの手配も済すませてある。優秀な、補佐官のおかげでね」

「むっ……」

　アカネをダシに使われて、紅神官は黙だまらざるを得なかった。アカネが「ガド様っ」とたしなめてくるが、知ったことか。もともとガドには、こんな会話に興味はないのだ。

「……まあいい。どちらにせよ、この場で問いつめることは無意味だ」

　後で正式に、大広間まで出頭してもらう。と紅神官は締しめる。そうかい？　ガドは余よ裕ゆうの態度を崩くずさず、「じゃあ先にこちらから出向くとしますか」とだけ返し、アルバルドたちのテーブルから離はなれた。

　Ｓはすぐそこにある。が、この状じよう況きようでＳを手にすることは難むずかしい。それに錬れん精せいの術式で繫つながる鎖くさりは、簡単には外せない。だから。

「行くぞ、アカネ。食事は後回しだ」

　アカネの返事も待たずに、ガドはさっさと歩き出した。──と。

（……惜おしかったね）

　ガドにしか届かない『声』が、ぼそりと呟つぶやく。なあに、とガドは鼻で笑った。

　機会はいくらでもあるさ……。慌あわててついてくるアカネの足音を耳にしながら、ガドは食堂を出る階段へと向かうのだった。







　邪じや魔まな椅子をけっ飛ばし、火の剣聖が立ち去っていく。その後を追う女性補佐官の姿を眺ながめながら、アルバルドはついほっとしてしまう。

　その手はいつしか、背負った【剣ＳＷＯＲＤ】の封ふう印いんの鞘さやに触ふれていた。……あ、あれ？

（オレ……いつの間にか、Ｓを手放したくないって思ってたのか？）

　常に背負っていなければならないことが、苦痛で仕方がなかったのに。でも……。そうだ、アルバルドは思い出す。あのＭとの闘たたかいを切り抜ぬけられたのは、このＳの力があったから。

　もちろん逆にＳのおかげで追い詰つめられた、ということもあったけど。

　けれどもそれは、普ふ通つうの武器も同じことで──。

「闘う力を、人を傷つけることに使うか。それとも人を守ることに使うか。結局は使い手次し第だいなのだ」

　アルバルドはかつて言われたその言葉を、記き憶おくの底から呼び戻もどす。『先ワ祖イ返ルりド』としての自分が持つ、『獣化ビースト』という能力。その人とは違ちがう力の使い方を説といてくれた、目の前にいる小こ柄がらな老人、剣皇サイゾウを見つめながら。

「どうした？　アル坊ぼう」

「……あ、アル坊はやめてください、剣皇様」

　視線に気付かれ、先ほどまでの厳きびしい表情とはうってかわって、剣皇が窓から入る日差しのようなやわらかな顔を見せる。こうしているとただの好こう々こう爺なのだから、アルバルドは不思議でならなかった。

「──まあ、ワシらも行きますかな。火の剣聖と共に」

「そうですな」

　建たて前まえだけでも、きっちりとガド殿には大広間で弁明していただかなければ。と、剣皇と共に枢議会のメンバーである紅クレナイ神官は応こたえ、「では」と食堂を立ち去ろうとした。

　が、その前に。

「ところで……鋼の剣聖殿」

　こほん、と咳せき払ばらいをひとつして切り出したのは、やおら立ち止まった紅神官だった。

「その、何だ。ええと」

「？　は、はい。なんでしょうか、神官様？」

「いや……個人的に、なのだが。ちょっと聞きたいことがあってな。その、ココロ操そう縦じゆう士し官かんのことだが。──ちゃんと貴き殿でんの役やくに立っているだろうか？」

「ココロ、ですか？　ええ」

　大だい丈じよう夫ぶですよ。アルバルドは隣となりに控ひかえる、赤毛の少女を見ながら、お世せ辞じ抜きにちゃんと言った。

「彼女は十分やってくれていますよ。操縦士官として、非常に優ゆう秀しゆうです」

「そうか、それはよかった！　いや、叔お父じとして少々気にかけていたのだよ。この子は親族一同から甘あまやかして育てられたもので」

「あ、甘やかされてないっスようう～」

「いやいや、ちゃんとやっているか心配だったのだぞお？」

　もう、ほんとに！　そう言いながら紅神官は、反論するココロを抱だきしめ、頰ほおずりすらする。──それまでの固い表情をあっさり捨て去り、人目もはばからずに、満まん面めんにゆるみきった笑えみを浮うかべて。

「ああっ、叔父上様！　なんてことを！」

　それに声を荒あららげたのは、食堂を今にも去ろうとしていた補佐官アカネであった。火の剣聖ガドすら放ほうっておき、急いでアルバルドたちの席へと舞まい戻る。そしてその勢いのまま、ココロに飛びついた。

「ちゃんと私は我が慢まんしてたんですよ、それを……ずるいです叔父上様！」

　私だって！　アカネ補佐官は、今までのきりりとした態度もどこへやら。紅神官と共にココロを取り合い、ぎゅうぎゅうと抱きしめる。

「いやぁ、ココロっ。よくがんばってるな！　お前のために、この間珍めずらしいお菓か子しを揃そろえておいたのだ。また叔父さんの部屋に食べに来なさい」

「だ、ダメよココロ！　前にお姉ちゃんと一いつ緒しよに街に出る約束をしたでしょう？　かわいい服を買ってあげるから、叔父上様よりお姉ちゃんと時間ができたら遊びに行きましょう。ねっ、ねっ！」

「ああうう──っ!?　くっ、苦しいスよう、おじさまぁ、アカネおねーちゃぁあん～～！」

　二人に挟はさまれて、さすがにココロが音ねをあげる。ただそんなことはおかまいなしに、叔父と姉である二人は人目もはばからず、べたべたにココロを甘やかした。

　そんな光景に剣皇すらも、ただにこにことしわだらけの顔に笑みを湛たたえて見守っている。

「親族一同から、甘やかして……ああ」

「ほんとにそうみたいですねえ、アルバルド様」

「そうだな……シエン」

　アルバルドは栗くり毛げの少年補佐官と共に、呆あきれるしか他ほかになかった。

「な、なにやってンだよ……」

　食堂を出るところだったガドさえも戻ってきて、誰もが思っていることを端たん的てきに口にした。おい、とアカネを引きはがしにかかろうとする。

　だがこの場の空気を変えたのは、ガドではなくて。──突とつ然ぜん食堂に駆かけ込んできた、数名の女性の下級神官たちであった。

「こちらにおいででしたか！　紅さま、サイゾウさまっ！」

　ガドの脇わきをすり抜けて、下級神官たちが跪ひざまずき、上級神官の二人に耳打ちした。ココロを思わず放してしまった紅神官の顔が強こわばったそれは、明らかに普ふ通つうではない雰ふん囲い気きで。

　剣皇が「アル坊っ」と手て招まねきして、こっそりとなぜかアルバルドにも教えてくれる。それは──。

「は？　えっ……って、な、な、な……なにいいいいいい─────っ!?」







　精せい霊れい神しん殿でんに、やわらかな鈴すずの音が奏かなでられる。それは決して小うるさい質のものではなく、神殿内のみに染しみ渡わたる、控ひかえめな音楽であった。

　太い柱と柱とが延えん々えんと並ぶ、厚手の絨じゆう毯たんが敷しかれた中央塔とうへの正面回かい廊ろうを、銀ぎん髪ぱつの少女は進む。

　ただしその身を飾かざるのは、いつものジャケットや手てつ甲こうの類たぐいではなくて。それらは脱ぬがされ、後ろに続く侍じ女じよの運ぶ箱の中に収められ、天華はかわりに清せい楚そな青色の衣い装しようを着て、神殿の中をしずしずと歩くのだった。

　──そう。紛まごうことなき、天華本人である。

　ただし今の天華は、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーではない。帝てい國こくの、精霊巫み女この双ふた子ごの姉姫ひめなのだ。

　しかし正直なところ、しとやかに祝われる儀ぎ式しき的な行列は、どうにも堅かた苦くるしすぎて。普段はすることのない薄うす化げ粧しようすら施ほどこされた天華は、なんだかなあ、と思ってしまう。

（でも、今の神殿に入るには、こうして正面からの方がいいんだよね）

　天華は、妹から送られてきた短いメールを思い出す。







［HAKKA>>>>>>>TENKA　　　YGGDRASILL-NET］

　姉さま、白華です。私の方は相も変わらず、母さまの部屋に閉じこもったきりの生活です。

　部屋の外に立つ警けい備びの人の数も増えて、最近は安心してメールを書けるのは聖堂の中だけです。ここだけは、私と精霊さんしかいないですから。

　でもその時間も極きよく端たんに短くなってしまったので、あまりゆっくり書けなかったりします。姉さまみたいに早く書けたらいいんですけど、文字を打ち込むのがすごく遅おそいのです。簡単で、本当にごめんなさい。

　姉さまとＧくんは、無事に水すい晶しよう族ぞくさんの元でデータを発はつ掘くつできたのでしょうか？

　本当はお会いしてゆっくりお話をお聞きしたいのですけれど、姉さまが神殿にこっそり戻もどられるのは、ちょっと難むずかしそうですね。

　かわりにまた、メールで教えてくださいね。それでは、また。


白華　　



［System-mail　　　　　39991019/0151PM］








　白華からの近きん況きようのメールを通して、精霊神殿に忍しのび込むことが困こん難なんであることはわかっていたのだ。実際にこうして戻ってみても、回かい廊ろうに居並び頭を下げる女僧そう兵へいたちに混じって、男性軍人の姿も多くいる。

　故に、「お前は帝國の姫なんだ。入るだけなら、堂々としていればいい」と言った相棒の言葉に従したがったのは、大正解で──。

（そうだよ。でないと、父さんの隠かくし部屋にだって、そう簡単には入れそうにないもんね）

　──あの水晶族の遺い体たいの足元で、父親の痕こん跡せきを発見したとき。天華はすぐに思い当たった。……そうだ、父さんなら？

　一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである父なら、もしかしたら精せい書しよについて何か知っていたかもしれない。ほぼ一年近くも音おと沙さ汰たのない父親と、直接対面して訊きくことはできないけれども。でも父の隠し部屋になら、もしかして──？

　子供の頃ころから白華と共に、何度か勝手に入り込んだあの部屋で、天華は遺物をよくあさった。父も咎とがめはしなかった。だが膨ぼう大だいなその全すべてを、完かん璧ぺきに調べ尽つくしたわけではない。目的もなくただ無む作さく為いに、機械で遊んでいただけなのだ。

　けれども天華も、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして自立した今。中央塔の半地下に設けられた聖堂の、さらに下。そこに数多あまたの機械の遺物を押おし込めた、地下にある隠された父の部屋で、もしかしたらうまく必要な資料をあさることができるかも！

　そう思ったから、天華は相棒の提案どおりに、軍の空港に直接雷らい帝てい号ごうを乗り付けて。こうして正式に、神殿に迎むかえられたのであった。

　提案した当の本人であるＧは、書物の姿にあえて戻り、ゆったりとした衣装の帯に巻き込んで隠してある。精書うんぬんで騒さわいでいる今、あまり好ましくないとＧも判断したからだ。

　もっともＧのことも、天華が神殿を離はなれていたことも、公おおやけになっていることではないのだが。あくまで神殿内で内密にされていることで、軍関係者で知っているのは、ほんの一ひと握にぎりの上級職の者だけであった。

　だから、神官や侍じ女じよたちの慎つつましやかな行列に挟はさまれて歩く天華が行き着いた、十二神官が在中する北の長塔で出で迎むかえるのは、上級神官たちを中心とした面々で。そこに並ぶほとんどの顔を、天華はようく知ってる。赤い髪かみの男性神官や、剣けん皇おうであり、かつ老神官であるサイゾウ。それに──。

　なんだか複雑な表情で、居並ぶ神官たちの一番端はしに突つっ立っている、でっかい【剣ＳＷＯＲＤ】のＳを背負った金きん髪ぱつの青年剣士がそこにいた。

「あれっ？　アルう？」

「あ、アルう、じゃねーだろ……」

　ここまで導みちびいてくれた侍女や下級神官たちが天華を残し、無む言ごんでこの場を解散していく。それを待ってから、幼おさななじみの剣聖アルバルドは、なんだか泣きそうな顔で「バカ天華っ」と言うのだった。

　ただし、小声で。──なにしろアルバルド率ひきいる鋼はがね隊と天華との、遺い跡せき内でのこれまでの出来事は、アルバルドの裁さい量りようでひた隠しにされていることであったから。

「よくお戻りになられました、天華姫。お元気そうで」

　上級神官を代表して、赤毛の男が頭を下げる。うん、まあ。と天華は後ずさりながら応こたえてみる。つい手てつ甲こうを装備もしていないのに構かまえてしまうのは、顔を上げた紅クレナイ神官に、明らかな怒ど気きが含ふくまれていたからだった。

「……まったく、天華姫ときたら！　神殿の者がどれだけ心配したか……！　まったく、父上の虎こ近こん殿どのを真ま似ねるのも、いい加か減げんにしていただきたいですな！」

「あ、あははは……ごめんなさい」

　天華は素す直なおに謝あやまった。と、サイゾウが「まあまあ」と取り入ってくれる。

「なにはともあれ、こうして無事に帰ってこられたのじゃから。そう頭ごなしに怒ど鳴なるものでもありませんぞ、紅殿」

「し、しかしですな、サイゾウ殿っ」

「それに……家出姫を叱しかるのは、ワシらの役目ではありませんからの」

　剣皇である老人は、そう言いながら天華を見やる。天華はその言葉の真意に気付き、どきりとなった。銀色の瞳ひとみがつい、ここにいる全員を確かく認にんしてしまう。剣聖であるアルバルドと、それに剣皇と紅神官を含んだ、十一人の上級神官。

　そう、十二神官のうち、十一人しかいないのだ。大事な一人が欠かけている──。だから。

「天華殿」

　ごくり。塔の奥おくにある一室へと誘さそう剣皇の一声に、天華は思わず喉のどを鳴らした。
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「ったく、な、なんでなんで、こーなるんだよおお!?」

「う、うるさいなあっ、アル！　いーじゃんっ、帰ってきたんだからさっ」

「いや……そりゃそうだけど。でも……変じゃないか、天華あっ？　おまえがおとなしく、神しん殿でんに戻もどってくるなんて！」

「ふーんだ。別に、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやめたつもりはないもーん。休きゆう暇かだよ、休暇ー。ほら、最近いろいろあったからさぁ。ね？」

「……。おまえ、なんか考えがあって戻ってきただろ？」

　オレにはわかるぞ！　アルバルドは隣となりに立つ天華を責せめる。しかしこの幼おさななじみの少女ときたら、平然としていて。

「んー、さあ？　しーらないっと」

　なんて、へたくそな口笛を吹ふいて、あくまでしらを切るのであった。

　このォっ！　とさらに追い立てようと、アルバルドはつい天華に顔を近づけてしまうけれど。その瞬しゆん間かん、いつもはこの少女からはしない、ふわりとした花の香かおりに鼓こ動どうが跳はねた。香こう水すいである。うわ、と反射的に身を引いてしまう。

「？　なに、アル？」

「いや……な、なんでもないよ」

　小首を傾かしげた彼女は、唇くちびるに薄うすく紅べにすらさしていて。アルバルドは間近になって初めて気付き、なんだか変に意識してしまい、沈ちん黙もくする。それに合わせるように、天華も「べーっ」と小さく舌したを出してから、自然と口をつぐむのだった。──そもそもここは、口論するには不ふ似に合あいな場所なのだから。

　扉とびらと扉に挟はさまれた、北の長ちよう塔とうにある窓ひとつない通路の中。その奥の扉とびらの前で、二人はぽつんと残されていた。

　小声ながらも応おう酬しゆうが始まったのは、剣けん皇おうが扉の向こうに消えてからで。「側そばに警けい護ごの兵士が一人つくのは自然なこと」などという理由で、ついでに連つれてこられたアルバルドに対して、文もん句くを言った天華の一言が口火となったのである。

　それにしても、本当に言いたい放題だった。

「な、ん、で！　あんたが一いつ緒しよに来てるわけえッ？」

「ふーん。Ｓをアルがそうやって管理してるんだ。……頼たよりなさそう……」

（お、オレだって別に、好きでこんな目に遭あってるんじゃないってのおぉッ！）

　アルバルドは突つっ立って、横にいる頭ひとつ小さな少女のかすかな息づかいを意識しながら、あさっての方向に嘆たん息そくした。

　だけど、ふとアルバルドが横目で彼女を睨にらんだとき。天華の表情はアルバルドがいつも知る、元気なものではなかった。

　憂うれい、だろうか？　空色の瞳ひとみは看かん破ぱする。彼女から放たれているのは、まるで別人のような空気であった。それは天華の格かつ好こうがいつもと違ちがう、というものもあるのだろう。落ち着いた青い装しよう束ぞくを身に纏まとった、化け粧しようをした彼女は、気だるい吐と息いきに胸むねのふくらみをそっと揺ゆらした。

（って、お、オレはどこ見てるんだー!?）

　バカっ、バカ！　アルバルドは顔を逸そらし、自分をののしる。最低だ、オレ！

（いや、そ、そうじゃない。オレはただ、ほんとに天華のことが心配なだけで……そう、そうなんだよ）

　どうしてこの娘コは、いきなりこんな表情になってしまったのか。アルバルドはそっと、彼女の横顔を窺うかがった。そこにはやはり、さっきまでの勢いは見られない──。

　だがその答は、すぐにわかった。剣皇が扉を開き、出てくる。かわりに天華に、中に入るように手て招まねきしながら。

　と、「これ、お願い」と天華が帯の内側から、一冊の黒光りする書物を取り出し、アルバルドに押おしつけた。

「え？　Ｇ？　……な、なんで？」

「いーからっ、持っててよ」

「持て、って。オイっ」

　オレに二つも精書を押しつける気かよ!?　アルバルドは鎖くさりでしっかりと背負わされた、長剣姿のＳと共に途と方ほうに暮くれる。

「……。これから起こること、Ｇにも見られたくないからに決まってるでしょ」

　しかしそう言う彼女の銀の瞳に睨まれると、逆らうことなどできるわけもなく。うううう。アルバルドはとにかく、Ｇをおとなしく受け取った。

　そうして、天華は扉の中へと入っていく。

　と、一瞬だが。アルバルドは開いた扉の隙すき間まから中を目にした。そこにいたのはたった一人。十二人の上級神官を統とう轄かつする役目を担になった、神官ラフネ。別名「大神官」と呼ばれる、常に厳しい顔つきを崩くずさない女性であり。

「……あ、そうだ。確か、大神官様って……ええと」

「先代巫み女こが亡なくなってからというもの、天華殿と白華殿の、母親代わりになっておった人じゃよ」

　天華と入れ替かわりに外に出てきた剣皇が、アルバルドに教えてくれた。

　──て、ことは？　アルバルドは耳を澄すます。と──。

　痛ぁいッ！　という少女の悲鳴が、扉越ごしにかすかながらも聞こえてきた。

「こ、これは……！」

「知らないふりをした方が、賢けん明めいだぞ」

　アルバルドの手から分厚い書物が転がり、褐かつ色しよくの少年となった。そのＧがそっと、そう忠告してくれた。こうなることはわかっていたんだ、という無表情を崩くずさずに。

「Ｇ……。いや、でも、え？　中で、なにがあ？」

「アルバルド。だから、知らない方がいい、と言っている」

「そうじゃの、よもや……」

　あの歳としになって、のう？　全すべてを悟さとりきった様子で、剣皇も狭せまい肩かたをすくめてみせた。

　扉の向こうからは、ただ少女のあげる情なさけない声だけが真実を語る。

「や……おばさん、もうダメえっ。痛いって、ほんとに……痛いッ！　てゆーかこんな情けない格かつ好こう、あたしヤだって……痛！　ああー～～、ごめんなさいごめんなさいっ、おばさぁん！　勝手に出て行って、ほんとにごめんなさあい！　だからもう許して──っ！　い、痛い！　痛いってばぁあ、ああっ！」

　おっ、お尻しりが腫はれちゃうようう──っ!?　そんな叫さけびがとどめに生まれた。まさか……。

「お尻……叩たたかれているのかよ？　天華がっ!?」

「そうだ」

　Ｇが肯こう定ていする。悪さをした後は、昔からそうだった、と。

　あの天華が……。アルバルドは絶ぜつ句くする。しかし泣き声混じりのそれは、紛まぎれもない事実であり。

　──気付かなかったふりをしておこう。アルバルドはしっかりと、自分の胸に誓ちかう。自分の身の、安全のためにも。

「ごっ、ごめんなさいおばさーん！　だから、もう……お願、い……」

　最後の方では天華の声も力尽つき、掠かすれて消えた。それとは逆にアルバルドたちには、肉を平手で叩く音が延えん々えんと聞こえていた。







　巨大な中央塔の中程に位置するかつての母の部屋で一日中、出入りを許されない巫女の白華──。その元にお尻を抱かかえてぐったりした姉が、褐色の少年に担かつがれる形で運ばれてきたのは、とうに夕日も沈しずみきった時刻となってからであった。

「えっ？　ね、姉様っ!?」

「や、やっほー、白華……あは、ははは……」

　もうあたしダメ。Ｇに寝ね床どこへと降ろされた銀ぎん髪ぱつの少女は、そのままぐったりと倒たおれ込む。

　天華が神しん殿でんへと帰ってきたことを知らされていた白華には、お尻を抱えて唸うなる姉の姿だけで、だいたい何が起こったのか察することは簡単だった。

「姉様、おばさまに……？」

「う、うっ。白華、そ、それ以上は言わないで。お願いだから」

　大急ぎで白華が、部屋に用意されている禊みそぎ用の水で、手ぬぐいを冷やして持ってくるけれど、痛みに唸る姉にそれを受け取る気力すらない。かわりに濡ぬれ手ぬぐいを手に取ったのは、いつもの無表情さにわずかながら呆あきれの色を混じらせるＧである。

　褐色の肌はだの少年は、遠えん慮りよすることなく天華の衣い装しようの帯をほどく。姉が抵てい抗こうする隙すきも与あたえず、問もん答どう無む用ようで下着の上から、真っ赤になったお尻の肌に冷たい手ぬぐいを載のせてやった。

　思わず「うひゃぁあううっ？」と奇き声せいをあげる天華だったが、悶もだえながらもどうにか落ち着く。

「ああー……き、気持ちいいかもぅう。あ、ありがと、Ｇっ」

「別に。昔と同じことをしてやっただけだ」

「昔と同じ……あ」

　そっか。寝床のシーツに半分埋うもれた銀の瞳ひとみが、少年と白華とを見やり、苦く笑しように歪ゆがんだ。

　うん、と白華も思い出す。子供の頃ころはよく、いたずらをした後は、今の姉のように二人してお尻をひっぱたかれたものである。

　それは昔、母の役目であって──。そうだった。白華はこのやけに広い部屋を見回しながら、遠い記き憶おくをよみがえらせる。二人の姉し妹まいが叱しかられるときは、決まってこの部屋だったのだ。

　そしてお尻を叩かれて、泣いて疲つかれ果てた白華たちを、母がやさしく抱だいて寝かせてくれたのもこの部屋だった。

　そしてその頃、Ｇもいた。
















「……母様のお部屋に、こうして三人でそろうなんて、本当に久しぶり……」

　何の気なしに、白華はふとそう思う。──でも。

「？　そういえば姉様、Ｇくん。どうしていきなり神しん殿でんに戻もどってこられたんですか？」

「ああ、それは……なんか、その。ええと……いろいろ、しゃべってあげたいことはあるんだけど……」

　ごめん白華あぁ。俯うつぶせたまま姉が謝あやまる。

「きょ、今日のところはちょっと無理かもおおお。おっ、お尻が熱いよううー！」

　てゆーかあたし、今夜は眠れないかもお！　天華は銀髪の頭をシーツに深く埋うずめて、悶え続けた。







　幻げん炎えんの明かりの消えた部屋の中。姉が神殿に戻ってきた経けい緯いを簡単に説明してくれたのは、暗闇に溶とけ込む褐かつ色しよくの肌はだを持つ、横になったＧであった。

「──そういうわけだ」

「父様のお部屋に？　そっか……それで、姉様」

　こうして神殿に戻ってきたんだ。広い寝床で川の字に寝転ぶのは、白華とＧと、死んだように眠る銀髪の少女である。お尻の痛みで悶えていた姉ではあったが、消灯の時間となって灰色の闇やみが部屋に満ちると、意外にもあっさりと睡すい魔まに負けて、眠ってしまった。

　もっともやっぱり痛むのか、俯せで顔を埋めた枕まくらに、時折情なさけない呻きが漏もれるのだけれども。

「……姉様、すごく疲れてたんだね……」

　Ｇを挟はさんだ寝床のずっと左手に倒れた姉に、白華は金色の瞳ひとみをそっと揺ゆらした。

「そうだな」

　お前も、もう寝ろ。久方ぶりの三人での就しゆう寝しんに、付き合ってくれた少年がそう促うながす。それでも人のように睡すい眠みんを必要としない彼は、自身を構成する精せい命めい力りよくの無む駄だな消費を知りながらも、消えようとせずそこにいた。せめて白華がまどろみに身をゆだねるまでは、側そばにいてくれるということなのだろう。

　白華は「うん」とおとなしく従したがって、毎日取り替かえられるやわらかなシーツに白髪の頭をころりと置いた。

　ただ、そのとき。──三人でいるこの空気に、ふいに懐なつかしさがこみ上げた。

　母との思い出のある、八年間立ち寄らなかった、この部屋だから──。

「……ねえ、Ｇくん」

　暗がりの中でも問題なく見通せる特別な瞳で、部屋に閉じ込められた精せい霊れいたちと、びっしりと特とく殊しゆな紋もん様ようの描えがかれた天てん井じようを見上げながら。憶おぼえてる？　と白華はつい左隣どなりの少年に囁ささやいた。

「わたしと姉様が、母様に叱られて。でもその後はいつもこの部屋で、母様に抱かれて眠ってたこと……」

「そんなこともあったな」

　幼い頃から二人の姉妹のことを知っているＧは、薄うすい暗がりの中でもきれいに輝かがやく黒くろ鉄がね色いろの眼まな差ざしを向けてきた。

　ふふ、と白華はちょっぴり微笑ほほえむ。そう、母ときたら、いつもここにいて。

（……あれっ。でも、どうしてなのかな？）

　白華はふいに、そんなことを思ってしまった。だって……。

　精霊たちが閉じ込められた、閉へい塞そく感の漂ただようこんな部屋であるというのに。

「？　どうした、白華」

　唐とう突とつに黙だまってしまった白華に、Ｇが訊きく。だから白華は「あのね」と正直に話してみる。

　彼が精書という、普ふ通つうの人間よりも、白華に近い感覚の持ち主だったから。

「Ｇくん、わたしちょっと思ったんだ。どうして母様は、この変な部屋でずっと過ごしてたのかなあ、って」

「……。さぁな」

　俺にはわからないな。Ｇは短く、簡かん潔けつに言う。いつものように無表情で。

「だが、理由はあるはずだ」

「えっ？」

「お前たちの母親は、聡そう明めいだった。俺は憶えている。だから、何もなくこの特殊な部屋に居い座すわっていたわけではないだろう」

「うん……そうだね」

　そうだったよね。白華はＧの応えに納なつ得とくする。

　母は頭の良い人だった。そして、精霊巫み女この務つとめを常に考えて行動する、そんな人でもあった。少なくとも白華に、次代の巫女としての心構えを、よく語ってくれた人だった。

　その一言一言は、あまりに白華に当たり前のものになりすぎて──。「自分で理解することが大切だから」とあえて抽ちゆう象しよう的てきに言われた言葉のどれが、この部屋の意味を示すものなのかは、今の白華にはわからなかったけれど。

「わたしがまだ、巫女として未み熟じゆくだからかなあ……？」

　そのうちちゃんと、わかるときがくるのかな。寝ね転ころんで天井を見上げたまま、そんな呟つぶやきを、ひかえめなふくらみの胸に漏らした。

　と、そのとき。

「わかるよ、きっと……白華。それがあんたの役目なら、さ」

「──えっ。ね、姉様？」

　いつの間に起きていたのか。顔を深く埋めていた枕からわずかに銀の瞳をあげて、横になった褐色の少年の向こう側から、姉が笑えみを送ってきていた。

「あ。ご、ごめんなさい、姉様っ。……うるさかったですか？」

「ううん。へーきだよ、白華。なにしろあたしだって、いつまでも倒れてられないもんね」

　遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして……復活したＭをどうにかする。そのために帰ってきたんだから、と枕を抱だきしめ、姉は頰ほおを引き締しめた。

「だからさ、白華。こっそり協力してよね。いい？」

「……はい。姉様」

　白華はしっかりと闇の中で頷うなずいて、長い白はく髪はつを揺らすのだった。──が。

「ま、まあ今夜のところは、おとなしくしてるけどさ……」

　姉の顔が枕に沈しずみ、ううう、と唸うなる。その手で腫はれたお尻しりを抱かかえ込んで。結局痛みでつい目が覚めてしまうほどの状態なのだ。

　馬ば鹿かだな、と白華の隣で、Ｇがこっそり呟つぶやいた。







　──大小無数の塔とうが居並ぶ精せい霊れい神しん殿でんを、夜の闇が包み込む。錬れん精せいの力で導みちびかれた幻げん炎えんの明かりが、通路の要所のみを残して消しよう灯とうされた。

　といっても、増員された警備の兵士たちが鎧よろいの肩かたに装そう着ちやくした明かりは消されない。南の長塔の食堂から遅おそい夕食をとったガドの前を、巡じゆん回かいする女僧そう兵へいたちが、軽く会え釈しやくして歩いていった。

「さぁて……俺サマも夜や警けいにつきますかね、と」

　兵士の明かりと、漆しつ黒こくの空に蒼あおと銀の二つの月の輝かがやきが、細長い塔と塔とを繫つなぐ石いし畳だたみの通路に降ふり注そそぐ。そこでのびをしながら、ガドは天に独白した。

　独どく断だんによる精霊都市への帰き還かんについて、枢すう議ぎ会かいより咎とがめがおりて。こうしてしばらくの間、夜間の見回りにつくことを命じられてしまったのだ。

「では、ガド様」

　私はこれで。と別れるのは、夕食を共にしていた補ほ佐さ官かんのアカネである。

「……あー、そういやオマエには、夜警の義務は課かせられなかったんだっけか？」

「はい。そのかわりに、就しゆう寝しん前に紅クレナイ様たちのもとへ出頭しなければなりませんが。ガド様を加えた上での、今後の警備態勢の調整について相談を受けてきます」

「ふーん、それで上級神官クラスと秘密会合、か。ハン、次期十二神官候補サマも大変だねえ」

「ちゃ、茶ちや化かさないでください。もう」

　おどけた調子で言ったガドに、「そういうのじゃないですから」と月光の下で美人補佐官はちょっと怒おこってみせる。だが極ごく秘ひではあるが、ガドの言ったことが間ま違ちがいでないことは、彼女が誰だれよりも知っている。

　十二人の最上級神官たちは、四人が神殿より、四人が地方の領主より、そして最後の四人が軍部より選ばれ、構成される。年ねん齢れいからして次期かどうかはともかく、軍部に幅はばを利きかせる紅家の一族の中でも、アカネは特に優ゆう秀しゆうな評価を得ている。なにしろ「暴ぼう炎えんの剣けん聖せい」と別べつ称しようされ、次々と補佐役が辞やめていったガドのもとで、もう二年近くも立りつ派ぱに務つとめを続けているのだから。

「とにかく、行ってまいります」

　故ゆえに彼女はそれ以上反論することもなく、一礼だけしてガドと別れた。

（……さて。キミはどうするんだい？）

　入れ替かわるように聞こえたのは、そんな『声』の囁ささやきだった。さぁてな。ガドは応こたえずにアカネの背中を見送りながら、石畳の通路から外れ、この季節でも緑の多い中庭へと一歩出る。自然石と四季折々に色づく植物たちの庭園となったここからは、取り囲むようにそびえる各塔の姿や、その内部をうろつく兵士たちの幻炎の明かりの様子までもがよく見えた。

「どうしたもんかね」

　邪じや魔まにならない長さで短く刈かった黄色と黒の髪かみに触ふれる風を感じながら、ガドは苦にがい顔をつくる。

「Ｓを持った鋼はがねの剣聖は昼間の担当。夜の担当は火の剣聖。これじゃＳを奪うばうには接点がない、か」

　ここでは誰にも聞かれないことを承しよう知ちした上で、そうわざと漏もらすのだった。

　──だが。

「!?　なッ……」

　ガドは瞬しゆん間かん、我わが目を疑うたがう。月光を受けた中央塔の太い影かげが落ちる、庭園の脇わき。そこに、いつの間にいたのだろうか。一人の女が立っていた。

　足元まで長くのびてウェーブのかかる、闇やみ色の髪の持ち主。年の頃ころはアカネと同じか、それ以上か。成人した女性特有の豊かな曲線が、その身に纏まとう衣い装しようにしっかり描えがかれていた。ただしその衣服のデザインは、ガドがこれまで見たこともない、神殿に住む者たちや、どの軍服とも違う造つくりをしていて。

　なんだ、この女……!?　ガドは体を強こわばらせる。

　が、それよりも。──聞かれたッ？

「誰だ!!」

　ガドは咄とつ嗟さに誰すい何かする。しかしそこに立った彼女からは、応えはなくて。かわりに女は、塔の影の中であってもはっきりとわかる薄うす青色の瞳ひとみを、わずかにそっと伏ふせるのみ。

　まるでガドの考えてることを全すべて見み透すかし、哀あわれむように。

「な……」

　ガドはただ、数歩先にいる彼女に手を伸のばすこともせずに、呼吸を忘れて固まった。

「ど、どうしたんですか、ガド様!?」

　その硬こう直ちよくを溶とかしたのは、ガドの声を聞きつけて小走りに戻もどってきた、赤毛の美人補佐官だった。

　けれどもアカネに気を取られて、一いつ瞬しゆん目を離はなした隙すきに。なんと目と鼻の先の濃こい影の中にいたはずの、女の姿は消えていた。噓うそのように──。

「いや……な、なんでもねえ。どうやら、気のせいだったみたいだ」

「気のせい、ですか？」

「ああ。悪かったな」

　草木の影かげが、人に見えた。そう誤ご魔ま化かして、ガドはアカネを追い払はらう。不ふ審しんそうな目をした彼女も、しかしガドが顎あごで示した庭園の陰かげに誰もいないことを確かく認にんすると、「そうですか」と納なつ得とくした。

「……ガド様」

「？　なんだよ、アカネ」

「珍めずらしく警護にやる気を出すのはいいですけど、木の影を見間違えるほど張りつめていなくてもよろしいですよ」

「そういうつもりじゃねえんだけどな。……ただ、まあ精霊神殿は、精脈の集つどう場所だからな。大量に存在する精霊たちのせいで、過か敏びんになってた俺サマの感覚が、ちょっと影えい響きようを受けたのかもなあ」

「とにかく、よけいな騒さわぎは起こさないでくださいね」

　特に私がいない間は！　それだけ念を押おして申しつけ、赤毛の美女は再び中央塔の闇へと消えていった。

「……おい。アンタは今の、見たか？」

　立ち去る彼女を確認してから、こっそりとガドは尋たずねる。

（何がだい？）

　しかしガドにしか聞こえない『声』は、そう返した。見てなかった……？

　やっぱり、気のせいだったっていうのかよ。ガドは庭園の茂しげみに踏ふみ込んで、あの謎なぞの女が立っていたと思おぼしき夜の闇に、暗色の瞳を凝こらした。だがそこに生はえる草の表面には、人が立っていた痕こん跡せきすら、まったく存在していなかった。

「なんだったんだ、今のは……？　精霊たちのイタズラか、結局単なる見間違いなのか……クソっ」

　わかんねえ！　ガドは呆ぼう然ぜんと立ちつくし、やがてがりがりと短い髪を搔かきむしった。マジで精脈からの影響を、俺サマが受けてるってことなのか？　闇に向かって悪態を吐つく。

「まったく、異常な場所だぜ、ここは……！」
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　ウェーブのかかった長い闇色の髪を持つ、一人の美女が立っている。

　アルバルドはそのことを、虚うつろな意識の中でぼんやりと認識した。……な、なんだ？

　彼女は何も言わない。ただじっと、アルバルドを見つめるだけ──。

　この女性が何者なのか、アルバルドに見覚えはない。でもどこか、見覚えがあるような気がして。アルバルドは意識を揺ゆり動かして、彼女に触ふれようと起きあがった。

　が、瞬間。

　──視界がかわった。

「って……だ、あぁああっ!?」

　痛ええ！　アルバルドは落下する。板張りの床ゆかに、淡あわい金きん髪ぱつの頭をしこたまぶつけた。

　空色の瞳を涙なみだでにじませながら起きあがると、そこは神殿の中でも軍施し設せつよりにそびえる塔とうのひとつに用意された、いつもの自分の部屋であった。

「痛ぇえ……へ？　ゆ、夢……だったのかよ？」

　アルバルドは逆さまの視界に、自分が折りたたみ式の木製ベッドからずり落ちたことを認識する。

　さらに頭にぶつかるのは、遅おくれてベッドから落ちてきた、鎖くさりで繫つながる【剣ＳＷＯＲＤ】であった。追い打ちの攻こう撃げきに、ベッドの横でうずくまり、アルバルドはとことん覚かく醒せいする。痛い、ほ、ほんとに痛いようー！

　そうだ。風ふ呂ろに入るときも、トイレに行くときも、さらにこうして寝ねるときも。預あずけられたＳは常にアルバルドと共にある。そして涙目で改めて見回す薄暗いこの部屋は、いつも通りのアルバルドの自室であった。

　夢で見たあの見知らぬ女性のことを振ふり払い、アルバルドはどうにかこうにか立ち上がる。そこにもちろん、かわった様子などありはしない。障しよう子じ造づくりの戸はきっちりと閉められたままで、鋭えい敏びんなアルバルドの感覚に、外で立つ何人かの夜警の兵士の気け配はいが感じられた。窓に至いたっては、内側から格こう子し型の雨戸をちゃんと閉しめてある。行あん燈どんの幻げん炎えん石せきの灯ともし火びが消えた部屋の中で、早々に寝入ったアルバルド以外は、ここには誰もいなかった。いるはずもないのだ。

「……な、なにやってんだか、オレってば……」

　変な夢なんか見て。寝汗あせをかいた部屋着の襟えり元もとを少しはだけながら、ベッド以外は簡素な机と大きな行こう李りくらいしか置かれていないこの部屋に、ゆるい吐と息いきをひとつ落とした。

　と、窓側に置いた机の上で時を刻む、紫むらさき色いろの錬れん精せいの「時とき石いし」に目をやった。金属のリングの内側を動く石の尖とがった先が、リングに彫ほられた時刻を示す。今は、夜中の十一時過ぎか。

　寝入ってから、ほんの三時間くらいだろうか？

「まだこんな時間かよ……」

　アルバルドはじゃらりと胸にかけた鎖を引っ張りながら、【剣ＳＷＯＲＤ】を前へとどうにかずらし、抱かかえるようにしてベッドに戻もどった。さすがに背中にあったのでは、寝苦しくて仕方がないから。

　けれど──。一度醒さめてしまった体は、どうにもすぐには眠ねむれなくて。

（いや……気になってるのか。オレは？）

　横になって暗くら闇やみに思い浮うかべるのは、銀の髪と瞳の少女。彼女のことを考えると、どうしても落ち着かない。

　なぜなら、天華がいきなり神殿に帰き還かんするなんて、考えられないことだったから。

「んー。まあ、ほら。ちょっとねっ」

　なんて「てへへ」と舌を出して、適当に誤ご魔ま化かす彼女の笑えみをアルバルドは信用しない。そもそも、おかしすぎるのだ。今まで散々アルバルドをあしらってきたあの天華なのだ。天華なのに！

（理由があるはずなんだっ。絶対あいつ、なんか隠かくしてやがるよな……！）

　誰に言うでもなく心の中でそう呟つぶやいて、アルバルドは封ふう印いんの鞘さやに収まる【剣ＳＷＯＲＤ】を抱だきしめ、顔をしかめた。嫌いやな予感がびんびんだった。

　もちろんアルバルドは重々承しよう知ちしている。自分の「嫌な予感」が、本当に嫌になるくらい、外れたことがないってことを。

　だから結局、夜が明けるまで悶もん々もんと。アルバルドは天華のことを考えたまま、ベッドの上で何度も何度も寝返りを打つのだった。

（あああっ、ち、ちきしょう！　……でも絶対絶対、尻尾しつぽを摑つかんでやるぞっ、天華ああ！）

　血走った目で睨にらむ格子の雨戸が、いつしか昇った朝日を受けて、真っ赤に染まりつつあった──。







　──結局。当然のように、あれから一いつ睡すいもできなくて。

「……うああ……」

　オレは、なにをやってんだろう。冷水で顔を洗あらって支し度たくを調ととのえ、アルバルドは部屋を出る。背中にはもちろん、鎖で繫がる【剣ＳＷＯＲＤ】のＳを従したがえて。

　しかし精せい書しよという存在はあくまで非公式であるために、一いつ般ぱんの警備の兵士たちの前では表おもて沙ざ汰たになっておらず、アルバルドも表向きは昼間の警護に割り当てられていたりする。

　そういうわけで。任務がなく神殿にいるときはいつもそうであるように、アルバルドは日が昇のぼったばかりの神殿の空中回かい廊ろうを歩き、ひときわ巨大な中央塔とうへと渡わたるのだった。

　剣けん聖せいという役職であるアルバルドに唯ゆい一いつ許される自由は、警備につく場所や時間に勝手が利きく、というところである。それでもなぜ、あえて中央塔を選んだのかというと。それはこの神殿の中でも最も大きな塔の中程に設もうけられた一室にいる、妹である精せい霊れい巫み女この少女と共にいる銀ぎん髪ぱつの少女のことが、どうしても気になっていたからであった。

（とにかくっ、こうなったらもう、徹てつ底てい的に天華に張り付いてやるさ……！）

　アルバルドはそんな思いを胸に抱いて、双ふた子ご姉し妹まいの部屋へと向かった。が、そのとき。

　唐とう突とつに物もの々ものしい気配が、辺りに立つ警護の兵士や女僧そう兵へいたちに満ちているのにアルバルドは気が付いた。

「？　なんだ？　──あっ」

　塔の内部を、ぐるりと円に囲む外側の外周通路。そこを行き来する軍兵士たちが、通路の脇わきで襟えり元もとを正した。

　通路の左右に立つ彼らに見守られ、侍じ女じよたちを引き連れた一人の少女が、ゆっくりとした足取りでこちらに向かって進んでくる。装しよう束ぞくの裾すそをわずかに擦こすらせながら歩く彼女を、アルバルドが見み間ま違ちがえるはずもない。さらさらの白はく髪はつを持つ、精霊巫女の白華であった。

「あ。アルさんっ」

　ご無ぶ沙さ汰たしております。と、アルバルドの姿を見つけた巫女の少女は、おもむろに足を止めて微笑ほほえんだ。

「白華ちゃん……いや、こ、こちらこそ」

　考えてみれば、本当に久しぶりで。アルバルドはつい、軽く頭を下げてしまう。そういえば残ざん骸がい都と市しから戻ってきて以来、共に神殿内にいるというのに、顔を合わせた記き憶おくがない。

「って、あ、そうか。当たり前だよなあ。白華ちゃんはずっと、部屋から出ない生活をしてたから」

「ええ。今日は朝から数日ぶりの、聖堂で精霊さんたちとお話をしてくる日なんですよ」

　だからこうして、今から階下に向かうところなんです。と白華は楽しそうに言った。

　その様子は無む邪じや気きで、本当に心待ちにしていたのだろう。見ているこちらも楽しくなってしまう、そんな朗ほがらかな様子であった。

　ただ、ふと。……あれっ？　そのしとやかなはしゃぎように、アルバルドは違い和わ感かんを覚える。いや、彼女が始し終じゆう笑え顔がおを絶やさないときなんて、アルバルドの知っている限り、双子の姉かその相棒の少年といるときぐらいなもので。

「あっ。ねえ、白華ちゃん！」

　だからついアルバルドは、侍女に急せかされ「では」と会え釈しやくして歩き始めた巫女の少女を、そう呼び止めてしまうのだった。

「──はい？　何ですか、アルさん」

「あ……。いや、その……ええと。天華は、どこに？」

「姉様なら、え、ええと、その。……お部屋に残っていますよ」

　世話役の方に「礼儀作法の再勉強を」って言われて、今日は一人静かに黙もく想そうの精神修練をさせられてます。肩かたにかかる白髪をさらりと揺ゆらし、振ふり返った金色の瞳ひとみがアルバルドを真まっ直すぐに見た。

　そして、それだけを言い残して。精霊巫女の少女は遥はるかな階下の聖堂目指して、先の通路から降りる階段へと人を連れて消えていった。

「……天華が、部屋でおとなしく精神修練？」

　アルバルドは小首を傾かしげて呻うめきを漏もらす。だって、そんなことって……。

（あの天華だぞ？　おとなしくしてるわけがないだろっ）

　ってことは、もしかして！　アルバルドは立ち去った白華の姿を見送り、しかし、さっと蒼そう白はくになる。

（も、もう早さつ速そく動き出したってことなのか──！）

　アルバルドはとにもかくにもその足を、双子の姉妹が押おし込められた中央塔の一室へと、急きゆう遽きよ向かわせるのであった。







　もちろんアルバルドの読み通り、わざわざ神殿に帰ってきた天華が、部屋でおとなしくしているなんてあるわけもなく──。

「よ、い、しょっ、とおう！」

　神殿の塔内部のあらゆる所に、生活用水を導みちびく水路。それは塔の構造部の壁かべと壁とのわずかな隙すき間まに、縦じゆう横おう無む尽じんに存在している。

　それでも大量の水を運ぶ水路は、どうにか人が通れるほどの幅はばを持っていて。そんな水路の内部をこっそり通り、その果てに設もうけられた地下への出口に、天華は銀髪の頭をひょっこり出した。

　暗視ゴーグルで見み渡わたすそこは中央塔の、半地下状に設けられた聖堂よりも下の空間。かつて、精書のＧが封ふう印いんされていた場所。──遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである父が多くの遺い物ぶつを残した、地下の隠かくし部屋であった。

　と、細くて真っ白な手が、水路からの小さな穴をくぐり抜ぬけようとした天華へと差し伸のべられる。

「姉様、よかった。ちゃんとこれたんですね」

「あ、白華！　そっか、あんたの方が早かったんだっ」

　引っ張り出してくれたのは、聖堂からの隠し階段を降りてきた、先に着いた巫み女この白華だ。と、しかし。出ようとした最後の最後で、ジャケットの裾すそが、石を積まれた水路の隙間に引っかかる。あ、あれれ？

　それを後ろから外はずしてくれるのは、一いつ緒しよに水路を降りてきた相棒のＧだった。

「おっと。ん、ありがと、相棒っ」

「別に。──お前の邪じや魔まな尻しりが先にどかないと、俺も出られないからな」

「……あ、あっそう」

　相変わらずな相棒の台詞せりふに、思わず手てつ甲こうの拳こぶしを握にぎってしまう天華ではあったけれど。でも彼が水路の出口から這はい出してくる前に、懐なつかしい空気のにおいにはっとなった。

　それは久方ぶりに足を踏ふみ入れた、父の隠し部屋のみに漂ただよう香かおり。ひんやりとした石積みの壁に囲まれたここにあるのは、一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである父が無む造ぞう作さに放ほうり込んできたうずたかく積み重なる、様々な古びた機械の類たぐい。そこから何とはなしに放たれる金属と樹じゆ脂しのにおいが、ここに充じゆう満まんしてるのだった。

　それら遺物に埋うもれるように、天てん井じようが低くさほど広くもない部屋の中央に、大きな木製の机がひとつある。父がよく機械を置いて向き合っていた、使い古されたものだ。

　ゴーグルを外した暗いそこに、かすかに父の背中を思い浮うかべながら。天華は机の端はしにあった、ランタン型の機械式照明のスイッチを入れる。生まれた光に、木の机を中心にごろごろと転がっている多種に亘わたる遺物たちが、ぼんやりとした陰いん影えいをつくった。

「……父さんの部屋に二人で忍しのび込むのも、久しぶりだよね。白華」

「そうですね」

「ねえ、白華……」

　憶おぼえてる？　なんて、つい天華は側そばにいる妹に訊きいてしまう。

「──十年ちょっと前のこと。あたしたちが初めてこの部屋にたどり着いたときのことを」

　天華が父の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーという仕事を詳くわしく知りたくて。『龍りゆう眼がん』という特別な瞳を持つ妹と共に、水路を流れる水の精霊に道を聞いて、ようやくこの場所を探し当てたあの日のこと。それを天華は忘れない。

　そしてもちろん、妹である白華も。金色の瞳をそっと微笑ほほえみに細くして、「はい」と小さく頷うなずいた。視線をちらりと、褐かつ色しよくの肌はだの相棒にやりながら。

「姉様、それって……Ｇくんと初めて会ったときのことですよね」

「ああ。そういうこともあったな」

　黒くろ鉄がね色いろの眼まな差ざしを向けて、Ｇがいつもの無表情で返答する。

「……Ｇ。あんた、ぜんっぜん感かん慨がん深そうじゃないよね？」

「？　なぜ感慨にふける必要がある」

「……。あんたってほんと、相変わらずだよねえ」

　ま、そーゆーところがあんたらしいってゆーか、そうなんだけどさっ。天華は父の部屋を見渡しながら、相棒に苦く笑しようを送った。そんな様子を、白華がくすくすと笑って横で見てるのだった。

　それより──。

「って、あんまりのんびりもしてられないよね。ここに残された父さんの機械の中に、なにかしらの精書に関するデータがないかどうか、探しにきたんだもん！　とっととやっちゃわないと、ね？」

　さぁて！　天華は両頰ほおを強く手甲の手のひらで打った。

「手伝ってよね白華っ。本当なら上の聖堂で、巫女のあんたは精せい霊れいたちと対話をしてるはずなのに、なんか無理矢理引っ張って来ちゃったけど……」

「ううん、そんなことないです。わたし、嬉うれしいんです」

　こうして、姉様のお手伝いができるから。白髪の少女ははにかみながら、涼すずやかにそう応こたえてくれた。

「さあ。やりましょう、姉様」

「ありがと、白華っ。……じゃあ」

　やろっか。双子の姉妹は笑みを交わして、機械の山に向き直ろうとした、その瞬間。

「──ちょっと待ったああ！」

　唐とう突とつに、そんな叫さけびが狭せまい部屋に響ひびくのだった。

　突とつ然ぜん割って入ったのは、男の声だ。な、なに？　天華は咄とつ嗟さに、後ろにいた相棒を見やる。

　けれども褐色の肌の少年は、口を閉じたままであって。俺じゃないぞ、と頭を振ふった。そうだ、Ｇじゃない。だが、乱入した声は、確かによく聞いたことのあるもので──。

「って、あ、アルぅ!?」

「きゃ。アルさん？」

　双子の姉妹は同時に気付き、言葉を重ねた。

　銀と金の瞳が見つめる、天華が入ってきた隠し部屋への狭い入り口。そこからいきなり顔を出した、淡あわい金髪の頭。

　幼なじみの剣聖、アルバルドその人であった。
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「……って、あ、あんた、どーしてここにっ？」

「ふっふっふ……」

　目を丸くする銀ぎん髪ぱつの少女の足元に位置する、水路の出口から頭だけを出して。アルバルドは不ふ敵てきな笑いを口くち元もとに浮うかべてやった。

「こんなことだろうと思ったぜ、天てん華かぁっ！　おまえが一人でおとなしくしてるなんて、そんなコトあり得えないからなあっ」

「あ、アル、気付いたの？　あたしの仕し掛かけにい？」

「そうさ！　これまでにいったい何回、オレが出し抜ぬかれたと思ってるんだ!?」

　だから、今回は違ちがうぜ！　アルバルドは水路の出口で、天華に向かって威い張ばってみせる。

　──そうだ。天華がおとなしく、それも黙もく想そうだなんてしているわけがないのである。それに勘かん付づいたのは、もちろん白はつ華かから話を聞いた直後であって。

　故ゆえにアルバルドは、大おお慌あわてで壁かべに丸く囲まれた、幻げん炎えんの明かりだけが照らす中央塔とうの双ふた子ご姉し妹まいの部屋に駆かけつけ、許可をもらって特別に一人で踏ふみ込んだのだった。

　そこには確かに、やわらかな寝ね床どこの用意されたその横で座すわり込み、銀の瞳ひとみをしっかりと閉じた天華の姿が存在していた。

　彼女の前に置かれているのは、ゆっくりと煌きらめきを落とす砂の粒つぶ──。旧きゆう精せい紀きより受け継つがれた文化のひとつである、心を落ち着かせ、穏おだやかな精神を育はぐくむために行われる黙想の座ざ禅ぜん修しゆ行ぎよう。その際に用いられる、かすかな音を奏かなでながら砂が落ちる、大きな砂時計である。

　砂時計と向き合う微び動どうだにしない彼女の様子は、実に堂に入ったもので。アルバルドは一いつ瞬しゆん、自分の予測が見けん当とう外はずれだったのかと思わされてしまった。──けれども。

（……？　おかしいぞ）

　どうして、Ｇがいないんだ？　アルバルドはそのことに気付く。そうだ、彼の姿はどこにもなかった。この錬れん精せい音おん痴ちながらも、なぜか精せい命めい力りよくだけは強い少女から、常にその力を注がれて人の形を取っている精せい書しよの少年。その正体である黒光りする特とく殊しゆな書物の形すら、ここには見られなかったのだ。

　やっぱり、なんか変へんだ！　アルバルドはさらに近づき、「天華？」と肩かたを叩たたこうと手を伸のばした。

　が、その腕うではするりと通り抜け、空気を摑つかんでよろけてしまった。……え、えええっ!?

　これは!?　アルバルドが何度やっても、天華の体に触ふれなくて。それどころか一瞬、近づいたアルバルドの影かげの形に、彼女の姿が削けずられる。

　慌あわてて振ふり返ったそこに、アルバルドは見つけてしまった。ベッドの脇わきに巧こう妙みように隠かくされた、天華がよく使っているのと同型の携けい帯たいコンピュータがあることに。

　そこをアルバルドが遮さえぎると、座禅姿の天華が消える。つまり。

（に、偽にせ者ものかよおっ!?　や、やられたあああっ！）

　──そう、これは実体ではない。携帯コンピュータから投とう影えいされた、精せい巧こうな立体映像なのだ。

　だから、アルバルドは自分の勘かんが当たったことを確信して、そして唯ゆい一いつ思い当たる。

「いろいろ考えたんだ、どこに抜け出したのかって。思いついたのはこの部屋さ！　調べてみたら部屋の行水場の床ゆか板いたが外れてるのに気付いたからなっ、ここの水路を思い出して、急いで追いかけてきたってわけさ！」

「あー……そっか」

　中央塔に隠されたこの地下の部屋で、天華もはたと手を叩いた。

「そーいや、ここに何回かあんたも連れてきたことあったもんねえ？」

「そ、そうだよ！　嫌いやだってゆってんのに、無む理り矢や理り……ううっ。い、いや、そーゆーことじゃなくて！　とうとう今度はオレが、おまえを出し抜いてやったってわけだ！」

　天華ですら携帯コンピュータの記録地図をアテにする複雑な水路の順序を、ちゃんと憶おぼえてはいなかったけれど。幸い、自分には『獣化ビースト』の能力がある。その強化された嗅きゆう覚かくを頼たよりに、彼女の足取りを追いかけて、ここまで迷わずにきたのであった。

　執しゆう念ねんの勝利だ。アルバルドは水路の出口で、拳こぶしを握にぎって初めての勝利に酔よいしれた。

　しかし──。

「で？」

　頭だけ出たアルバルドを見下ろして、天華が尋たずねる。……は？

「だからさ。で、どうするわけ？　これから。大だい神しん官かんのおばさんのところへでも、突つき出す？」

　それも、白華と一いつ緒しよに？　天華は隣となりに立つ妹の肩を抱だいて、べーっと舌を出して見せた。

「いや、そ、それは……ええと」

「ねえ、アル。あんたさあ、ほとんど直感でここまであたしを追ってきたのはやるなあ、って思ったけど。今のあたしは遺跡探求者ロスト・リサーチヤーじゃなくって、帝てい國こくの姫ひめって立場なんだよ？」

「つまり、その。……なにをどうこうなんて、できるはずが……」

「ないってこと！　──アル、なんにも考えずに来たでしょー」

「いや、それは……あぁあ」

　うあああああッ！　アルバルドは悶もん絶ぜつした。本当に、何も考えてなかったのだ。

「し……しまったぁあああああ!?」

「バ───カっ」

　銀髪の少女が嘆たん息そくを浴あびせてくる。それがもう、悔くやしくて悔しくて！　アルバルドは狭せまい出口でのたうつのだった。

　と、その拍ひよう子しに。ごりっ、という音と共に、いきなり体が動けなくなる。

「？　へ？　あ、アル？　今の、なんの音……？」

「……て、天華ぁあっ」

　た、助けてくれええ。情なさけない顔で、アルバルドは天華に向かって懇こん願がんする。彼女より先に気付いた白華が、「わぁ」と金の目を見開いた。

　ここまで律りち儀ぎに背負ってきた、鎖くさりで繫つながる【剣ＳＷＯＲＤ】のＳが大きすぎて。ついうっかり、この狭い出口に身を詰つまらせてしまったのだ。

　ああ……。と見下ろしてくる銀髪の少女の視線が冷たくなる。

「あたし、み、見なかったことにしたいんだけど」

「うああっ、そ、そんな薄はく情じようなこと言わないでくれええええ！」

「ああ、姉様！　助けてあげないとっ」

　冷たい天華とは違い、白髪の少女が大おお慌あわてで駆け寄ってくれる。さすがにそれには、天華とて放ほうっておくわけにもいかないようで。

「……。あーもうっ、わかったわかった。あたしも帰りはここから出ないといけないし。──Ｇっ」

「何だ、天華」

「このバカをさ。どうにかして引きずり出しちゃって」

　天華が深いため息混じりに、Ｇに命じてくれるのだった。







「ほらほらっ、助けてあげたんだから！　ちゃぁんとあたしの手伝いしてよねッ」

　ようやくＳと頑がん健けんな石の壁とのしがらみからどうにか抜け出したアルバルドに、天華は遠えん慮りよなくそう迫せまってやる。もちろん無様な姿を晒さらした幼なじみの青年剣けん士しに、抵てい抗こうする気力なんかとっくになくて。はい、とおとなしく肩を落とした。

「ううっ……手伝えばいいんだろ、手伝えばさあっ！」

「なにヤケになってんのよ、アルっ。あんなところにつっかえたのは、あたしのせいじゃないですよーっだ」

　べーっ、と天華は舌を出す。バーカバーカと嘲あざけりながら。

　その隣となりで、妹である白はく髪はつの少女は実ににこやかにこのやり取りを眺ながめている。常人とは違う特別な超ちよう感覚を持つこの少女は、しかし昔からこういうことにはちょっとずれたところがあって。

「ふふ、アルさんと姉様って、ほんとに仲がいいんですね」

　などと、Ｇに向かってにこやかに言ったりしている。相あい棒ぼうは相棒で、「そうか」と素そっ気けなく返しているが。

　そんな会話は、どうもアルバルドにはよけいに堪こたえるだけのようで。しかしなんとか立ち直り、ところで、と天華に尋たずねてきた。

「って、そもそもなにをやればいいってんだ、天華あ？」

「あ。そーいや、あんたにはなんにも説明してなかったっけ？」

「……あのな。たった今無理矢理、こうして参加させられたとこだよ……」

　ランタン型ライトのみの薄うす暗ぐらい部屋で、金髪の青年が陰いん鬱うつな目をして睨にらんでくる。

「わかったわかった。そんな恨うらめしげに見ないのっ。説明したげるからさ」

　だから天華は、頼りない輝かがやきに照らされる遺い物ぶつの山を妹たちと前にして、簡単に説明してやるのだった。

「──な！　せっ、精書についてええ!?」

「そっ。だってうちの相棒ときたら、Ｍのこととかなんにも憶おぼえてないんだもんっ」

　話を聞いて素すっ頓とん狂きような声をあげたアルバルドから顔を放し、銀色の瞳ひとみで、妹と一いつ緒しよに石の床に座すわったＧを軽く睨む。悪かったな、と褐かつ色しよくの肌はだの少年が返した。

「俺は自分が、なぜここに封ふう印いんされてたのかさえ忘れてしまっているからな」

「ま、そーゆーのは仕方ないけどさっ。で、それでいて、そっちのＳはなにかしゃべってくれた？」

　天華はＧと同じ精書である、アルバルドに負ぶわれた【剣ＳＷＯＲＤ】を示した。ところが。

「しゃべるって……ど、どーいうことだよ？──あ！　そうか、つまり！　このＳも、Ｇみたいに人間の姿になれるってことかああ？」

　うわ、ちょっと！　今まで思いもしなかったよう！　などといきなりわめいて、アルバルドが【剣ＳＷＯＲＤ】と繫がるたすきにかけた鎖を摑つかんで。けれどもどうすることもできずに、泣きそうな顔になるのだった。

　その彼の態度からすると、明らかにＳは何もしゃべったことがない様子で。それもそっか、と天華は思う。実はあらかじめ、相棒からＳが【無口ＳＩＬＥＮＣＥ】の属ぞく性せいを持つことを聞いていたから。

　それに【剣ＳＷＯＲＤ】はしっかりと、封印の鞘さやに収おさまっている。簡かん易い型がたの処しよ置ちとはいえ、さすがにその縛いましめから抜ぬけ出さない限りは、Ｓとて姿を変えることすらできないのだろう。

「封印がとけたことはないみたいですよ？」

　肩にかかる白髪をはらりと揺ゆらして、暴あばれるアルバルドの後ろにそっと回った白華が、誰だれよりも鋭えい敏びんな『龍りゆう眼がん』でＳの鞘を診しん断だんする。

「そっかあ。てことは、元からＳとはしゃべれないんだ。……でもさ」

　やってみなくちゃわかんないよね？　天華はアルバルドの正面に立ち、ほら、と手てつ甲こうの腕を伸ばした。狙ねらうはもちろん、Ｓの鞘から飛び出た長い柄つかだ。

　なにしろ天華は人一倍、好こう奇き心しん旺おう盛せいなのである。

　だがその気配をいち早く察してか、アルバルドが大おお慌あわてで、机つくえを挟はさんだ反対側に逃にげ飛んだ。

「って、天華！　な、なに考えてんだおまえはああっ!?」

「なにって、決まってるじゃんっ。一回抜いてみて、Ｓとしゃべってみようと思ってさ」

「だあああっ、や、やめろおおう！」

　アルバルドが必死に逃げてＳを庇かばった。転がるように、手近にあった機械の山の陰かげに隠かくれる。

　その姿があまりにも情けなかったので、「あはは」と天華は噴ふき出してしまった。

「あーもうっ、じょーだんだって、じょーだんっ。錬れん精せい音おん痴ちのあたしがそもそも封印なんて破れるわけないもんね。やんないよー」

「……うう。大目玉食らうのオレなんだから、ほんとにやめてくれよ、天華ぁあ……」

「ごめんごめん、アル。でさ、結局Ｓからの情報もアテにできないわけじゃない？　だからこうして戻もどってきて、情報を得ようと思ったわけ！」

　そうしてそこまで言って、天華は表情を引き締しめる。ついいつもの調子で和なごんでしまったけれど、そんなことをするために、この父の部屋に来たわけではないのだから。

　なにしろ残ざん骸がい都と市しのときは、Ｓを封印してたシステムがあったからどうにかなったが。それは完全に破は壊かいされ、二度と動くことはないのである。

　とにかく、とっとと始めちゃわないと、ね！　天華は話を切り上げて、「やるよっ」とこの場にいた全員に言い聞かせた。

「見つけるのはこの中から、なにかしらのデータが入ってる記録媒ばい体たい！　それを探し出して、あたしに渡わたしてっ。そしたらあたしが携けい帯たい端たん末まつで、データをチェックするからさ！」

「はいっ。わかりました、姉様」

　誰よりも早く、白髪の少女が頷うなずく。「わたしの『龍眼』で、精せい霊れいさんに訊きけば、判別できると思います」と──。

「中身まではわかりませんけど。でも、なにかの記き憶おくが入ってるにおいなら、精霊さんたちは敏びん感かんですから」

「ありがと、白華っ。……ほら、アルもこっちきてやるの！　あんただって帝てい國こくの遺い跡せき調査部隊を率ひきいてるんだから、記録媒体くらいはわかるでしょ？」

「い、いや……まあ、なんとなく」

「じゃあほらっ、さっさとやった！」

　逃げていた幼おさななじみを呼び戻して、天華は無数にある機械の山から、精書に関するデータの発はつ掘くつに取りかかるのであった。

　持ち場は、大きく分けて三つとした。一人でも平気な頼たよれる妹が、一番大きな遺物の山を。それ以外のいくつかの小さな山たちには、アルバルドとＧの二人に担当させた。話し合いながら行えば、科学に不慣れな二人でも少しはマシだろう、という天華の考えである。

　そして唯一、記録媒体の中身を確かく認にんできる携帯コンピュータを持つ自分は、ランタンの光が輝く父の机に腰こしを下ろし、その上に積まれた機械たちから手を付ける。散らかっている機械部品たちをどけて、愛用の携帯コンピュータを取り出し、開いた。

（……ほんとは、白華のもあれば、二つ同時に使えて効率が良かったんだけど）

　妹たちがより分ける膨ぼう大だいな機械たちを前にして、自分の偽にせ者ものを投とう影えいしてくれている、置いてきた白華の携帯コンピュータのことを少し悔くやんだ。しかし──。

　皮肉にもその必要は、まったくなかった。

　なぜなら。作業はしばらくして、すぐに終わりを迎むかえたのだから。

「ごめんなさい。姉様……」

　終しゆう了りようを告げたのは、白華であった。精霊の力で次々に、あっさりと記録媒体を見つけていく白華の手は、とっくにアルバルドとＧの持ち場すら探さぐり終えて。「だって……ないんです、もう」と、おずおずと言った。

「？　は、白華？　なにが？」

「その……。これで、全部なんです」

　精霊さんが教えてくれた、記録媒体というのは。妹は天華の座すわる机の上に、探し当てた遺物たちをひとまとめにした。

「全部って……そんな」

　たったこれだけ!?　天華は、てきぱきと妹が掘ほり出してきてくれた遺物たちを前に、呆ぼう然ぜんとなる。作業開始から結局一時間と経たたずに集められたのは、二つの手のひらで持つことができる程度のものであった。

「なっ、なにそれえ？　だってぜんぜん、まともなデータなんかないよ!?──って」

　あ！　天華はそれら記録媒体から読み取ったデータに改めて目を通し、わかった。わかってしまった。

　それらは明らかに、役に立たない情報たちだ。でも、ふいに理解する。納なつ得とくできた。

　自分もこの部屋の主である父と同じ、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの一人であるから。

　そうだ。天華がこの部屋の持ち主であるなら、どうする？　必要なデータは、どう扱あつかう？　それは、わかりきっていることだ。

　机に載のせた太ふと股ももの上にある、自分の携帯コンピュータ。この中に肌はだ身み離はなさず持っておく。では、この部屋は？

「……倉庫、だ……」

　天華は気付いてしまった事実を、顔を歪ゆがめながら吐はき捨てる。は？　とわけがわからない顔をするのは、机を取り巻く白華とアルバルドとＧの三人。しかし天華は痛つう烈れつに、悟さとってしまったのであった。

「倉庫なんだよ、ここ。父さんの、物置小屋なんだ……」

「？　な、なんだよ天華。そんなの、今いま更さら」

　見ればわかることだろ？　と言うのはＧと共に床ゆかに座った、きょとんとしたアルバルドである。

　うん、そう。見ればわかることなんだ。天華は改めて、父の部屋をぐるりと見渡す。ランタンの明かりに照らされた、そびえる巨大な中央塔とうの地下に隠かくされた秘密の空間。ここに影かげをつくる機械たちは、本当に無む作さく為いにうち捨てられていて──。

　ここはまさに、必要のないものたちが押おし込められた、ガラクタ置き場なのであった。でも……。

「でもさ。あたし、気付かなかったんだ……今の今まで。だって、そうでしょ？」

　あたしには小さい頃ころから、この場所は宝の山に見えていたから。──ずっと。

　薄うすい闇やみに染しみ入るように。幼い頃から父に憧あこがれ、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーに焦こがれていた天華の言ったその一言に、三人の誰も、何も言葉を発しなかった。




　　　　２




　次の日──。精せい霊れい神しん殿でんは、上を下への大おお騒さわぎであった。侍じ女じよや下級神官たちが塔の中を急ぎ足で動き回り、巡じゆん回かいする女僧そう兵へいや軍兵士たちの間では、ひっきりなしに情報のやり取りが行われている。

（そ、そりゃまあ、当たり前かあ……）

　なんて、騒そう々ぞうしい神殿の回かい廊ろうの空気を感じながら、アルバルドはひしひしとそう思った。

　Ｍの襲しゆう撃げきがあった、というわけではない。それとは別にもうひとつ、「あること」が神殿内に起こったのだ。そのことで誰だれもがてんやわんやで行き交かい、そして。剣けん聖せいであるアルバルドもまた呼び出しを食らい、上級神官の在中する北の長塔の最上階の厚手のカーテンの閉められた小部屋で、大神官ラフネと紅クレナイ神官、それに老神官である剣けん皇おうサイゾウの三人に囲まれるのであった。

「……ということは、アルバルド殿どのも結局のところご存じない、ということですな」

　紅神官が念を押して尋たずねてくる。もちろんアルバルドには、「し、知りません」と背負った【剣ＳＷＯＲＤ】の鎖くさりすら激しく揺ゆらして、首を縦に振ふるしかない。

　言えない。言えるわけがないのだっ。

　神殿からまたいきなり消えた、あの銀ぎん髪ぱつの少女の行き先について、なんて！

　──中央塔の地下の狭せまい隠し部屋で、行き着いた結論にひどく落ち込んだ天華。しかし、そこで終わるような彼女ではもちろんなくて。

「確かに、天華の言うとおりなのかもしれないな」

　ガラクタ置き場だ、と言った天華に、相棒のＧが肯こう定ていした。機械を搔かき分けた足元に頼りない明かりを受けて浮うかび上がる、かすかなくぼみに触ふれながら、「だから俺もここにいたのか」と。

「何しろ俺は、不完全な精せい書しよだからな」

「……不完全な、精書……？　ま、待ってよ、Ｇ!?　それ……おかしいよっ!!」

　その言葉を聞いたとたん、天華は膝ひざを抱かかえて俯うつむいていた机の上から飛び降りた。息すら忘れて少年に詰つめ寄る。彼と、石の床に刻まれた精書Ｇの封ふう印いんの痕こん跡せきとを見比べて。

「だ、だってそうでしょ？　あんたが自分を不完全な、ガラクタ同然の精書だって思っても、そんなのあたしたち人の側からしてみれば関係なくてっ。……精書は精書だもん！　ガラクタじゃないじゃん！」

　そうだよ、と自分の考えを吐はき出す天華に、もう先ほどまでの暗い気配は微み塵じんもなかった。それどころか彼女の頭は「……あ！」と何かに行き着いてしまう。

「そうだよね。ここがガラクタ置き場なのは間ま違ちがいなくても……結局そんなの、考え方ひとつの違いであって。──あ、あああ！　そっか、つまり逆なんだあッ!!」

「は？　な、なにがだよ、天華？」

　いきなりのことにわけがわからなくなるアルバルドに、しかし銀髪の少女は振り返って満面の笑えみを見せる。

「つまりさアル、逆なんだよこの部屋って！　ガラクタ置き場だからＧがいるんじゃない。Ｇがいるこの場所に、父さんが部屋を設もうけたんだよ。──精書を研究するために!!」

「え。……け、研究って……なんでそんなこと!?」

「決まってるじゃん！　父さんが一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーで、探し求めてたんだよ！　科学が滅めつ亡ぼうした、千年前の旧精紀最後の秘密を追い求めて──」

　そうだよ、だから。天華は自分の胸をきゅっと抱だきしめ、ぶるりと身を震ふるわせてほんのりと興こう奮ふんに頰ほおを染めた。

「だからなんだよね、誰よりも一流の父さんだから、当然のように精書に行き当たってて。いくつもあたしより先に、多種に亘わたる遺い跡せきを攻こう略りやくしてきたんだ」

　遠い目をして「水すい晶しよう族ぞくも、歪いびつな蒼あおの月のときも……」などと、彼女はそっとランタン型ライトの光に独どく白はくする。その内容は、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーでもなんでもないアルバルドにも、もちろん隣となりできょとんとして床に座った白髪の少女にもよくわからなくて。互たがいに顔を見合わせてしまったけれど。

　だが、その最後に。「え？　あれ？」と天華の表情は、突とつ然ぜん一変したのであった。

「って、……あ、あああああ─────────!!　そうだ！　そうじゃん！　その手があったんだああ!!」

　アルバルドの背負う【剣ＳＷＯＲＤ】のＳを見つめ、ひとつの究きゆう極きよくの答に思い至いたって──。

　故にあの銀髪の少女は急きゆう遽きよ、神殿を旅立ってしまった。

　倉庫に置きっぱなしになっていた舞翼ライドの元にまで逃にげ出すときに、無理矢理アルバルドに協力させて。

（……そ、そんなこと、言えるわけがないじゃないかあっ、ば、バカ天華ぁあっ!!）

　三人の上級神官を前に、アルバルドはとにもかくにも押おし黙だまる。言えない、言えないのだ。絶対に。だって……。

「精書以外の、千年前の出で来き事ごとを知ってる当事者に直接話を聞けばいいんじゃん！」

　なんてところに銀髪の少女が発想を飛ひ躍やくさせて。唯ゆい一いつ彼女が対面している、千年を生きる怪かい生せい物ぶつ。──ドラゴンに、会いに行ったなんて！

　だから昨日のアルバルドの足取りが不明なことを問い詰つめた紅クレナイ神官の言葉をなんとかかわして、アルバルドはどうにかこうにか、退室することができたのだった。

　ただ、安あん堵どのため息をこっそり吐いて「失礼しました」と、部屋の扉とびらを閉じる寸前。

「──まったくこの非常時に……何より、天華姫ひめは精書のＧも連れていますぞ」

「いや。だが白華殿どのがいれば、問題はありますまい」

「しかしそのことを、巫み女こは知りませぬ」

「……私どもも、口く伝でんをどこまで信じればいいのか……。精せい霊れい巫女を核かくとして成り立つ、信しん精せい帝てい國こく三百年の歴史を」

「神しん殿でんと軍の存在意義を、根こん本ぽんから──」

　そんな、上級神官たちの小声の会話が耳に届いた。

　それがどういう意味なのか。閉じてしまった扉とともに途と切ぎれたそれらの中身は、アルバルドにはわからない。

（？　天華が、なんだって？　それに、白華ちゃんも？）

　アルバルドは首を捻ひねりつつ、でももちろん再び扉を開けることなどできやしなくて、その場をそっと立ち去った。

　相変わらず天華を捜さがして騒がしい塔の回かい廊ろうを、皮肉なほど晴れ渡わたった青空からの日差しが照らす。

　もう今いま頃ごろは、天華はドラゴンと会ってるだろうか……？　アルバルトはつい立ち止まり、空の向こうにそんなことを思うのだった。







　──帝國領域のほぼど真ん中に存在する精霊都市から、南西に位置する広大な砂海と接した領域外まで、精霊神殿から飛び出してわずか二日。

　それは秋晴れのよい風に乗れたことと、推すい進しん結けつ晶しよう体たいを搭とう載さいした最速の舞翼ライドである雷らい帝てい号ごうの本領を発揮したおかげであった。

　それに合わせて、幸運なことに。天華とＧはその途と中ちゆうで、一隻せきの大型の飛舟シツプに乗り合わせることができたのだった。天華が駆かけ出しの遺跡探求者ロスト・リサーチヤーであった頃にお世話になった長身の女飛舟シツプ乗り、コゥ船長。その彼女が取り仕切る、立派な浮骨ボーンを掲かかげた朱しゆ色の輸送船である。

　おかげでたった半日程度ではあったが、常にその擬ぎ似じ的てきな肉体を構成する、天華から受け取った精命力を消しよう費ひして推進結晶体を操あやつるＧにも、十分な休養をとらせることができて。夜明けと共に天華は相棒の少年を連れて、純白の機体を晴天の風に乗せる。

「じゃあねーっ、おかみさぁんっ。ありがとー！」

　朱色飛舟シツプとグレーの髪かみと瞳ひとみを持つ女船長と、その七人の兄弟と三人の姉し妹まいたちとに別れを告げて、雷帝号は真っ白な翼つばさいっぱいに風を受け、大空へと舞まい上がった。

　目指すのはもちろん、眼下に見えるいくつもの街や森を越こえたその向こう──。精せい機き龍りゆうと呼こ称しようされる、世界に生まれた二十四体の生きた巨きよ大だいな機械の塊かたまり、機き甲こう精せい物ぶつの最後に眠ねむる地、「ドラゴンの墓場」である。

　あの父の部屋で行き着いたのは、千年前の精書以外の当事者に訊きけばいい、ということ。その当事者を、一体だけだが、天華は知っている。一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである父を追い越そうとして、偶ぐう然ぜん出会った一匹ぴきの精機龍に挑ちよう戦せんし、その体内にある精機龍の命そのものである『龍輝石カーバンクル』へと到とう達たつした。しかし、それ以前に父はとっくに、この精機龍と接せつ触しよくしていて。それで天華は『龍輝石カーバンクル』を奪うばうことなく、穏おだやかな死を望む精機龍を、そっと墓場に残して立ち去ったのだ。

「そのドラゴンに会えば、なにか話してくれるかもしれないっ！」

　そんな思いを胸に抱だいて、だからこうして愛機を駆かって、ひたすら帝國領域外を真まっ直すぐに目指す天華であった。

　途中、その通常ではあり得ない速度に、仲間だと思ったのか。やがてどこからか、澄すんだ空の塊たちが数匹も寄り集まってくる。──透すき通った空色に擬ぎ態たいした、つるりとして丸みを帯びた、風船のような軽い巨体を持つ数体の「風くじら」の群れであった。

　舞翼ライドの心材にも使われている、死してなお空に愛され浮ふ力りよくを得る空くう獣じゆうの骨。そのにおいも手伝ってか、普ふ通つうなら決して人の近くには寄ってこない天空の覇は者しやである彼らは、ぎゅおっぎゅおっ、と独特の泣き声を発した。すっかり同種だと勘かん違ちがいして、真っ白な雷帝号の姿すら映うつり込むほどの近くにまで、小さくとも全長百メートルはあるその巨体を寄せてくる。

　すごい、と呟つぶやくのすら安っぽくて。天華もＧも、お互たがいに伝声管から言葉を交かわすことすら忘れ、飛舟シツプをぶら下げた白骨化した姿しか目にしたことのない生き物に、呆ぼう然ぜんと見とれて高速飛行を続けるのだった。

　──それでも、辺りがすっかりと夕焼け空にかわった頃。空獣の群れが、自然と舞翼ライドから離はなれていく。速さについてこれなくなったわけではない。空気がかわったからであった。

　吹ふき付けるようになった、あたたかな風。それがいつしか雷帝号をも包んでいた。いや、かなり南下した影えい響きようである。その頃には眼下に見渡せる景色は一変し、草木もまばらな荒あれた岩の大地となっていた。

　その果てに、砂の世界が出現する。

「見えたよ、Ｇっ！」

　天華の言葉に反応して、機体後部に増設された機関部の後ろ向きのシートの上で、推すい進しん結けつ晶しよう体たいに力を注ぎ込んでいたＧの加速が緩ゆるやかになった。真っ赤な夕日に照らされた、やわらかな砂の大おお海原うなばらがどこまでも続いている。熱を帯びた砂の飛沫しぶきが、人一人いない世界を彩いろどっていた。ここが精せい脈みやくの届かぬ、帝てい國こくの南の領域外なのだ。

　ただし天華の目的地は、そのすぐ手前──。切り崩くずされた岩の大地が尖とがり細く並ぶ、切り立った渓けい谷こくと、その狭はざ間まを流れて渦うず巻まく砂の大河の源流である。

　加速をやめた雷帝号が静かに空中静止した真下に、その中でも最も激しく砂がぶつかる、いくつもの大きな砂渦が存在していた。

「やっときたよ。ドラゴンの墓場に……」

「そのようだな」

「って、冷静に言うけど。ほんとに大だい丈じよう夫ぶなの？　このまま突つっ込んで」

　天華は真下の大渦を、機体の背中から乗り出すように覗のぞき込みつつ相棒に確かめる。ゴーグルをかけた視界を拡かく大だいさせるが、勢いの激しい渦たちは轟ごう音おんすらも引き裂さいて、夕日すら届かない切り立った渓谷の陰かげの中で、悶もだえの唸うなりをあげていた。あの中を抜ぬけた真下に精機龍の墓場である、青い砂の空間があるのだ。そのため絶対に、突とつ入にゆうしなければならないのだけれど。

「平気だろう」

　相棒はあっさりと、伝声管から言ってのけた。

「前回脱だつ出しゆつするときに、一度飛び出してきたことはあっただろう？　その要よう領りようでやればいい」

「渦の中心を目指せばいい、ってこと？」

「そうだ。そこが一番薄うすい場所だ。雷帝の太い翼なら、折れたりすることはないだろう」

　たぶん、とＧはこっそり付け加えてくる。この少年とて、確信があるわけではないのだ。それでももちろん天華だって、ここまできて諦あきらめるわけにはいかなくて。

「……ええいっ、いくよ、Ｇッ！」

「わかった」

　相棒の返事すらその場に残して、天華の腕うでが操そう縦じゆう桿かんを押おし倒たおした。機首が思いっきり下がり、真まっ逆さかさまに機体は渦のひとつへと急降こう下かする。そこに今いま更さら、躊ちゆう躇ちよのひとつもありはしない。

　衝しよう突とつと共に、砂の飛沫が舞い上がった。──と、あっさりと砂の層を突き破り、天華を取り巻く世界そのものが一変する。

　砂渦の中心を抜ぬけたそこは、青く煌きらめく清せい浄じようの世界であった。いや、煌めいているものは砂そのものだ。その身にたっぷりと精せい霊れいの力を含ふくませた、地下空間をつくりあげている輝かがやきだった。

「わあ……！」

　その圧あつ倒とう的てきな文字通り輝くほどの美しさに、二度目であるにも拘かかわらず、天華は思わず見とれてしまう。

　青い砂の柱が、さらさらと細く何本も立っている。──それは真上の砂渦の受けた、塞ふさがらない深い傷痕。永遠の眠りを求めてここに飛び込んできた、二十体もの機械の巨体に穿うがち抜かれた、その証あかしである。

　故ゆえに、彼らはその下に眠る。生命を宿した機械体である精機龍たちは。

　風くじらの何倍もの大きさの青き砂の小山となって、朽くちた機械の巨体が埋うもれている。精霊たちの力の満ちる青い空間に雷帝号を飛ひ翔しようさせながら、天華はやっと我に返って、素す早ばやく辺りに気を配った。探しているのはこの中で、最も新しい砂の山だ。

「天華、向こうだ」

　と、伝声管からＧが呼んだ。機関部の穴から身を乗り出した彼の黒くろ鉄がね色いろの眼まな差ざしが、天華より先に見つけたのだ。

　天華は操縦桿を操あやつり、機体をくるりと反転させる。褐かつ色しよくの肌はだの少年が指し示した場所へと向けて。

　それはこの小山の中で、最も低いもの。その砂の下から露ろ出しゆつした錆さびかけた金属の塊かたまりに、銀の瞳ひとみは見覚えがあった。間ま違ちがいない！

「あのときの、ドラゴンだっ！」

　天華は雷帝号を軽かろやかに青い大地に着陸させると、ゴーグルすら外はずして、真正面にそびえる倒れた一体の残ざん骸がいを目にした。

　──そう、骸むくろであった。天華は声をかけようとして、けれど砂の上に横たわるその機械の首が、まったく反応しないことに嫌いやでも気付く。

「そんな……まさか」

　嫌な予感に満たされながら、天華は懐ふところから携けい帯たいコンピュータを取り出し、開いた。画面に呼び出すのは、妹とこれまでに交わしてきたいくつものメールのデータである。確か、そこに……。

　あった！　天華は過去に自分が送った、一通の写真画像つきの送信メールを発見した。それは精機龍と共に撮とった、あのときのもので。

「そっか……もうあれから、三か月以上も経たってるんだよね……」

　日付を確かく認にんし、天華は改めて、相棒の少年と共に精機龍の姿を見上げた。

「やっぱり、死んでるんだ……」

「そのようだな」

　天華の出した悲しい答に、Ｇがぽつりと言葉を添そえた。




　　　　３




　両腕うでに装そう着ちやくした軽金属製の手てつ甲こうを使い、天華は詰つめ込こまれたような金属製のパイプ群を無理矢理ひしゃげ、こじ開けるように隙すき間まをつくった。

　精せい機き龍りゆうの体内に満ちる凄すさまじい精命力により、かつてはうねるように息づいていたパイプたちも、今はもうただの中空の塊である。そう力を入れなくとも簡単に道は拓ひらけ、銀ぎん髪ぱつの少女は相棒の少年と共に、青き砂の世界に横たわる機甲精物の奥おくへと進入できた。

　その内部は、暗視機能付きのゴーグルなしでは真っ暗でわからない──。闇やみと機械だけが存在するここの空気はかわらない。けれどもかつては蠢うごめいていた機械の壁かべも床ゆかも天てん井じようも、どれもが冷えて錆さびに侵しん食しよくされていた。

　それが千年もの時を生きた、本来の姿なのだろうか？　その口こう腔こうより中に入った天華とＧは、精機龍の意志そのものである、凝ぎよう縮しゆくされた精命力の源みなもとがあった頭ず蓋がいの内部に到とう達たつする。しかしそこには、あの強い輝きを放つ精機龍の存在そのもの、『龍輝石カーバンクル』は存在していなかった。

　外の青い砂の景色が見える、二つの目のある内側から。「そっか……」と天華は手甲の指先で、父のサインマークが刻まれた柱の台だい座ざを軽くなぞった。

「ないんだ。やっぱり」

「『龍輝石カーバンクル』が誰だれかに奪うばわれたのではないな。時が来て、すっかり昇しよう華かしてしまったんだ」

　闇の中でかすかな外の砂の青さを受けて輝く、黒鉄色の瞳ひとみを台座に向けて相棒が言う。精霊たちの世界へと、ドラゴンの意識は溶とけていったのだ、と。

　そりゃそうだよ。天華は苦笑いしてしまう。この精域にまで踏ふみ込めたのは、自分たちだけなのだ。他の誰もいはしない。

　この静かな清浄なる場所で、精機龍はおだやかに千年の生しよう涯がいに幕を下ろしたのであろう。……最後に彼と交かわした言葉はなんだったっけ？　天華は携帯コンピュータを開きながら、一いつ緒しよに撮った写真を映うつし出し、少し感かん慨がいにふけるのだった。

　──だが、こんなことで簡単に諦あきらめる天華ではない。うしっ、と自分に気合いを入れて、気持ちをしっかり切り替かえる。

「そうだよね。ドラゴンが死んじゃってるかもしれないのは、あらかじめ予想できてたことだし。だってドラゴンはゆっくりと静かに息を引き取るために、この墓場に入ったんだもんね」

「どうするんだ、天華」

「ん？　そんなの決まってるよ。……あたしは、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなんだよ？」

　へへーん。と、天華は持っていた携帯コンピュータを、相棒の少年にわざと見せびらかしてやる。

「機械と錬れん精じようの融ゆう合ごう生物であるドラゴン──。その、錬精システムの要かなめである『龍輝石カーバンクル』は消しよう滅めつしちゃったかもしれないけどっ。まだここにはもうひとつ、機械がそのまま残ってるよ。どれくらいのモノがあるのかはまだわからないけどさ。でも」

　それって、あたしの本領発揮なんじゃないの？　天華はゴーグルの下で、銀の瞳の片目をつむった。

「遺い跡せきでのデータ発はつ掘くつこそが、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの腕うでの見せ所なんだからさ！」







　──精機龍の山のような体内の中ちゆう枢すうに、鈍にぶく鳴めい動どうする強い光がひとつ。

　精せい霊れい神しん殿でんの塔とうほどもある金属の肋ろつ骨こつたちに守られたそれは、かつて天華が到達しなかった、精機龍のもうひとつの核かく。大空くう洞どうの闇やみに抱いだかれ、千年の間ずっと稼か働どうし続けてきた、機械の心臓部であった。

　そう、精機龍の動どう力りよく炉ろである。

「精神である『龍輝石カーバンクル』がなくなっても、まだ動いてたんだ……すっごい」

　この巨きよ体たいを空へと舞まわせていた力の源みなもとである、ひとつの家か屋おくほどもある大きさの丸い心臓を前に、天華は感かん嘆たんの呻うめきを漏もらす。いや、動力源がただそれだけでまかなわれているのなら、さして驚おどろきはしなかっただろう。

　同じように息づく光が、空洞内部に走る太い金属肋骨の表面にも浮うき出ている。動力炉から漏れ出る輝きを受けてではなく、自ら発光しているのであった。

　すなわち見み渡わたす限り空洞内部を疾しつ駆くするそれら全すべてが、まとめて動力システムとなっているということか。その規模に、天華は辺りを暗視機能付きのゴーグル越ごしに見回して、その規模に圧あつ倒とうされた。

「呆ほうけていていいのか？　天華」

　Ｓの傷きず跡あとも無限ではないぞ。と相棒が、さりげなく釘くぎを刺さしてくる。

「別にのんびりしていてもいいが。突とつ入にゆうしてきたときについた砂すな渦うずの跡が修復してしまう前に脱だつ出しゆつした方が、渦に逆らって飛び出す雷らい帝ていへの負ふ荷かが少ないんじゃないのか」

「わ、わかってるって、Ｇっ」

　さっさとやっちゃわないとね。微び笑しようを返し、天華は心臓部に取り付いた。

　なに、簡単なことだ。この大空洞全体が動力炉となっていても、その制せい御ぎよシステムそのものは、この目の前に鎮ちん座ざした中枢部にあるらしい。天華は動力炉の下部に設もうけられた金属の外板を遠えん慮りよなく叩たたき壊こわし、かがみ込んで携帯コンピュータの接続ケーブルを機械に差した。そこに蓄たくわえられていた、内部データを読み取りにかかる。

「前に来たときは、そのまま帰っちゃったんだよね。そんときここでデータくらいはとっておけば、今回みたいな手間はとらなかったのにねえ？」

「……あのときは、この辺りは精せい機き龍りゆうの自動防ぼう衛えい反はん応のうで、とんでもないことになっていたぞ」

　天華と違ちがって、前回精機龍の体内深くにまで来たことがある相棒が、「当時は、ここでデータを発はつ掘くつするのは難しかっただろう」と呟つぶやいた。

　そうなの？　と天華としては知らないことなので、あっさり流してしまったけれど。

「まあでも、ついにそのドラゴンのデータとご対面なわけだよっ。ふふっ、いったいどんなのかなあ──って」

　機体に胸を震ふるわせていた天華ではあったが、次の瞬しゆん間かん。

「へ？　……な、なに、これえっ!?」

　天華はただただ呆ぼう然ぜんとなってしまった。どうした、とＧまでもが画面を覗のぞき込こみに来る。

　そこに映し出されていたのは、意味もないただの文字の羅ら列れつ。いや、空からっぽのデータであり。……ど、どういうことっ!?

「噓うそおっ、こんなプログラムで動いてるってゆーのっ？　そんな、無理じゃん!?　こんなので機械がうまく動くわけない！　なのに──」

「だがこの心臓はちゃんと動いている。いや……」

　動かされていた、と言うべきか。動力炉の横から生えた発光する肋ろつ骨こつのひとつに褐かつ色しよくの小さな手を触ふれさせて、相棒がそっと語る。

「？　な、なにそれ、Ｇ？」

「この動力炉を制御していたのは数すう値ちや記号といったものではない。精機龍の意志そのものだったのでは、ということだ」

「意志そのもの……。それってつまり『龍輝石カーバンクル』のことだよね？」

「そうだ。だからこそ『龍輝石カーバンクル』を失ったこの体は朽くちていく」

　そしてさらにこうして精神を失うしなった今、ゆるやかにその心臓も、輝かがやきを失いつつあるんだ。と、天華と違って前に体内に侵しん入にゆうしたことのある相棒は、その黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみに、かつて目にした金属の肋骨の鳴めい動どうとを思い比べて語るのだった。

「じゃあ、なに？　……ここからデータを発掘することは、不可能ってことっ!?」

「そうなるな。支配していたのは精機龍の意志そのものだ。それを数値で表せるか？」

「うっ……。で、できないかも……」

　そんな。せっかく、ここまで来たのに……。天華は携けい帯たいコンピュータを膝ひざから落として、その場にぺたんと尻しり餅もちをつく。どうしようもない脱だつ力りよく感かんが、疲ひ労ろうとなって体の四し肢しを蝕むしばんだ。

（結局、無む駄だ骨ぼねだったってこと？）

　ドラゴンにまで行き着いたのは、とんでもなく素す晴ばらしい大逆転の発想だったのに。ここで全てがわかるって、思ってたのに。

　しかし現実には、携帯コンピュータの画面に、乏とぼしいデータが映し出されるだけだった。

　──そのとき。

「……？　あ、あれっ？」

　天華はゴーグルの下で、銀の瞳をしばたたかせた。

　それは本当に、偶ぐう然ぜんのことであった。ほんのりと画面の光が落ちる、精機龍の硬かたい体内。そのざらついた表面が、天華にはどうしても、ある種の「文字」にしか見えなくて。

「Ｇ！　ねえ、ちょっと、これ！」

「どうした、天華？」

　相棒を誘さそって、天華は手てつ甲こうの指で足元をなぞった。いや、床ゆか面めんだけではない。肋骨の包む側面も、ゴーグルの視界を拡かく大だいさせて見上げた真上も。確かに何かしらの文字の羅ら列れつがびっしりと覆おおい尽つくしていた。今までそれらは小さすぎて、まじまじと見ない限りわからなかったことなのである。

　それらは天華の知識が正しければ、間違いなく二十六種類の古代標準文字アルフアベツトで刻まれていた。「これは……」と人並み外れた黒鉄色の瞳の視界で捉とらえる相棒も、思わず唸うなる。そう、それらはただ全てを埋うめ尽くしているのではなく、互たがいに意味を成す順序で整然と並んでいて──。

「いろんな文字があるよ。これって、どういう意味なの？」

　携帯コンピュータの辞書機能を用いなければ、天華には難しい単語の意味は読み取れない。瞬時に判はん別べつできるのは、自身が旧精紀につくられた二十六の文字に縛しばられた、『二十六冊の百科事典エンサイクロペデイア２６』のひとつである相棒だけだ。

　その相棒は「何だと？」と普ふ段だんは無表情を崩くずさないその面おもてに、はっきりと驚おどろきの意志を浮うかべた。と、とたんに彼は疾しつ駆くする。

「じ、Ｇっ!?」

　突とつ然ぜんの相棒の行動に、天華も飛び起きて彼を追った。Ｇの足はかなり速く迷いがない。さすがに天華は追いつけない。

　しかしふいに、Ｇがくるりと反転し、息が荒あらくなった天華をひょいと肩かたに担かつぐのだった。

「きゃあっ!?　え、なになに、Ｇーっ？」

「黙だまっていろ、天華。連れて行ってやる。俺が見つけたあの文字のもとに」

「？　文字……って、ちょ、あっ」

　きゃああああ！　天華は舌したを嚙かまぬよう、悲鳴を飲み込んだ。Ｇが遠えん慮りよなく全力疾しつ走そうを開始する。それは全長数キロもの長さを持つ精機龍の体内を、瞬またたく間に尾おに最も近い場所へと到とう達たつした。

　そこでようやく急制せい動どうをかけて停てい止しし、相棒は天華を肩から降ろしてくれる。

「あ、あー、びっくりしたぁあ……って、なんなのよ、Ｇったらあ！」

「これを見せたかった」

「？　これ、って……あんたが見つけたってゆー文字？　って」

　天華は相棒の指し示した、ゆるやかに尻尾しつぽの最後に消えていく背中の裏側の、天華の背せ丈たけでも触れられる位置に刻まれた、最後の文字を前にした。そこはまさしく大空くう洞どうの終着点に存在する文字であり。そしてその「ある文字」を前に、天華は「噓……？」と驚きを禁じ得なかった。

　そこにあったのは、ほんの五文字の古代標準文字アルフアベツト。けれども旧精紀にはきっと、なかった単語──。

『ＴＥＮＫＡ』

　精機龍の体内の果てには、天華の名前が刻み込まれていたのであった。

「なに、こ、これって！」

「単純なことだ。精機龍の肉体は、その意志を忠実に反映する鏡かがみのようなものだ」

　だから……。Ｇは間ま違ちがいない、と断だん言げんする。

「ここに刻み込まれたのは、精機龍の記き憶おく。その断だん片ぺんなのだろう」

「記憶……ドラゴンのっ!?　で、でもなんであたしの名前が……あ、ああッ!!」

　天華はあることを思い出す。

『その名、憶おぼえておこう。我がゆるゆると眠ねむりに落ち──世界と同化したのちも、永遠に』

　精機龍は天華の前でそう言った。──これは、つまり。

「そういうこと……なの？」

　口こう腔こうに呟つぶやいて、天華は自分の名前に触れてみる。

「ドラゴンの記憶ってこと……？　って、待ってよ!?」

　これが、精機龍の最後に刻み込んだ記憶であるなら！　銀色の髪かみすら振ふり乱みだして、天華は咄とつ嗟さに背後を見やる。その向こうにあるのは遥はるかな闇やみ。しかし有限であるその先には、ここと同じように果てがある。そう、この場所にある天華の名が終着点ならば──。

「じゃあ、精機龍が生まれて一番に刻み込んだ、最初の記憶がある始発点は、どこ？」

「それはもちろん、逆の位置だ」

　相棒の小さな指が、大空洞の闇の中でも真まっ直すぐに、走ってきた方向とはちょうど真逆の位置を指した。

　すなわちそこにこそ、この巨きよ大だいで不ふ可か思し議ぎな、唐とう突とつに世界に生まれた機き甲こう精せい物ぶつの、千年前の旧精紀の記憶の可能性があるわけで。

　天華はＧと共に、顔を見合わせ頷うなずいて。大急ぎで真っ直ぐに、この大空洞を逆に向かった。精機龍がその身に刻んだ、最初の言葉を見るために。

　そして──。二人は精機龍の首の付け根に到着し、いくつかの文字を発見する。

　ぼろぼろに錆さびに侵おかされているのは、それが最も古い記憶の証あかしだろうか？　それでもどうにか判はん別べつできる文字を読み、天華はＧと息を吞のんだ。
















「ど、どういうこと……？」

　その意味を、互いに理解しきれずに──。




　　　　４




「よ、っと」

　夜間は誰だれもいなくなる、軍空港へと飛舟シツプたちを導みちびくための、二十メートルもの高さを誇ほこる手旗小屋。錆の跡あとも荒あら々あらしい無ぶ骨こつな鉄骨の頂上に結びつけられた、数名ほどが昼間は常じよう駐ちゆうできる広さを持ったこの場所に、ガドはこっそりやってきていた。

　小こ脇わきに抱かかえて持ってきたのは、食堂から失しつ敬けいしてきた酒さか樽だるがふたつばかり。たまにゆっくりと楽しむために、誰もいないここへと移動してきたのだ。

　派は手でな色の自分の髪に触ふれながら、真下を臨のぞむ。整然と並ぶ軍の倉庫たちと、対照的に何もない、がらんとした円えん卓たく状じようの空港の岩がん盤ばんだけが広がっている。──と。

「ガド様っ！」

　呼ぶ声が、真下から届いてきた。支柱につけられた、小型の木製エレベーターに乗って昇のぼってくるのは、赤毛の美人補佐官だ。人力で動かす小さなハンドルを回して、錬れん精せい歯車で増ぞう幅ふくされた力によって、エレベーターは地上から遥はるか離はなれたガドの元へとたどり着く。

「アカネ？……なんだよ、わざわざ追いかけてきたのか？」

「それは、そうです！　だってガド様、夜間の警備があるというのに、こんなところで油を売って！　探してくださいと、他の方々から頼たのまれたのですよ？」

「いいだろ、別に」

　たまにこうしたってよ、とここに来るまでに半分ほど空にした酒樽のひとつを片手で摑つかみ、ガドは軽くアルコール度数の高い中身をあおった。

　それをしかし、アカネの手が押おし止める。

「ガド様、どうして……。ずっと飲まれていなかったでしょう？　それにそもそも、お酒を飲まれてもあなたの体には──」

「……意味がない、か？　ハン」

　そんなこと、誰よりも俺サマ自身が知ってるさ。ガドはこの季節でもかわらない半はん袖そでのシャツから覗のぞく、己おのれの腕うでを夜空にかざした。厚い雲間より降り来る蒼あおと銀の月の輝かがやきを受けて、肌はだに刻まれた複雑な錬精の紋もん様ようが浮うき上がる。

　ガドの肉体は、酒に酔よわない。常にすぐ臨りん戦せん態勢をとれるように、肉体に施ほどこした特別な錬精の術式が、飲んだ端はしからアルコールを分解、燃ねん焼しようしてくれるのだから。

　いくら飲もうが、それは意味のない行こう為いなのである。そのことを知る赤毛の美人補佐官が、「でしたら」と乏とぼしい月光の下で愁しゆう眉びをつくった。

「ガド様……」

「それでもたまに、こうして飲みたいときもあるってことだぜ。……そうだ、アカネも飲めよ。な？」

「えっ？　わ、私は！」

「拒こばむなよ。オラ」

　抵てい抗こうする隙すきすら与あたえず、ガドは無理矢理酒樽の口を、アカネ補佐官に押しつけた。細い顎あごから大量に青あお紫むらさきの果実酒をしたたらせつつも、アカネの喉のどに中身が流れる。──ただし彼女はガドと違い、その身に真ま似ねて施した錬精の術印は、せいぜいガドが勝手をしたときを抑おさえるための、「火か炎えんの抑よく制せい」に関するものひとつだけで。酒樽が離された後、アルコールを分解することはできずに、真っ赤になるほど顔を染めたろれつの回らない美女が、そこにできあがるのだった。

　そのまま彼女は、あぐらをかいて座すわっていたガドの膝ひざに、こてんと倒たおれて寝てしまう。眉び目もく秀しゆう麗れい、才さい色しよく兼けん備びで何事にも完かん璧ぺきなアカネであったが、こと酒に関しては滅めつ法ぽう弱い方なのだ。

「……ったく、つまんねーよな」

　穏おだやかな寝ね息いきを立てて、華きや奢しやな肩かたを揺ゆらし始めたアカネを膝に、誰に言うでもなくガドは独ひとり、月夜の星空に呟つぶやいた。

　まあ、それでも。ガドは彼女のやわらかな体温を感じながら、こっそりと苦く笑しようする。休まず飲んでいたために分解が間に合わずにいたアルコールが、まだ少しは残っていたから。

（おやおや、珍めずらしく機き嫌げんがいいみたいだね）

　だが──ふいに『声』が囁ささやく。ガドは笑えみを、すっと消した。

（でも、キミは忘れてないかい？　僕たちの目的を……）

「わかってるさ。……Ｓは手に入れる。そのために、俺サマはアンタのゆーことを聞いてるんだろ」

　見ろよ。とガドは顎あご先さきで指し示す。ここからすぐ隣となりに見える細長い神しん殿でんの塔とうには、アルバルドの部屋がある。

「なんなら今からでも奪うばい取ってやるぜ。だがそれをいつまでも止めてるのはアンタだろーが」

（ああ、そうだったね。なぁに、まだ少し僕の機きが熟じゆくしてないんだよ。それに……さて、どうやってやろうかと、いろいろ思考しているものでね）

「そうかい。アンタの都合は知らねーけどな」

（フフ。キミらしい台詞せりふだね）

　ガドにしか聞こえない『声』は、何かを含ふくむような口調で言った。ガドはあえて無視をする。──が。

　次の瞬しゆん間かん『声』と共に、ガドは言葉を失った。

　たまたま視線を向けた神殿の、軍施し設せつより一番近い塔のひとつ。ガドのいる支柱とほぼ同じ高さにあるその頂上に、見覚えのある女性が一人、忽こつ然ぜんと立っていたのだから。

　もちろんガドの膝に抱だかれたアカネではない。月光すらもはじく輝きを持つ、ウェーブのかかった深い闇やみ色いろの髪かみをした、謎なぞの女──。

「な……なんだ、まさかッ」

　ガドは少し距きよ離りのある、遠くに立った女の薄うす青色の瞳ひとみを見返しながら、呼吸すら止めて。思わず身じろぎした拍ひよう子しに、膝上にあったアカネの頭を小屋の床ゆかに落としかけた。み、見み間ま違ちがいじゃなかったのか!?

　彼女はそんな言葉やガドの動きにも反応せず、ただじっと見つめていた。

　相変わらず、錬精に長たけているはずの鋭えい敏びんなガドの感覚は、彼女にまったく反応しない。そこに何もいないように。

　──けれども。

（キミは……ああそうか、そういうことかッ！）

　珍しく『声』が叫さけんだ。ハハ、と嗤わらって。そして、少女に向かって語りかける。

（そうなんだ……。キミが前にガドの会った女か！　一度目で僕も気付くべきだったよ。……でも、何だい？　わざわざこうして二回も姿を見せたからには、何か理由があるんだろう？　ねえ）

『声』は本来、ガドにしか聞こえないはずのものだ。だが声をかけられ、遠目でもはっきりと、彼女は初めてわずかに反応を見せた。しっかりときれいな顔立ちをした面おもてを、真まっ直すぐに上げたのである。

（こっちにくるかい？）

　その『声』の呼びかけに、静かに──しかし。少女は顎あごを横に動かす。ゆっくりと、明確に。

　ガドも何か言おうかと、空気を嚙かんだ。が、その前に。

　ふっと、彼女の姿は、まるで幻まぼろしのように搔かき消えた。現れたときと同じように？

「お、おい、今のは──!?」

（放ほうっておいていいよ。今はね……）

　思わず女のいた場所に駆かけ寄ろうとしたガドを、『声』が留とどめる。無む駄だだから、と。

　──『声』はいつになく震ふるえていた。低くかすかに哄こう笑しようしつつ、そこにいつもの平へい静せいさとはかけ離はなれた、明らかな感情の乱みだれを込めて。

（裏切るというのかい……いいだろう。僕には関係のないことだ。キミがそう考えるのが、なぜなのか僕は知らないし、知りたくもない。ただね）

　もう少しだ。もう少しなんだよ？　『声』はガドの傍かたわらで笑い続ける。

（機は熟すよ……。それに合わせて、フフ、遠えん慮りよなくやらせてもらうさ──ねえ、ガド？）

「……知らねーよ」

（つれないねえ。でも、キミには動いてもらうよ。彼女のおかげで今決めたんだ。僕の取るべき道は。だから）

　ほら。『声』はガドを誘さそう。

　二日後に迫せまった、精せい書しよＳ封ふう印いんの儀ぎ式しきの、その前に──。













［TENKA>>>>>>>HAKKA　　　YGGDRASILL-NET］

『精書を消しよう滅めつさせる、呪のろいの機械』……って、なんのことかわかる？　白華。

　なんて、いきなりの書き出し、びっくりしたかな。天華です。

　実は無ぶ事じに、ドラゴンの墓はか場ばまで潜もぐることができました。でもドラゴンって、もう死んじゃってて。かわりにその体内で見つけた、刻まれたドラゴンの記き憶おくの最初にあったのが、その言葉なんだよね。

　んーと、正確な表現じゃないかもしれないけど。でも読み取れる文字をくっつけると、だいたいそんな感じになるみたい。

　もしかしたら単語どうしのくっつけ方が、間違ってるかもしれないけど。でも『消滅させる』と『呪い』って言葉は、間違いなくてさ。

　……白華は、これをどういうふうに考える？

　あたしとＧは、こんな感じにとらえました。ドラゴンってのは「対精書用に生み出された兵器」なんだって!!

　そう、Ｇが言ったの！　精書は、精書によって倒たおすことができるって。その意味はつまり、精書の精せい命めい核かくにあったんだよ！

　残ざん骸がい都と市しのこと白華も憶おぼえてるよね。精命核を傷つけられたＭが、かなりのダメージを負ったってこと。精書って存在は、精命核の生み出す精命力によって動いてるの。だからその精命力を打ち消すほどの、同じくらいすごい精命力をぶつけてやれば？

　精書は精書で倒される、ってことはＧ曰いわく、そういう意味なんだって。そしてだからこそ、精書に比ひ類るいなきカーバンクルっていうすんごい精命力を凝ぎよう縮しゆくした力を持つ、ドラゴンがぶつかれば。ううん、そういう発想の元で、ドラゴンが生み出されたとしたら！

　ううっ、なんかすごいよね！

　そうだよ。ドラゴンも遺い跡せきなんだ。そして遺跡には、絶対になにかつくられた目的や、理由があるんだよね、うんっ！

　あたし、そのことすっかり忘れてた。遺跡探求者なのにねえ。あははは。

　でも……今回こうして、ドラゴンが対精書用の切り札として使えることがわかったけれど。だからといって、どうしようもないんだよね。

　あたしが会ったドラゴンはもう亡なくなっちゃってるわけだし。他ほかにまだドラゴンは何体かいるらしいけど、でもどこに？　まずはそれが問題になるんだよね。

　それに、実際に遭そう遇ぐうできたとしても、「Ｍと闘たたかってよ」なんて一方的なお願い、聞いてくれるかどうかすらわかんないわけで。う────ん。

　無む駄だ骨ぼねに終わった、というわけではないけれど。でも結局、ここで打ち切りです。これからどうしようかなあ。

　あ。そういえば、このメールが着く頃ころには、そっちではそろそろＳの封印の準備が整うのかな？

　一応間に合うかどうかわかんないけど、一区切りついたとこだし、あたしもそっちにまた戻もどることにします。神しん殿でんに戻る気はないけれど、なにかあったときに駆かけつけられるかも、なんてね。


《天華》　　



［System-mail　　　　　39991101/0752PM］








「──姉様……」

　幻げん炎えんの明かりの消えた真夜中の中央塔。その内部にある母の部屋で、独特の紋もん様ようが描えがかれた天てん井じように見下ろされて、白華は姉からのメールが届いた携けい帯たいコンピュータを抱だきしめる。

　白華には、姉の書いた内容は難むずかしすぎて、全部は理解できなかった。ただ、彼女が困り果はてているということはよくわかった。

　けれどそれを白華はどうすることもできなくて。長い白はく髪はつをシーツの上にたゆたわせて、白華は吐と息いきに胸を揺ゆらした。

（本当に、どうすればいいのかな……）

　でも、精書と闘うために精書が必要なのなら、こっちにはＧとアルバルドの持つＳがあるわけで。だとしたらＭ一体には負けないんじゃないのかな。なんて白華は思う。

　しかし、精書の存在を神殿側はもてあましている。万が一ＳがＭの手にもう一度渡わたったら、という最悪の事態を想定して、完全封印の錬精術式が組み上げられているのだった。

　その儀式も準備が進み、もう明後日あさつてには完成する。そのことは白華の耳にも届いている。

　そっちにＭを封印できないものかなあ、と白華は考えてしまうけれど。Ｍがどこにいるのかもわからない現状では、所有するＳを封印することが優先されることなのだろう。それにＭが出現したとしても、追い込むことができるだろうか？

　うーん……。白華は悩なやみながら、瞳ひとみを静かに閉じるのだった。

　と、突然。未発育な胸の上で、軽い震しん動どうが生まれた。きゃっ、とかすかな悲鳴をあげて、白華は飛び起きてしまう。幸い外にいる警備の兵士たちには、気取られずにすんだけれど。

　震動は、もう一通のメールが新たに届いた知らせであった。

　それは一枚の画像を添てん付ぷしただけの、姉からの追加メール。受信と共に開かれた画像写真に映るのは、太い金属の肋ろつ骨こつに囲まれた、びっしりと文字の刻まれた表面が浮き上がる、精せい機き龍りゆうの体内の様子であった。

「わあ。これが、ドラゴンさんの？」

　ふわぁ、すごい。白華は見たこともない風景に、見とれてしまう。けれども──。

　……あれれっ？

「これ……似てる？」

　ふいに白華は気が付いた。寝ね床どこに座すわり込んだまま、携帯コンピュータの画面から顔を上げ、天を仰あおいだ。

　そこにあるのは一定のパターンで模様の描かれた天井。そして円まるい壁へき面めんであった。……同じ？

「つくられた意味がある……」

　ふと白華は、姉がメールに書いた一文を口にした。

　そうだ。父の部屋も、そうだった。Ｇくんがいたから、あの場所に父様はお部屋をかまえられたんだ。そんな思いが胸に湧わいた。そして──。

　同時に、はた、と思い当たった。

「この部屋にも……？」

　白華は寝床の上で立ち上がり、そのまま金色の瞳を、灰色の薄うすい闇やみに向ける。そうだ、どうしてここは、精せい霊れいたちが外に出ることを封ふう鎖さされた空間なの？　それでいて、なぜ幻炎の「火」が、行水場の「水」が。運び込まれた砂の「地」が、空気の「風」が。四大精霊たちが、保たもたれているの──？

　その答はきっと、「必要」だから。

「待って……あ、これってっ」

　もしかして。白華は円形の広い部屋の中央に位置する寝床の上で、精霊たちに声をかけた。そうして、一定の同じようなパターンの刻まれた天井や壁かべに、彼らを好きなように舞まわせる。それができるのは、精霊に「お願い」ができる巫み女この白華だけだから。

　すると──見えた。白華の『龍りゆう眼がん』だけにわかる、動きが。

「っ!!」

　白華は声を出さなかった。ただただ驚おどろきに支配され、やわらかな寝床に立ちつくし、ゆっくりと首だけ動かして、一変した壁と天井とを眺ながめる。

　──同じような紋様を描いていたはずのそこを、精霊たちが疾しつ駆くした。あらかじめ隠かくして刻まれていた、錬精の導みちびきに従したがって。

　そう、この壁という壁には全すべて、特とく殊しゆな術じゆつが施ほどこされていて。特別な『龍眼』という力を持つ者だけに見ることのできる、帝てい國こく文字が埋うめ込まれていた。

　それはすなわち、精霊巫女のみに送られる、代だい々だいの「伝言」──。

　そこには巫女が知らなければならない、神殿の「真実」が刻み込まれていたのであった。

（そんな、そんなことッ）

　白華はぺたんとそのまま、やわらかなシーツの上に尻しり餅もちをついてしまう。動どう揺ようをどうにか押おさえ込んだ。押さえ込むことができたのは、理り性せいじゃない。ただそうさせるだけの、重い事実があったから。なんてこと……！　白華は震ふるえる。こんな、こんなことって！

「わたし、な、なんにも知らなかった……。こんなことがあったなんてっ」

　どうしよう。体が震える。白華のちっぽけな肉体では、全てを受け止められなかった。いや、それでも受けきらなければならない。

　なぜなら白華は、世界で唯ゆい一いつの、精霊巫女なのだから。

　そして先代である母も、おそらくはこのことを知り、しっかりと受け止めてきたのだろうから。

　そうだ……。白華は少し、わかったような気がした。母がなぜ生せい前ぜん、この部屋にずっといたのか。それはきっと、このことを知ってしまったから。精霊巫女としての立場を、彼女はきっと誰よりも理解していたから。




　──白華、あなたもきっとわかるときがくるわ。巫女の役目というものが──。




　幼い頃ころにそう聞かされた母の言葉が今になって、白華にはよくわかった。この部屋の意味というものを知った瞬しゆん間かんに。

　それが今度はゆっくりと、胸に勇気を与あたえてくれた。

「母様──」

　ようやく白華は震えを止める。

「……どうかしましたか、姫ひめ巫女様。こんな真夜中に」

　と、四方にある戸のひとつがわずかに開いて、警備の女僧そう兵へいが声をかけてきた。

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶです。……目が覚めてしまっただけですから」

　握にぎりしめていた携けい帯たいコンピュータを咄とつ嗟さにお尻しりの下に隠して、白華は応おうじた。そうですか、と白華の姿を確かく認にんして、元通り戸が閉められる。

　白華は平へい静せいをどうにか保たもちながら、衣擦れと共にシーツの上に寝転んだ。

（明日は、聖せい堂どうに入れる日だ）

　白華は携帯コンピュータを改めて寝床の下へと丁てい寧ねいに隠しつつ、そんなことを考える。

　自分の知ったことは、本来は巫女だけに受け継つがれなければならないことなのかもしれない。けれども、その内容は特別で。

（姉様に知らせておいた方がいいよね、神殿が隠してきた、精書との関係を……）

　ありのままに伝えなければ。白華は何よりも、姉と共にいる、神殿の地下に封印されていたＧのことを思いながら、焦しよう燥そうに胸を焼いた。

　──最長は数日の時間差で届く、衛星回線を使った遅ち延えんするメール通信に、もどかしさを強く覚えて。




　　　　５




　封ふう印いんの儀ぎ式しきの準備が整った、その日。精せい霊れい都と市しは今にも雨が降りそうな濃こい雲に、一面覆おおい尽つくされていた。

　水路と石いし畳だたみが織おりなす清せい潔けつな街並みも、昼間とは思えぬほどに暗く、雲の影かげに包まれている。そんな様子を、封印の儀式のために午前中から待たい機きを命じられていたアルバルドは、Ｓを抱かかえて自室の窓から眺ながめていた。

　素人しろうと目でもはっきりとわかる真っ黒な雨雲が、ゆっくりと西の方向より流れてきて、今にも大きな水すい滴てきを降らせようとしている。

「ついに、封印の日か……」

　開け放たれた窓を前に、木製の簡かん素そな机の上に行ぎよう儀ぎ悪く腰こし掛かけて、自分の身長ほどもある【剣ＳＷＯＲＤ】のＳの手入れをしてやる。といっても、鞘さやに収おさまったままで、から拭ぶきをしてやるくらいしかできないのだけれど。

　実は、ずっと悩なやんでいたことがあった。

（これで、いいのか？）

　朝からずっと丁てい寧ねいに拭いてやった、鎖くさりを回して前に抱えたＳを見ながらそう思う。だって……。

「──確か、ＳもＧみたいに、人間の姿になれるんだったよなあ」

　だったら。なあ、とアルバルドは【剣ＳＷＯＲＤ】に向かって話しかけた。

「おまえはどう思うんだ？　封印のことだけど。……剣けん聖せいのオレがこんなこと言っちゃいけないんだろうけど」

　正直、わかんないんだ。アルバルドはＳに吐と露ろしてしまう。

「完全に封印してしまっていいのか、なんて……。だって、あの残ざん骸がい都と市しで確かにＭが手にしたおまえに、苦しめられはしたけれど。でも最終的にＭを切り裂さいたのも、Ｓなんだよな。……助けてくれたんだよ、おまえってさ。それなのに……。あのとき直接おまえを振ふるったオレが、封印される道を安あん易いにとっていいんだろうか？」

　それって、恩知らずだよな。アルバルドは眉まゆ根ねを寄せて空色の瞳ひとみを揺ゆるがした。いや、でもわかっているのだ。残骸都市の強きよう固こな大地すら切り裂く精せい書しよ。その存在をまた奪うばわれてしまったら、今度こそ取り返しがつかなくなるだろう。

　だから神しん殿でんは封印の道を選んだ。それはそれで正しい道だとも、アルバルドには十分わかっていることだ。

　それでも……。

「ごめんな」

　しっかりと簡易封印の鞘に収められたＳを手に、そう声をかけた。

　剣聖である自分には、神殿と軍の出した決定には、逆さからうことができないのだから。

　──そこにようやく、「アルバルドさま」と部屋の外から声がかかった。封印の支じ度たくが調ととのったことを告げに来た、一人の侍じ女じよによるものだ。

「わかりました。すぐに行きますから」

　簡単にそう返へん答とうし、アルバルドは壁かべにかけてあった短たん刀とうを腰こしに下げ、【剣ＳＷＯＲＤ】を繫つなぐ鎖の隙すき間まにねじ込むように、簡単な軽けい鎧よろいを身につける。

　封印の件は、神殿内部にも一いつ般ぱんには広まっていない事こと柄がらである。そのため過か剰じようではない、最低限の装そう備びであった。

　最後に、しっかりと簡易封印の鞘に収まった長剣姿のＳを背中に回して、アルバルドは自分の部屋を後にする。侍女に先せん導どうされるまでもなく、一人で、全すべての準備が完かん了りようした封印の西の小しよう塔とうへと真まっ直すぐ向かった。

（……もうすぐ、こいつと本当にお別れなんだよな……）

　神殿の中を中央塔の真西に位置する小さな塔へと歩きながら、アルバルドは背中に感じるＳの重みにそんなことを実感した。

　それでもアルバルドの足は、引き返すことを許されるはずもなくて。ついに神殿区域内の最も西の果てにある、数十メートル規模の他の塔の三分の一ほどしか高さのない、けれどもどの塔よりも厚い壁を持った西端の小塔へとたどり着いた。

　小塔の前には、周囲を守る女僧兵がいた。アルバルドは彼女たちから、封印の間が小塔の中腹にあることを聞き、中へと入る。だが扉とびらを開けたその内部には、兵士の姿は一人もいない。当たり前だ。この儀式は、公式なものではないのだから。

　アルバルドは螺ら旋せん状じように組まれた石の階段を登り、重い扉に閉ざされていた封印の間へと、ついに足を踏ふみ入れた。

　──そこは三階ぶんほどが吹ふき抜ぬけになったような、やけに天の高い正方形に囲まれた空間だ。つまり構こう造ぞうとしては、この部屋が最上階ということなのだろう。

　大勢が入る食堂の二階席ほどもある広い部屋の床ゆか面めんには、びっしりと細かな錬れん精せいの図形が巨きよ大だいな円の中に刻まれていた。さらに空中につり下げられた、金属製の薄うすくて大きな輪っかがある。真下の円の錬精陣じんと対ついになる形の、模様を刻まれたもの──立体的につくられた術式。それが精書封印のために、特別に組み上げられたものなのである。

　うわぁ……。アルバルドは目を見張った。これだけの図式を描えがいて精せい霊れいたちをうまく導みちびくためには、どれほどの日数と人手が必要だったことか。アルバルドには想像もつかないし、やりたいとも思わない。というか、無理だ。

「待っていたぞ、アルバルド殿どの」

　床に描かれた大きな円を挟はさんだ奥おくに、そう声をかけてきた何人かの人ひと影かげがあった。

　大だい神しん官かんラフネと、剣けん皇おうサイゾウ。それに赤毛の紅クレナイ神官と、他に黒い衣ころもを着た数名の者たち。おそらくこの封印の巨大錬精陣を描き上げた、専門の錬精師であろう。

　では、と彼らを指揮するのは、アルバルドとその背に負ぶわれたＳの姿を確かく認にんした、紅神官だった。

「無事にＳも到とう着ちやくしたことであるし。そろそろ儀式を始めようか」

　頃ころ合あいを見計らって告げたその言葉に、側そばに控ひかえる錬精師たちが動く。床に描かれた円陣を踏ふまぬように注意しながら、均きん等とうに円の周りを取り囲んだ。──その数、四人。さながら中央塔を中心に据すえ置かれた、精霊神殿の優ゆう美びな姿をつくりあげる従属の四本の長塔と同じように、銀糸の飾かざりの施ほどこされた真っ黒な衣い装しようを着た彼らは、背筋を伸のばして立った。

　ついに、始まるのか……。アルバルドは気を引き締しめる。

　そこに新たに、もう一人の人物が奥の太い柱の陰かげより現れた。

「？　白華ちゃん？」

　それは金きん粉ぷんをあしらった、長い裾すそと袖そでを引きずる一ひと際きわ豪ごう華かな衣装に身を包んだ白はく髪はつの少女。──精霊巫み女この白華であった。







　大神官ラフネにエスコートされ、封ふう印いんの間の隣となりの別室に控ひかえていた白華は、長すぎる裾を自分で踏みつけないように注意しながら、巨大錬精陣の描かれた部屋へと入った。

　そこは大地を走る精脈から精霊たちの力を導かれた、特別な空間である。金色の『龍りゆう眼がん』が素す早ばやく見み抜ぬいた。つり下げられた輪と対になる、床いっぱいに描かれた円の図式の内容も。

　それと類るい似じするものを実は、白華はこれまでに見たことがあった。

（精書封印のための術式……）

　これがどうして、時間がかかったとはいえ、こうして完かん璧ぺきにつくりあげることができたのか。──その理由は、母の部屋で全すべての真実をして知った今の白華だからこそ、よくわかった。

　歩きながら、白華はこの場にいる面々と顔を合わす。母親代わりの大神官ラフネも、十二神官である剣皇も赤毛の神官も、もちろん承しよう知ちしていることなのだろう。……他の神官たちは？　この場にいないということは、もしかしたら知らないのかもしれない。なにしろ十二人の上級神官のうち、四人は単なる東西南北の各地方領主で。世せ襲しゆう制ですらなくて、四年に一度の周期サイクルで、すぐに交こう代たいしてしまうのだから。

　故ゆえに神殿の真実は、古くからここにいる限られた者のみに、細々と伝えられていたことなのだろう。

　そのことを白華は責せめない。非ひ難なんしない。思うのは、これまで無意識に享きよう受じゆしてきた全てのことに、しっかりとした「意味」があったということだけ。

　それを教えてくれたのは、姉のメールに書かれていた、ほんの些さ細さいな一言だった。

『絶対になにかつくられた目的や、理由があるんだよね、うんっ！』

（……姉様）

　白華はそっと、お腹なかを押おさえる。重ね着した金色の衣装の下に隠かくしてある、携けい帯たいコンピュータを確かめるように。

　かわらないそれだけが、まだ重すぎる物事に慣なれていない今の白華を支えてくれる。だから剣皇が「前へどうぞ、白華殿」と穏おだやかに勧すすめる声におとなしく従したがい、「巫女」を演じる。彼らが、そして歴史ある帝國と神殿が望む、そのままに。

　それを白華は拒きよ否ひできない。そのために、そのためだけに、精霊巫女は『龍眼』を受け継いできたのだから──。







「精霊さんを集めて、封印の錬れん精せい陣じんを起動させます。──精書Ｓをここにください」

　幼おさななじみの白はく髪はつの少女が淡たん々たんと言った。……あれ？　アルバルドはその言葉にもちろん逆らわず、背中にある【剣ＳＷＯＲＤ】の鞘さやに手をかける。と、しかし。円陣の手前に立った彼女を見て、いつもと違ちがう気け配はいに気付く。
















　なんでだろう？　白華はアルバルドと目を合わしても、金色の特別な瞳ひとみはそこに何も浮うかべない。

「こんにちは、アルさんっ」

　戻もどってらっしゃったんですね。などと、いつもの彼女ならこんな緊きん張ちようする場面でも、にこやかにこっそりと微笑ほほえみを送ってくるはずなのに。

　けれどもその要因を、アルバルドが勘かん付づくことなんてできもしない。だからおとなしくＳを持って、床ゆかに刻まれた巨きよ大だい錬精陣へと進もうとした。──が。

　その直前、しっかりと閉とざされていたはずの背後の扉とびらが、いきなり開いた。

　現れたのは、赤毛の美人補ほ佐さ官かんを従したがえた、炎ほのおをあしらった細身の剣を帯おびた男。黄色と黒の派は手でなストライプ頭の、火の剣けん聖せいガドであった。

「邪じや魔まするぜッ！」

　そう告げて威い勢せい良くアカネと共に入ってきたガドは、「間に合ったか」とアルバルドと背中の【剣ＳＷＯＲＤ】を見て嬉き々きとする。

　しかし駆かけ込んできた二人に驚おどろくのは、紅クレナイ神官はもとより、アルバルドもそうであった。

　なぜなら。彼ら二人は昨日から、自分たちの乗ってきた飛ひ空くう艇ていで、無む断だんでどこかに飛び立っていたのだから。

　姫ひめである天華ほどの騒さわぎにはならなかったが、それはもちろん問題視されていたのだ。

「ガド殿どの！　どうしてここに……いや、それより！」

「勝手に出て行ったことか？　ああ、まあ、ちょいと野や暮ぼ用ようが、な」

　声を荒あららげる紅神官に睨にらまれても、ガドは変わらないひょうひょうとした態度でさらりとかわす。

「ただ封印の儀ぎ式しきには立ち会ってみたくてよ。こうして慌あわてて戻ってきた、ってゆーわけさ」

「が、ガド様っ」

　余よ裕ゆうの表情で入ってきたガドとは対たい照しよう的てきに、振ふり回される補佐官アカネはひどく困こん惑わくした様子で、ガドをとにかく制止する。

　だが華きや奢しやな彼女の絡からむ腕うでは、逞たくましい剣聖の男を止めるには至いたらなくて。

「なあに、ちょっとな。いいじゃねーか。それに、な。アルバルドよぉ」

「？　えっ、お、オレですか？」

「そうだよ。……ちょっといいか」

　有う無むを言わせず火の剣聖は、アカネの腕を振りほどき、アルバルドの前に出た。ガドの背せ丈たけはアルバルドよりも、頭ひとつは低いけれど、そんなことは関係ない。圧あつ倒とう的てきな存在感が、出向こうとした円陣の寸前で、アルバルドを無理矢理踏ふみとどまらせるのであった。

　そしてガドは「ほら」と、錬精の入れ墨ずみの入った腕を差し出してくる。

「……が、ガドさん？」

「見み納おさめになる前に、一回ぐらい触さわらせてもらおうと思ってな。いいだろ、なあ」

「え、でも！」

　アルバルドは狼ろう狽ばいする。しかしガドは有う無むを言わせず、強ごう引いんに腕を伸のばした。

　それを制したのは、剣けん皇おうの鋭するどい声──。

「何をやっている、ガド！　お主ぬし、精せい霊れい都と市しに帰き還かんしてからずっと、どうにもＳを見る目が違ちがったが……どういうことじゃッ」

「別にぃ？」

　おっと、と両腕を咄とつ嗟さにあげて、ガドは振り返って円陣の向こう側にいる、睨にらむ剣皇に応こたえた。逆らうつもりはない、というジェスチャーだ。

　──しかし。ほっとしたアルバルドの空色の瞳が、ガドの暗色の眼まな差ざしと合ってしまう。その刹せつ那な。

（えっ……？）

　アルバルドの世界が、はじけた。







　……なんだろう。全すべてが、ぼやける。空間の輪りん郭かくも、周囲にいる人々も。何もかもとろけて、意味がなくなってしまう。

　ただ聞こえてくるのは、ひとつの『声』──。

（どうしてキミは、力を解放しないんだい？）

　問いかける『声』は一方的に、アルバルドの聴ちよう覚かくを支配する。他のものは何も聞こえてきやしない。

（どうして、そんなに素す晴ばらしい力を持っているのに使わないんだい）

　素晴らしい力？　アルバルドは自分一人しかいない世界で、己おのれの背中にある長剣のＳに気付く。これのことか？

　そうだよ。と『声』が囁ささやく。使うべきだよ、使うんだ。ほら……。

（なんだよ、やめろッ！）

　いつしか『声』が、自分になる。自分が、『声』と入れ替かわる？

　それでいいのかい。『自分』が言った。

（なにが……なんなんだっ？）

『声』が叫さけんだ。もう、どちらがどうなのかすら、いつしかわからなくなってしまう。

　いや、『声』と『自分』がひとつになる？　別々であったはずのものが、ひとつに混ざってしまうのだ。まるで辺りを取り巻いている、この意味のない世界のように。

　そう──。『声』が、『自分』になってしまう。

　封ふう印いんから解とき放つんだ。Ｓの鞘さやに手を回して『自分』が思った。剣聖の価値は最強であることだろう？

　なら最強は、ここにある。大地も、空も、何もかもをあっさりと貫つらぬいてしまう、誰だれも止められない凄すさまじい力が……。

（剣聖は、最強……）

　そう、そのためにアルバルドは、厳きびしい修しゆう練れんに耐たえてきた。剣を振るうことだけに。

　でも。

（──違う）

　……何が違うというんだい？　剣聖は……。

（剣聖は、確かに強くなくちゃいけない。でも、それは！）

　自分だけのためじゃない!!　アルバルドは後ろに回した手でＳを思い切り握にぎりしめ、しかし鞘より抜ぬき放つことなく強く思った。まとわりつき、精神をこじ開けようとしていた『声』を引きはがす。『声』が拒きよ絶ぜつされ、馬ば鹿かな、と悶もだえた。

　そんな馬鹿な、僕の【精神ＭＩＮＤ】をキミごときが拒こばむなんて──？

　誰よりも精神が軟なん弱じやくそうなキミに、負けるなんて!?

（それは否定しない！　オレは、確かに弱いよ。たった一人の人間だから。でもッ！）

　誰かを守りたい。アルバルドが「人」として生きる根こん底ていの意志だけは、決して揺ゆるがないものなのだ。

　だから、アルバルドは『自分』から自分を取り戻もどす。

　Ｓを庇かばい、痛いほど鞘を摑つかむその感覚を中心に、今いる世界の輪りん郭かくを復ふく元げんさせながら。







「ダメえ─────────っ!!」

　世界が徐じよ々じよに元通りになる。そこで唯ゆい一いつアルバルドを襲おそった異変に気付いた声が、空気を裂さいた。それがアルバルドに、急速な覚かく醒せいの引き金を与あたえてくれる。

　悲鳴の主は、精霊巫み女この白華であった。金色の瞳ひとみに、先ほどまでとは違ういっぱいの感情を込めて彼女は叫ぶ。喉のどを嗄からす。

　ああ、とアルバルドはそんな場合ではなかったが、必死な彼女の表情に安あん堵どを覚えた。そうだよ、そうでなくちゃ。

　あの銀ぎん髪ぱつの少女と双ふた子ごである白華から、姉とはまた違った純じゆん真しんな元気がなくなるのは、見ていてとても嫌いやだったから。

　自分が守らなくちゃいけない、その大事な一人なのだから──。

「アルさん、気を付けてえっ！」

　……えっ。そこまで彼女の言葉を聞いて、ようやくアルバルドは我われに返った。視界に入るのは、正面に立つガド。驚おどろきに満ちた表情の彼だったが、その手は迷うことなく、アルバルドの抱かかえるＳへと伸びる。なぜ？　そんなの、決まっているっ。

（ガドさん──！）

　まさか、という気持ちがあった。だけど胸に思い起こされるのは、残ざん骸がい都と市しでのあの巨きよ漢かんの獣じゆう機き族ぞく、ダイガの顚てん末まつ。彼はどうなった？　その心にＭの【精神ＭＩＮＤ】を刷すり込まれ、操あやつられてしまったのだ！　そしてもしや、この火の剣聖の青年も!?

　暗色の瞳をもって伸ばされたガドの腕に、アルバルドは戦せん慄りつする。絶対に渡わたしてはいけない！

「やめるんだ、ガドさん!!　あなたはっ！」

　だからアルバルドは反射的に、ガドの腕が空を切る距きよ離りにまで全力で数歩下がり、【剣ＳＷＯＲＤ】のＳを背後に慌あわてて庇かばうのだった。

　──けれども、違った。アルバルドは致ち命めい的てきな過あやまちを犯おかしてしまった。

　そのことに気付かされたのは、封印の間に絶ぜつ叫きようにも似た少女の悲鳴が起きたとき。

「違うっ、アルさぁん────!!」

　特とく殊しゆな瞳を持つ、白髪の少女が告げた。だがそのときには、手て遅おくれで。

　がくん、とアルバルドの体が引きずられる。な……!?

　ガドの錬れん精せいの模様が刻まれた腕は、届いていない。届くはずもない。なのにしっかりと後ろ手に隠かくしたＳの長い柄つかを握にぎりしめた細い腕が、振ふり返った空色の瞳に映る。

　黒い軍服の袖そでを連れたその手は、アルバルドの後ろにいた赤毛の美人補佐官のもので。彼女は正面のガドへとアルバルドが必死に意識を向けたほんのわずかな隙すきをついて、Ｓを摑つかみ取るのだった。

　さらに空いていたもう一方の腕が、Ｓの鞘を鷲わし摑みにする。瞬しゆん間かん、ものすごい腕わん力りよくがアルバルドに振るわれた。細身の彼女の膂りよ力りよくひとつで、アルバルドの体たい軀くがまるごと持ち上げられたのだ。

　驚きの声すらあげる暇ひまも与えられず、アルバルドはそのまま真っ逆さまに、硬かたい床ゆかへと叩たたき落とされる。同時に彼女の腕力にちぎられたのは、軽けい鎧よろいにしっかりと結びつけられてあったＳの鎖くさり──。錬精術により、強きよう固こな結けつ合ごうを見せていた鎖たちは、あっという間に砕くだけ散った。その力は明らかに、人の所しよ行ぎようを超こえるもので──。

　叩きつけられた衝しよう撃げきに呼吸を忘れ、床に這はいつくばるアルバルドの眼前で。醜しゆう態たいを見下ろす彼女は、ニッ、と歪いびつに微笑ほほえんだ。

　よどんだ赤い瞳ひとみを持った補佐官アカネは、慈いつくしむように撫なでる。紋もん様ようの刻まれた鞘に収まったＳを手にして。







　驚いたかい？　とＳを手にした赤毛の美人補佐官は、本来のアカネには不ふ似に合あいな、下げ卑びた笑みを張り付かせる。

　それがアカネではないことは、あまり頭の良い方ではない這いつくばったアルバルドにももうわかる。わからないはずがないっ。

「おまえ、Ｍ……!?　い、いったいいつからあっ!!」

「ハハ、驚いたかい。この体に潜もぐり込んでいたのは、最初からだよ。気付かなかっただろう？　それはそうさ。この特別な彫ほり物のされた肉体は、完全に隠かくれるにはとても都つ合ごうがよかったからね」

　それは彼女本人にも、まったく気が付かれなかったくらいだからね。などと言って、封印の間に哄こう笑しようを響ひびかせる。飛び起きて身み構がまえたアルバルドのずっと背後で、状じよう況きようがわからない紅クレナイ神官や剣けん皇おうたちが、四人の錬れん精せい師しと共に白華や大神官ラフネを後ろに守るように動いた。

「ど、どういうことなのだ？　あ、アカネは──」

　美人補佐官と血けつ縁えんのある紅神官が、うわずった狼ろう狽ばいの呻うめきを思わず漏らした。

　そんな彼らを一いち望ぼうして、「お初はつにお目にかかります」と大げさな身振りで、Ｍに乗っ取られたアカネは仰ぎよう々ぎようしく挨あい拶さつをする。

「僕が、キミたちの最も会いたくなかった相手の精せい書しよＭだよ。フフ」

「なにっ……？」

　意味がわからず、紅神官は絶ぜつ句くする。それはそうだ。アルバルドの正面に立つのは、どう見てもアカネ本人で。

　そう、確かに本人なのである。ただしその心はいつしか完全に、Ｍの【精神ＭＩＮＤ】に汚お染せんされて──。アルバルドは反射的に、腰こしに帯びていた短刀を抜ぬいて構かまえた。

　アルバルドにはわかる。知っている。アカネの肌はだに直接刻まれた、常に精命力が流動する錬精の紋様の隙すき間まに、擬ぎ似じ的てきなつくりものの体を潜ひそめていた存在を。それはもちろん人ではなく、けれど人と同じ形をとれるモノ。空色の瞳には、アカネの姿に重なって、その正体である紫し紺こん色の長い髪かみを持った、透とう明めいな瞳を持つ細身の美青年が見える。──二十六体ある精書のひとつ、Ｍが。

　そうだ。Ｍがアカネの肉体に今まで潜り込み、今までずっとＳを奪うばう一瞬を狙ねらっていたのだ！

　そして、その手に今は、絶対に渡してはならなかったその【剣ＳＷＯＲＤ】のＳが抱だかれていて。

「なんてこった……ちきしょううッ!!」

　アルバルドは奥おく歯ばを嚙かみ砕くだくほどの勢いで、強く歯嚙みした。冷や汗あせがどっとあふれ出す。

　その前で、しかし対たい照しよう的てきに。アカネの肉体を奪ったＭは、実に楽しそうにくすくす笑った。

「本当に僕は幸運だったよ。なにしろ精命力が循じゆん環かんしているこの彫り物の刻まれた体は、僕の傷ついた体を修復するのにぴったりの器うつわだったからね」

　おかげでゆっくりと、Ｓを奪う機会を狙ねらえたよ。なんてアカネの口で、そう語る。赤い彼女の瞳はいつしか、Ｍの透とう明めいな輝かがやきに包まれて、腰を落として短刀を向けるアルバルドを余よ裕ゆうの顔で見み据すえていた。

（まさか、こんな。アカネ補佐官の中にＭがいたなんてっ……！）

　それを寸すん前ぜんで看かん破ぱしたのは、声をあげて教えてくれた、白髪の少女だけで。……待てよ？　そのときアルバルドは、唐とう突とつに思い出す。

「じゃあ……ガドさんは、違ちがう？　Ｍとは関係ないってことなのか？」

　アカネの体と向き合ったまま、白華を守るように動いた他の者たちとは違い、未いまだそこに残ったままの火の剣けん聖せいを横目で見る。傍かたわらに立っているガドは、特に操あやつられているような気け配はいはなく、かわらないいつもの空気を携たずさえていた。

　──けれども。

「そうでもないぜ？」

　何気ない口調で、ガドが言った。袖のない普ふ段だん着ぎから伸のびた逞たくましい裸はだかの腕うでに、いきなり灼しやく熱ねつの輝きを纏まとわせて。

「なッ──!?」

　爆ばく風ふうだった。アルバルドはほぼ無む防ぼう備びな真横からそれを食らうはめになり、吹ふき飛んだ。軽鎧に施ほどこされた防ぼう御ぎよ強化の錬精の術印が、たった一発で消しよう滅めつし、威い力りよくを完全に打ち消せない。故ゆえにアルバルドの体は宙に舞まい、頑がん健けんな石の壁かべと衝しよう突とつし、跳はねた。最後に転がってぶつかったのは、入ってきた封ふう印いんの間の扉とびらである。その分厚い一枚をぶち破り、どうにか止まる。息が詰つまった。口の中に、鉄臭くさい血の臭においがわずかに広がる。

　背中で押おし倒たおした扉が、螺ら旋せん階段をやかましく落ちていった。その音に、アルバルドは痛みを訴うつたえる体を抱かかえながら、ようやく何が起こったのかを認にん識しきした。必死に短刀を突つき立て、起きあがった視界には、アルバルドがさっきまで立っていた場所に生まれた、床ゆかをえぐった瓦が礫れきがあった。それを彩いろどるのは、燃えさかる紅ぐ蓮れんの炎ほのおだ。

　もちろん精せい霊れいへの意味ある囁ささやきすらなしに、一いつ瞬しゆんで何もない場所に火の精霊たちを呼び出すなんて芸げい当とうができるのは、ここにいる中でもその扱あつかいに長たけた、たった一人の男だけで。シャツから覗のぞく両腕の錬精紋章を発動の輝きに染めるのは、黒と黄色のストライプの派は手でな髪を持つアルバルドの先せん輩ぱい剣聖、ガドだ。

　ガドはさらに、容よう赦しやなくその破は壊かいの炎をぶちまける。叩たたきつけられ砕くだけたのは、この部屋に描えがかれてあった巨きよ大だいな封印の錬精陣じんだ。暴れる真しん紅くの衝しよう撃げきは、床だけでなく壁や、遥はるか高い天てん井じようすら焼いて貫つらぬく。巻き込まれるのは、その向こうにいる白華や剣皇、紅神官たちだった。

　アルバルドは悲鳴ひとつすら聞こえずに起こったその光景に、言葉を失う。封印の間そのものが、外がい壁へきごとぽっかりと半壊した。

　それがガドの生み出す、収しゆう束そくさせた炎の刃やいばの威力だった──。

　焦こげた空気と、湿しつ気けを含ふくんだ重い風が、アルバルドの金きん髪ぱつに触ふれる。風にちろちろと揺ゆらぐ赤黒い炎が辺りの全すべてを支配し、どこからか血のにおいが届いてきた。もちろんアルバルドのものではない。

「そ……ん、な……」

　ウソだ。ウソだウソだウソだああッ。アルバルドは眼がん前ぜんの出来事を否定しようとする。けれども事実にかわりはなくて。焼け付く熱風は確かに本物で、破壊の嵐あらしをもたらしたガドは一人、赤く揺らめく炎の中に平然と佇たたずむ。

　そしてその脇わきで狂くるったように笑うのは、赤毛のアカネだ。

「ハハハ！　前回と同じようなことになるのはごめんだからね。万が一の要素は、あらかじめ徹てつ底てい的に潰つぶさせてもらうよ？」

「そ、んな……これじゃあ！」

　最悪の状じよう況きようだ……。アルバルドは絶望に染まる。Ｍは復活し、その手にＳを奪うばい取った。さらに精せい書しよを封印できる準備された術印は破壊され、しかも大勢の者が巻まき添ぞえになった。──アルバルドの目の前で！　胸が痛いほど締しめ付けられる。

（剣けん皇おう様……それに、白華ちゃん──!!）

　膝ひざが崩くずれそうになった。だが、それは許されない。何より、そんな事態を引き起こした相手が。

「悪いなあ、アルバルド」

　炎を映し込む暗色の瞳ひとみを向けて、ガドがゆっくり近づいてくる。群むらがる火の精霊たちに焦がされることなく、その足で邪じや魔まな瓦が礫れきを蹴けりつけて。

　火の剣聖は抜ぬき放った装そう飾しよくの施ほどこされた細い剣に、大量の炎を纏まとわせた。

「!?　ど、どうして……ガドさんっ……」

「ハン、いちいちしゃべらなくとも、俺サマたちには剣を交まじえさせれば十分だろ？　なあ、鋼はがねの剣聖」

「そんな……そんな理り屈くつッ！」

「なら、間ま抜ぬけに口を開けたまま死ねよ。祈いのりは力にならねえ。そうだろ？　それともおとなしく、俺サマのために──燃え果ててみるかアァア───ッ!!」

　ガドの操あやつる暴れる炎が、アルバルドに襲おそいかかった。




　　　　６




　石の瓦が礫れきすら焦こがして、強制的に張り付かされた火炎たちが、嫌いやな臭いを放つ黒い煙けむりを昇のぼらせる。それは仰あお向むけに倒れた白華から見える、一面の空の暗雲へと吸い込まれ、同じ色に溶とけていった。

（……なにが……）

　わたし、どうしたの？　白華は騒さわぐ精霊たちの声を聞きながら、瓦礫の山に起きあがる。長すぎた金糸の装しよう束ぞくの裾すそは千ち切ぎれて、みっともなく真っ白な太ふと股ももが露あらわになっていたけど、どうやら怪け我がはないようだ。──湿しつ気けを含ふくんだ重い風の精霊が、どうにか受け止めてくれたから。

　そう、白華は落下したのだ。顔を上げたそこに見えるのは、中程から半はん壊かいした西端の小しよう塔とうの姿であった。それは穴の開いた己おのれの中身を、血のような炎に染めてそこにあった。え？　え？　え？

「ど、どうなって……」

　確か、Ｍが現れて。次の瞬しゆん間かん、火の剣聖が床に描えがかれた封印の錬精陣ごと、周囲に破は壊かいをもたらしたのだ。と、そこまで思い出し、白華は頰ほおをひきつらせた。──他の人たちはっ!?

　白華は、精霊が守ってくれた。火は避よけてくれ、風がやさしく抱だき留とめてくれた。でも、それ以外にあの封印の間にいた他の者たちの姿は、この焼けた瓦礫の上にはなかった。誰一人！

　それに、塔を守っていた兵士たちの姿は？　それはもちろん、重く降ふり注そそいだ瓦礫の下で──。ああ！　金色の瞳が動どう揺ように縛しばられる。精霊たちの声をしっかり聞き取れば、何人が犠ぎ牲せいになったのかすぐにわかる。けれどもあえて耳を塞ふさいだ。塞いでしまった。聞きたくないっ。なぜなら半壊した西端の小塔から吐はき出された瓦礫の中には、明らかに炎とは異ことなる、真っ赤に濡ぬれた色合いのへばりつくものがあったから。

「わ、わたしのせいだ……！　わたしが、もっと早く気付いていたらっ！」

　白華は蒼そう白はくになり、耳を塞いだまま瓦礫の台地に膝ひざを折った。わかったのが遅おそすぎた。Ｍは実に巧こう妙みように、あの瞬間まで完かん璧ぺきに気け配はいを消していた。彼の持つ精命力は見事に赤毛の女性補佐官と融ゆう和わし、その肌はだに刻まれた錬れん精せい紋もん章しようの内側へと潜もぐり込んでいたのだった。

　そのことを白華の特別な『龍りゆう眼がん』が見み抜ぬけなかったのは、精霊神しん殿でんという場所柄がらもあるだろう。大地に集められた集約する精霊たちの存在が大きすぎて、対面するまで些さ細さいな変化を感じ取ることができなかった。

　だが後こう悔かいしている時は、白華には与あたえられない。火柱が突とつ然ぜん、口を開けた西端の小塔の内側から真横にいくつも噴ふき出した。

「きゃああっ!?」

　白華は頭を抑おさえ、身を屈かがめる。と、新たな瓦礫のかわりに降ってきたのは、ひとつの人ひと影かげ。炎と同じ鮮あざやかな赤い髪かみをふわりとなびかせ着地した、アカネだった。

　いや、Ｍに完全に乗っ取られた、アカネ補佐官の肉体である。

「……やれやれあの男ときたら、僕まで一いつ緒しよに焼き殺す気かい？　まあ、こんなことで死にはしないけどね」

　そんな独どく白はくと共に、持っていた【剣ＳＷＯＲＤ】のＳについたすすを軽く払はらう。と、「おっと」とその場にふらついた。

「なんだ？　ああ、足の骨が折れたのか」

　そうか、脆ぜい弱じやくな人間の体なんだものね。などと平然と呟つぶやく。操あやつられたその顔色に変化はまったくなかったけれど、確かに足が折れたのだろう。自分の肉体でないため、気にせず十メートル近くもある高さから飛び降りた結果であった。

　おそらく痛みを感じることはなくて。裂さけた軍服のズボンの裾すそからわずかに鮮せん血けつを滴したたらせつつも、アカネは平気な顔をして白華と向き合う。おやおや、とわざとらしくうやうやしいお辞じ儀ぎをしながら。

「これはこれは精せい霊れい巫み女こ様。お久しぶりだね」

「Ｍ、さん……！」

「ハハっ、さん付けとは嬉うれしいね。……へえ、あの高さから落ちて、キミは無傷なんだ。精霊に助けられたってとこかい？　でも他はダメだったみたいだね」

　何人死んだのかはわからないけど、無む惨ざんだねえ。アカネは透とう明めいな眼まな差ざしを、塔から吐はき出された瓦礫にへばりつく赤黒い染みへと向けて語る。

　そんな言い方……！　白華は涙なみだがこぼれでそうになった。耳を開けても、混乱する感覚は未いまだ、精霊たちの声を聞きとめる状態にない。生きてるのか死んでるのか、わからないっ。

　と、再び塔から、猛もう烈れつな炎ほのおが吐き出された。うぉわ、と叫さけんで白華たちのいる場所とは反対側に穴を開けて、そこから落ちていくのは金きん髪ぱつの青年だ。それを追いかけるのは火の剣けん聖せい。二人は空中でもつれ合い、墜つい落らくした。

「ふぅん。あっちも、なかなかやるよね」

　一いち瞥べつして、アカネが面おも白しろそうに言った。向こうは彼に任まかせるか、と。

　それから「さあ、どうしようかな？」などと、彼女は白華へと近づく。瓦礫に覆おおわれた大地にぽたぽたと血を落としながら。
















「人間にしては破は格かくの力を持つキミを生かしておくのは、正直あまり面白くないんだよね。……ああ、でも、使いようによっては退たい屈くつしのぎにはなるかもね。フフ」

「えっ!?　な、なにを……」

「どちらにせよ、下へ手たに動けないように手足を四本、全部根本から叩たたき折っちゃおうかなあ」

　ねえ、と勝手に同意を求めて。ゆっくりと瓦礫を踏ふみしめ近づいてきたアカネが、抱かかえ持つ鞘さやに収まったＳを、へたり込んだ白華の前で振ふり上げる。白華はしかし、動けない。逃にげられない。射すくめるアカネの透明な眼光を前に、わずかに身じろぎしただけだ。そこにある、圧あつ倒とう的てきな【殺戮者ＭＵＲＤＥＲ】としての冷たくて不ぶ気き味みな意志に魅み入いられて。

　──だから。間かん一いつ髪ぱつで白華ごと、瓦礫の大地を穿うがち抜くはずの一いち撃げきをかわせたのは、白華の力ではなくて。その寸前にさらってくれた、一いち陣じんの疾しつ風ぷうのおかげであった。

　衣い装しようの腰こし帯おびを強く摑つかまれ、白華はきゅう、と息を詰つまらす。突とつ然ぜん視界が横に流れ、アカネの姿が消え去ってしまった。いや、それは白華自身が真横にかっさらわれたからであり──。

　猛もう烈れつな速度で急降下し、逆さまに反転して強きよう襲しゆうした純白の舞翼ライド。その背に乗った銀髪の少女の手てつ甲こうの片腕うでが、しっかりと白華を抱だき留とめてくれていたのであった。







「──ね、姉様っ!?」

「白華、間に合ってよかった！」

　とにかく、ちゃんと摑まって──！　ほとんど足だけで機体にしがみついた天華は、すれ違ちがいざまに摑んだ妹に必死に叫さけぶ。上下がひっくり返った機体は無理な姿勢で白華をぶら下げ、むやみに真っ黒な空へと上じよう昇しようしていく。と、どうにか白華を、機関部から這はい出した相棒が引っ張り上げた。

「じ、Ｇくんっ」

「あまりしゃべるな、白華。舌したを嚙かむぞ」

　褐かつ色しよくの肌はだの少年は機関部のシートからあまったベルトを引き出して、白華の帯を結んでくれた。だから白華の体は無ぶ事じに、雷らい帝てい号ごうにしっかりとくっついてくれて。ようやく天華は妹から安心して手を放し、機体をうまく立て直した。

　純白の愛機は上昇をやめ、すぐにくるりと翻ひるがえり、無数にそびえる神しん殿でんの塔とうの狭はざ間まに身を隠かくす。振り仰あおいだ後方の風にはためく妹の白い髪かみの向こうに、もう赤毛の軍服を着た、血まみれの女性の姿は見えやしない。でも……。

「って、白華、いったいなにが起こってるの!?　咄とつ嗟さに助けちゃったけど……今の人は!?」

　天華は後ろに降りた妹の手を、自分の腰にしっかりと回してやりながら、間かん髪はつ入れずに質問する。情報が欲ほしかった。なにしろ白華を助けられたのは、本当にたまたまだった。

　──精せい機き龍りゆうの骸むくろの元で他に当面の目的を失うしなってしまった天華たちは、Ｓの封ふう印いんの件もあり、こうして精霊都市にまで舞翼ライドを飛ばしてきた。ただし行きに比べて風に逆さからい、倍以上の日数をかけて戻もどってきたはいいものの、かと言って再び神殿に戻ることはできなくて。仕方なく街をぐるりと取り囲む外輪山の背中に隠れて、遠目で神殿の様子を見ていたのだ。

　そんなときに突然西の小塔が爆ばく煙えんを孕はらんだために、とにもかくにも真っ先に、舞翼ライドで駆かけつけたのである。

　だが、妹からの答を聞かずとも、天華にはなんとなく肌はだで感じた。

（あの女の人……）

　天華のジャケットを抱きしめる、怯おびえに震ふるえる白華の手が何より真実を物語る。火の剣けん聖せいの補佐官については、天華とて神殿に戻ったときに何度か目にした。けどさっきの彼女の様子はまるで、天華の知っているものではなくて。それ以上に、ゴーグル越ごしの銀の瞳ひとみは駆かけつけて白華を見つけたその一いつ瞬しゆんに、補佐官アカネの目を捉とらえた。確か髪と同じ色であったはずのそれは、明らかに普ふ通つうではない、透とう明めいな輝かがやきに包まれていて──。

（Ｍ……！）

　だから天華は相棒に声をかける暇ひまも忘れて、いきなり雷帝号を突つっ込ませたのだ。

　そしてついに妹が密着した背中で、こくりと確かな頷うなずきに顎あごを揺ゆらした。

「あの人は……あの人は、体の錬れん精せいの術印の隙すき間まに入ったＭに、乗っ取られているんです！」

「？　なんだと」

　そうか、と妹のさらに後ろで唸うなるのは、相棒のＧである。だからか、と彼は呟つぶやく。

「人間の体内は、精命力が常に満ちた場所だ。それを利用して、通常ではあり得ないほどの短時間で精せい命めい核かくを癒いやしてみせたというのか……Ｍは」

「……それに、たぶん」

　火の剣聖さんも。白華は最後にそう付け足した。

　その言葉が間ま違ちがいでない証あかしに、突然遥はるか後方の空に、赤い炎ほのおがぱっと散った。

　アルさん！　と白華が喉のどを掠かすれさせる。えっ？　中央塔につき従う四つの長塔。その円い空中回かい廊ろうをかわして機体を地上に降ろしながら、天華は振り返らずにはいられなかった。精霊都市の真ん中に位置する神殿区画の西せい端たんで、赤黒い炎と煙けむりがいくつもあがる。それは間違いなく意志を持って放たれた、激しい闘たたかいによるもので。

　あそこにまさか、アルが──？

　けれども天華はとにもかくにも、今優先されるべきことを片づける。降りていく神殿の中庭では、神殿区画の西側で突とつ如じよ起こった破は壊かいの渦うずに、兵士や侍じ女じよといった人々が混乱していた。

　そんな彼らを問もん答どう無む用ようで蹴け散ちらして、広く敷しき詰つめられた玉たま砂利じやりの上に、天華は愛機を着陸させた。

「何者!?」

「だあぁっ、あたしだって、あたしいっ！」

　帯たい剣けんした兵士たちが抜ばつ刀とうし、純白の舞翼ライドを取り囲んだ。そんな彼らに天華はゴーグルを外して、素す顔がおをちゃんと見せてやる。共に駆かけつけた女僧そう兵へいの一人が、「姉姫ひめさまっ!?」と目を丸くして、しかしすぐに兵士たちに下がるように命じてくれる。

　だから天華は安心して、機関部のベルトを腰帯から外してやって、妹をその場に降ろした。

「とにかく……白華をお願い！　安全なところへっ」

「えっ、ね、姉様!?」

「いいからほら、白華っ。あんたはちゃんと避ひ難なんしておくの！」

「でも……姉様はどうするんですか、だって……！」

　どうしようもないのに。兵士を搔かき分けやってきた侍女たちに連れられ、引き離はなされる白華の唇くちびるが告げた。

　そうだ、どうする？　天華はつい、機関部にいる褐かつ色しよくの肌はだを持つ少年を見てしまう。彼の黒くろ鉄がね色いろの瞳も、応こたえに窮きゆうした。

　Ｍは一人の人間の中にいる。それに、Ｓは？

　……アカネ補佐官が持っている。銀の瞳は妹をかっさらう直前、封印の鞘さやに収まった【剣ＳＷＯＲＤ】がアカネの手にあったことを目もく撃げきしていた。──と。

「つれないなあ、逃にげるなんて。せっかくだから僕の方から来てみたよ」

　などと告げて。そのＳを片手に担かついだ赤毛の美人補佐官が、輪を描えがく空中回廊の上に突如現れるのだった。







　Ｇはその場にいた兵士や銀ぎん髪ぱつの少女などよりも、誰だれよりも早く、塔の壁へき面めんを超ちよう人じん的てきな脚きやく力りよくで駆け上がった赤毛の補佐官に気付いた。

　黒い軍服のあちこちに赤黒い染みをつくるその行こう為いは、明らかに肉体への負ふ担たんを考えていない動きである。当たり前だ。今その器うつわを操あやつるのは、本当の持ち主ではないのだから。

「Ｍ……！」

「やあ、Ｇ。すぐに殺してあげるよ」

　十メートル以上の高さから、女性補佐官の口を使っての、Ｍの言葉がもたらされる。それにＧの横にいる雷帝号に乗った天華はともかく、周囲の軍人たちは戸と惑まどいを隠せない。彼らにはＭではなく、火の剣聖の補佐官である彼女が、そのきれいな顔に不ふ釣つり合いなほどの歪ゆがんだ笑えみをつくっているようにしか見えないのだ。

　けれども彼女の瞳に湛たたえられた、不ぶ気き味みに輝く透明な色は確かで。それに何より、人ではあり得ないほどの跳ちよう躍やくと血みどろの格かつ好こうを前にして、中庭や塔を走る兵士たちが統とう率そつを取り戻し、アカネに向けて各おの々おのの武器を構えた。

　それだけの異い質しつさが、今の赤毛の美人補佐官からは満ちあふれているのだった。

　放たれるのは、空中回廊に駆けつけた女僧兵たちからの、侵しん入にゆう者しや捕ほ獲かく用の錬れん精せい網あみだ。持つ者の意志に反応して生き物のようにうねる網の束たばが、アカネの細い両腕うでに絡からみ、縛しばる。が、それは無む惨ざんにもすぐに引きちぎられた。

　その予想もしない反動で遥はるかな高さより足を滑すべらせ落ちるのは、女僧兵たちである。中庭に植えられた緑の木々に、彼女たち数名の体があっという間に吸い込まれ、そして。

　天華が、Ｇの小さな体に思わずしがみついてきた。──地上に落ちて、途と切ぎれた彼女らの悲鳴を聞いて。

　だがＧは真上の様子を睨にらみながら、その手を強く引きはがす。こんなところで強こわばられて動けなくなってしまうようでは、闘うことなどできないから。

　そう、闘うのだ。たとえＭが、人間の体を盾たてにしていても。その手にＳを持っていても。

　諦あきらめたらそこで終わりだ。そのことをＧに教えてくれたのは、この銀髪の少女なのだから。

「この体は実にいい」

　空中回廊に残った、赤毛の補佐官が酷こく薄はくな微び笑しようを浮うかべる。

「矮わい小しような人間でありながら、僕が隠れるにはぴったりな場所だ。もっとも、体の頑がん丈じようさまではそうもいかないようだけれど」

　どうもね。とＭは血だらけのアカネの体を示し、肩かたをすぼめた。それからついに優ゆう雅がな動きで取り出すのは、抱かかえ持っていた鞘さやに収まる【剣ＳＷＯＲＤ】である。

「どうにも保もたないんでね。楽に勝たせてもらうよ？」

　アカネは封ふう印いんの鞘に手をかけた。精書の中で唯ゆい一いつ【使い手ＭＡＳＴＥＲ】としての力を持つ己おのれの元に、残ざん骸がい都と市しでそうしたように、【剣ＳＷＯＲＤ】のＳを従したがわせようと。

　だがそれを黙だまってみているほど、Ｇは間ま抜ぬけなつもりではない。

「させないッ」

　封印の鞘に施ほどこされた術印を壊こわすまでの、ほんの一いつ瞬しゆん。しかしそれは絶対の隙すきであった。Ｇは地上に降りた雷帝号から跳とび上がり、短い足で塔の壁面を蹴け上あがった。十数メートルの高さを、一気に迫せまる！

　──けれど、Ｍの方が上うわ手てをいった。

　先ほど腕にからみついた、女僧兵たちの錬精の網。その千切れた残骸を、下から飛びかかるＧへと投げつけたのだ。

　空中でＧは、さすがにかわしきれずに網を食らい、わずかに失速してしまう。そのほんの一呼吸の遅おくれの前に、砕くだけた鞘から両もろ刃はの美しい刀身を露あらわにした【剣ＳＷＯＲＤ】が、アカネの手の中に現れてしまった。

　だが、刹せつ那な。──ＧもＭも予想だにしない結末が訪れた。

　空中回廊に着地したＧの褐かつ色しよくの肉体を切り刻もうと、【剣ＳＷＯＲＤ】をかざしてアカネが笑う。しかし次の瞬間、【剣ＳＷＯＲＤ】を持った彼女の腕が凄すさまじい輝かがやく力に弾はじかれた。

　それはＳの【障壁ＳＨＩＥＬＤ】による、【拒絶反応ＳＹＭＰＴＯＭ】──。封印から解かれたとたん、Ｓ自身が拒こばんだのだ。Ｍに使われることを！

　驚きよう愕がくするＭの表情を貼はり付けたアカネの前で、空中回廊から【剣ＳＷＯＲＤ】は重力に引かれて落ちる。

　それを空中で拾うのは、下から純白の舞翼ライドを駆かってきた銀髪の少女だ。

「このぉおっ、落とさないってばああ！」

　必死に腕を伸のばし、片腕だけで愛機を操あやつり【剣ＳＷＯＲＤ】を摑つかむ。申し合わせたわけではない。Ｇが動けば彼女も動く、それだけのこと。故に彼女はＧが塔とうを駆け上がったのを見てすぐに、自分のやるべきことを考え、行動に移したのだろう。Ｇが必ず、【剣ＳＷＯＲＤ】を奪うばい取る機会をつくると信じて。

　空中回廊から滑り落ちて受け止められた【剣ＳＷＯＲＤ】のＳは、天華の手てつ甲こうの腕の中で、今度は拒絶する意志を見せなかった。

　だが摑みあげられたその姿は、急速に変へん貌ぼうする。長剣の姿を失って、構成する精命力を分解し、ゆるりとその身を紐ひも解といた。本来の姿に戻もどってしまう。すなわち決して開くことのない、閉ざされた分厚い書物の形へと──。

　え、え？　と本となったＳを前に、アカネからふいの攻こう撃げきを受けぬよう距離を取った天華が、銀の瞳ひとみを困こん惑わくに染める。

　しかし、相変わらず瞳に【沈黙ＳＩＬＥＮＣＥ】を湛たたえたＳが、何を考えそうしたのか。同じ精書という道具であるＧにはすぐにわかった。

「行け、天華！」

　だから鋭するどく、それだけを相棒の少女に伝えてやる。炎ほのおに焼けた神しん殿でん区画の西を示して。

　とたんに天華は雷らい帝てい号ごうの逞たくましい翼つばさで強く風を摑んで、一気に黒い雲の覆おおい尽つくす天空へと舞まいあがった。

　そこに迷いなど微み塵じんもなくて。「待て！」と焦あせるのはＭの声だ。

「呼び戻せ、Ｇッ!!」

「無む駄だだ。天華は戻ってこない。お前でも天華でもない、Ｓが選んだ唯ゆい一いつ無む二にの使い手の元に、Ｓを渡わたしてくるまではな」

「……なら、こういうのはどうだい」

　アカネの顔をすっと無表情に戻して、前にいるＧに見せつけるように、体内にいるＭは彼女の腕で首を摑む。きれいに伸のびた爪つめを立て、そこに走った動脈へと今にも突つき立てんとした。

　けれどもＧは動じない。すればいい、と突き放す。

「道具である俺が気にかけるのは、俺の源みなもととなっている天華のみだ。それ以外がどうなろうと、興味はない」

「見殺しってわけかい？」

「天華と引き替かえにするつもりはない、それだけだ。──だが」

　お前は舐なめすぎだ。Ｇは瞬時にアカネへと踏ふみ込む。血まみれの彼女の体が反応するが、遅おそい。赤毛の女性補佐官の華きや奢しやな体を組み伏ふせて、空中回廊の強きよう固こな足場に叩たたきつけた。

「な……!?」

　Ｍには予想外だったのか、透とう明めいなその瞳がわずかに曇くもる。が、腕を取られたアカネの体を肩かたが外れるのもいとわずに暴れ、苦痛を感じないＭは縛いましめより脱だつ出しゆつする。それでもＧは一度放すが、すぐに再び追いすがった。肩を無理矢理はめ直したアカネの、力任せな拳こぶしと蹴けりの連打が強きよう襲しゆうする。と、それを今度は、Ｇは短い片腕一本でしのいで見せた。

「忘れるな。俺の属性は【最強ＧＲＥＡＴ】だ。今も昔もな」

　──そのことに気付かせてくれたのは、いつも側そばにいる銀髪の少女。もっと強いはずでしょ、と諭さとしてくれたその言葉。

　だからＧは使ったのだ。貧ひん弱じやくで脆ぜい弱じやくで、Ｍと比べるまでもないこの小さな体。その全すべてを振り絞り、完全体の精書と闘たたかう術すべを。

《手甲術ガントレツト・ガード》──。それは本来、Ｇが幼い天華に「強くなりたい！」と頼たのまれて考え出した、彼女専用の格かく闘とう術じゆつだ。体が小さく、力もなく、それでもまともに闘えるように、と。たった二本の腕だけで相手の攻撃を受け流し、そのままそっくり返してやる。必要最小限の動作で最大級の効果を上げるその戦せん闘とう法ほうを、非力な今だからこそ、こうして使ってみせたのである。

　そしてＧは宣言する。もうお前の好きにはさせない、と。

「悪いが、時間稼かせぎをさせてもらう」







　【第三章】　崩ほう壊かいのとき
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　西端の小しよう塔とうからさらに奥おくの神しん殿でん区画は、あまり手の着けられていない、深い雑ざつ草そう地ちの広がる場所。生い茂しげる木々に囲まれた、大きな池がそこにはあった。──つい、さっきまで。

　だが今はそこに、静かな水面も植物たちも、何もかもが見られなかった。西端の小塔より落下した瓦が礫れきを受け止めた池の表面は沸ふつ騰とうし、煮にえ立った魚などの生き物たちが、池の周りの草木と共に焦こげて崩くずれる。池はみるみるうちに干ひ上あがって、ひび割れた泥どろの窪くぼ地ちと化してしまった。

　炎ほのおを操あやつることに長たけた、火の剣けん聖せいガドの凄すさまじいまでの力によって。

　さらにほとばしる火の粉こをあげつつ、紅ぐ蓮れんの刃やいばが放たれる。そこに、明らかに手て加か減げんの意志は見られなくて。

「うお、ああああっ!?」

　淡あわい金色の髪かみを土とすすで汚よごしながらも攻こう撃げきをしのいでいたアルバルドの手の中で、頼たのみの綱つなの短刀が、ついに折れる。いや、炎の斬ざん撃げきを完全には受け流しきれずに巻き込まれ、ただれて溶とけて落ちたのだ。

　どうしたよ？　とにやつくのは、熱波の中でも平然と佇たたずむ、黒と黄色の派手に染めた髪かみのガド。彼は振ふりかざした細い剣を燃えさからせ、真まっ直すぐに振り下ろす。斬撃の軌き跡せきは飛ひ翔しようする炎の塊かたまりとなり、全すべてを燃やして飛びかかる。

　それでもアルバルドはひたすら退しりぞく。抱かかえる困こん惑わくを振り払はらえない。

　わけがわからなかったから。

（どうして、どうしてガドさんがっ？）

　──アルバルドは、剣聖候補生のときに初めてガドと対面した。そのときのことを今でもはっきり憶おぼえてる。わずか十六歳さいで、錬れん精せいと剣の腕うでの両方を認められ、剣聖となった彼のことを。

　出会ったのはアルバルドが剣けん皇おうに連つれられて神殿へとやってきた、十三歳のとき。ガドは剣聖就しゆう任にん一年目の、十七歳であった。

「オマエが『騎士ナイツ』の名を受け継ついだ、剣聖候補生のアルバルドか？」

　そう尋たずねてきた後に、「強くなれよ」とだけ言った。そのうち剣聖になるんだから、と。

　単なる社しや交こう辞じ令れいだったのかもしれない──。それでもアルバルドは、そう言ったときのガドが微笑ほほえんだのを忘れていない。

　あの瞬しゆん間かんから、アルバルドは剣聖という目標の中に、ガドの顔を具ぐ体たい的てきに意識したのだ。

　だから西端の小塔から逃にげたアルバルドは、ただひたすらにガドより放たれる攻撃の火の手をかわして、防戦のみに徹てつしたのである。本気で殺し合うなんて！

（そんなこと……考えられないッ！）

　それでも、いつしか限界は訪おとずれる。

　なるべく被ひ害がいが広がらぬよう、アルバルドはそびえる神殿の塔たちをとにかく避さけて、草木のみが茂しげみをつくる西へ西へと身を転ころがした。短刀を失うしなった今、身を守るのは錬精の防ぼう御ぎよ能力すら失った、頼たよりない軽けい鎧よろいのみ。やがてついに這はうように膝ひざすら擦すって逃げた体が、大きな壁かべに阻はばまれる──。

　神殿のある区画と、その外側に広がる石いし畳だたみと水路の街並みとをきっちり分けた、十メートルもの高さを誇る、分厚い石の外がい壁へきだった。

　だがそれすらもガドの一撃で、あっさりと轟ごう音おんとともに崩ほう落らくする。地面を覆おおう何もかもが焼き尽つくされ、崩れた外壁が大穴を空けた。その向こうに暗雲に見下ろされた、色のない街を覗のぞかせて。

「こんな──こんなことって！　も、もうやめてください、ガドさん！」

　アルバルドは、これ以上逃げられない。下がるのをやめて、かわしきれずに熱に焦げた体を引きずり、背後の街を庇かばいながら必死になって説得する。

「あなたはただ、操あやつられてるだけなんです!!　だからっ」

「俺おれサマが、本当に操られてると思ってるのか？　ハッ、おめでたいヤロウだぜッ」

「えっ。……が、ガドさん!?」

「これは、俺サマが自分で望のぞんだことなんだよ」

　ガドは炎を宿やどした刃を手にして、軽く鼻で笑う。アルバルドが知る、いつもの彼と同じように。

　そうだ、かわらない。彼は、あの残ざん骸がい都と市しでＭに【精神ＭＩＮＤ】を注そそぎ込まれてしまったダイガとは、明らかに違ちがう。その暗あん色しよくの瞳ひとみにはしっかりと、己おのれの意志が携たずさえられて。そして黄色と黒の派手で短い髪をなで上げるその仕し草ぐさも、普ふ段だんとまったく変わらない。

　──そうだ。アルバルドも薄うす々うす、本当は気が付いていた。ただ信じたくなかっただけなのだ。

　それでもどうしようもない真実として今、こうして火の剣聖は炎の刃を振りかざし、ゆっくりと迫せまり来るのであった。

「ガドさん……そんな、そんなことっ！　──どうして！」

　なんで、こんなことを!?　それでもアルバルドには理解できない。したくない。

「あなたは誰だれよりも、強い剣聖であることを誇ほこっていた人でしょう!?　それなのになぜですか、ガドさん!!」

「……そうさ。剣聖は絶対に、最強でなければならない」

　そのことをオマエは本当にわかってるのか？　ガドが低く呻うめくように問いかけてきた。……えっ？

「いいや、わからねえよな。わかるわけないぜ。最初から人を超こえる力を持っていたオマエには、一生な」

「ガドさん……」

「知ってるか、アルバルドよお。──『騎士ナイツ』の名は、ただひとつ。本来は最強の剣聖に受け継つがれていく名前なんだ。それがどうして、剣聖候補生だったオマエに与あたえられた？　この俺サマじゃないんだ？　俺サマはそのときすでに火の剣聖として就しゆう任にんしてたってのに」

　いつしかガドの言葉には、陰いん鬱うつとした響ひびきが含ふくまれていた。それはこの男が決して今まで見せなかった、闇やみの部分。ひた隠かくしにされた、むき出しのどす黒い感情──。

　見ろよ。と、ガドはおもむろに炎を宿した剣を握にぎる己おのれの腕うでを晒さらしてみせた。そこに入れ墨ずみのように刻まれた、錬精の強化術じゆつ印いんを。

「俺サマは非ひ力りきなただの人間さ。だから何でもやった。最強になるために。……錬精強化がなぜ、通常は鎧よろいに刻み込まれるかわかるか？　術印は常に、対象者の精命力を消費し続ける。そのリスクを回かい避ひするためさ。だがな、俺サマが人の限界をぶっ壊こわして最強になるためには、どうしても必要な力だった。アカネ程度の術印とは決定的に違う、一歩間違えば死に繫つながるほどの、とんでもなくリスキーな代だい償しようと引き替かえにしてもな。それを乗り越えるために、どれほどの修しゆ行ぎようをしたと思う？　どれほどの苦痛を伴ともなったと思う？　俺サマは、それに耐たえた。耐えきって、やっと手にしたんだ。俺サマが、『俺サマ』であるために。だから」

　これは火の剣聖としての自分の、全すべてだ。ガドは淡たん々たんとそう締しめた。

「俺サマの、唯ゆい一いつにして絶対の誇ほこりなんだ」

　そこに込められた意志は揺ゆるぎなく、さらにどんな攻撃より激しく、地に膝ひざをついたアルバルドの心を叩いた。最強であるために生きてきた、火の剣聖の真しん意いとして。

　──それでも。

「……違う」

　アルバルドははっきりと呟つぶやいた。焼けた草一本も残っていない地面についていた片膝を引きはがし、しっかりと立ち上がって。

　背後には街がある。そこにあるのはもちろん、たくさんの命だ。

「あなたは……間違ってる！　そんなの剣聖じゃないでしょうッ!?　剣聖が最強にこだわるのは、自分自身のためじゃないっ。人々を守る、その使命を果たすためだ!!」

　そのために、アルバルドは生きてきた。剣けん皇おうと出会い、『騎士ナイツ』の名を受け継いだ。

　だからアルバルドは、ガドの出した結論を否定する。ガドがそうしたように、己の全てをもってして。

　それは決して折り合いの付かない、まったく違う主張であった。「……うるせぇよ」と、相対する火の剣聖が吐はき捨てる。

「──無意味な言葉のやり取りにはもう飽あきたぜ、鋼はがねの剣聖よオ。どっちにせよ俺サマたちは、剣でしか語れないのさ。それは、錬精のウデが未熟でありながら、剣のウデのみで剣聖になった『鋼』のオマエだからこそ、誰よりもわかるだろ？　なら、通してみろよ」

　オマエの主張ってヤツを。どっちが正しいのか──。ガドは軽く鼻で笑った。この期ごに及およんで、笑ってみせた。

「示してみろよッ、オマエの力でなああ────っ!!」

　瞬しゆん間かん。空気すらも飲み込んで、大量の炎ほのおが生まれた。

　それは火の剣聖が操あやつる、最大級の火か炎えんであった。アルバルドは瞬時に、かわしきれないことを悟さとる。いや、絶対にかわせない。もしかわせば背後にある大勢の人々の住む街並みに、真まっ直すぐに灼しやく熱ねつの火の玉が突とつ進しんしていくだろう。

　刹那──。

　アルバルドとガドの、二人の立つほんの数メートルほどの距きよ離りに、何かが空から落ちてきたのが空色の瞳ひとみに映った。……え!?

　それはどことなく見覚えのある物体で。しかしそのことを思い出すより早く、空気すら焼き焦こがす炎の渦うずが巻き起こる。

「な……うあッ、ああぁあああああアアアア───────!?」

　──灼熱の真しん紅くが、絶ぜつ叫きようするアルバルドを飲み込んだ。







　書物となったＳを抱えて、天てん華かは真っ直ぐ西へと飛んだ。目指すはもちろんアルバルドの元である。

（──急げ、急げ！　あたしっ！）

　舞翼ライドを操る天華は、ゴーグルをする暇ひまも惜おしみ、そして決して振り向かない。Ｇのことを心配してないわけじゃない。でも……。

（あたしができることは、Ｇの側そばでぐずぐずしてることじゃない！）

　このＳを持って、再び【剣ＳＷＯＲＤ】へと変えることのできる青年の手に、渡わたしてやることなのだから。

　だが、半はん壊かいした西端の小しよう塔とうの頭を越こえて、炎に彩いろどられる焼け焦こげた区画の上に飛び出したとき。銀色の瞳に飛び込んできたのは、渦うず巻まく熱波に千ち切ぎられる風と、大気すら揺るがすほどの爆ばく炎えんを前にして、一本きりしかない短刀を失ってしまった金きん髪ぱつの青年剣士で──。

「あ、アルう!?」

　だから天華はアルバルドの窮きゆう地ちにはせ参さんじるべく、機き体たいを急降下させた。爆音さえ轟とどろかせて破は裂れつする空気の層そうが翼つばさを弄もてあそぶが、関係ない！

　アルバルドの前に立ちはだかる火の剣けん聖せいが、火か炎えんの嵐あらしを巻き起こす。ジャケットの端はしが焦げて、銀の髪の先が縮ちぢれる。それでも、天華は躊躇ためらわずアルバルドへと、書物のＳを投げ落とした。

　けれども。それをアルバルドが摑つかみ取ったかをちゃんと確かく認にんする前に、空気の全てが爆発した。

　悲鳴すら搔かき消されるほどの衝しよう撃げきが、天華の愛機をきりもみさせる。雷らい帝てい号ごうの翼が軋きしみをあげた。目が熱く、見えない、息ができないっ。天華は機体を上空に避ひ難なんさせ、首元のゴーグルを装着した。と、見えるのは全てが変わり果てた世界だった。

「う……そ……こ、んな……」

　見下ろす神しん殿でん区画の西の端はしを丸ごと飲み込む、大地すら融ゆう解かいしてえぐり取るほどの、とんでもない熱量。天華の全身から血の気が引いた。神殿区画を囲む頑がん丈じような外壁すら崩ほう壊かいし、焼かれて溶とけて身を縮める。

　それは生きる者全てを一瞬にして灰かい燼じんに変えてしまう、凄すさまじい炎であった。

　──その中に金髪の青年の姿は、どこにもなくて。

「アル……アル、噓うそ！　噓だよね！　そんな、そんなはず！」

　間に合わなかったの……？　天華の喉のどの奥おくがからからになった。操そう縦じゆう桿かんを握る手が、どうしようもなく小こ刻きざみに震ふるえる。

　考えられなかった。考えたこともなかった。あの幼なじみの彼が、目の前からいきなりいなくなってしまうなんて。泣きそうな顔のアルバルド。困った顔のアルバルド。怒おこって拗すねてるアルバルド。ひきつった笑え顔がおのアルバルド──。そんな無数の彼の顔が、天華の頭の中にあふれて壊れる。心しん臓ぞうが止まるような、刺さすような痛みが胸を突ついた。天華は息をするのも忘れた。噓だ、噓だ、噓だ噓だああっ!!

「あ、あああ……バカアルううう─────────!!」

　天華は真っ黒な空に向かい、たまらずに彼を呼んだ。いつものように。

　と。──異変が生まれた。

　大地を未いまだ焦がし続けていた炎が歪ゆがみ、形を変える。

「……えっ」

　まさか。天華は歪んだゴーグルの視界で、真下を見み据すえる。なにッ、とその側にいた火の剣聖が身じろぎした。

　その眼前へと火炎を引き裂さき現れるのは、黄こ金がね色の獣けもの。炎すらはじく体毛に包まれた、一匹ぴきの獣じゆう人じん──。

「おおおおおおおおおおおおおおオオオオオオッ!!」

『完全獣化フル・ビースト』の覚かく醒せいをした、鋼の剣聖アルバルドの咆ほう吼こうが大気をつんざく。細やかで不思議な様式の模様を纏まとう、不思議な力の輝かがやきに満ちた両もろ刃はの【剣ＳＷＯＲＤ】を金色の剛ごう腕わんに抱かかえて。







　体内の『先ワ祖イ返ルりド』として受け継ついだ因いん子しを解き放ち、獣人となったアルバルドは、Ｓを使って炎を引き裂き、ねじ伏ふせる。その強きよう靭じんな肉体に、辺りに満ちた灼しやく熱ねつの残り火など意味がない。

　アルバルドは鋭えい利りに伸のびた牙きばを嚙かみ締め、真っ直ぐガドへと踏ふみ込んだ。太い爪つめと、炎を宿した刃やいばが激しく交まじわる。

「アルバルドっ、オマエはああああああああッ!!」

「ガドさん、オレは！　あなたを倒たおす──!!」

「ほざけえっ！　錬れん精せい術じゆつもまともに極きわめることのできていない、未み熟じゆくなガキがあッ!!」

　そうだ……。ガドの刃を受け止めながら、アルバルドは自じ覚かくする。

　オレは、未熟だ。だから──。

（オレは、オレの力だけで、あなたに勝つんだああアアッ!!）

　それは決意だ。尊そん敬けいしていた一人の男を超こえるための。

　瞬しゆん間かん、アルバルドは【剣ＳＷＯＲＤ】をその場に高たか々だかと振ふり上げて、しかしガドではなく足元の焦げた大地に突き立てる。かわりに握にぎるのは、黄金色の体毛に覆おおわれた、肥ひ大だい化した筋肉を持つ利きき腕うでだ。

　それは、十九年間アルバルドが必死になって身につけた力。神しん殿でんに来た当初は、ほとんど制せい御ぎよしきれずにいたもの。

　二つの月の満みちる夜など、『獣化ビースト』はよく暴走した。それを懸け念ねんし、自らを鎖くさりで縛しばり付けたときもあった。自分の意識を保たもったままでいられるまでに、どれほどの時間がかかっただろうか？

　そこまでして手に入れた、『完全獣化フル・ビースト』の力であった。

　だからこそ、アルバルドは躊躇ためらわない。黄金色に変へん貌ぼうしたその肉体に誇ほこりを込めて、渾こん身しんの拳こぶしを放った。

　ガドへと真まっ直すぐ叩たたき込まれた一撃に、防ぼう御ぎよした炎ほのおの刃すら関係ない。そのままへし折り突き刺さる。たまらず身を折ったガドの口から鮮せん血けつが飛び、派は手でに吹ふき飛ぶ。

　ガドはほぼ水平に宙を舞まい、瓦が礫れきに真っ直ぐな傷きず跡あとを刻んだ。その姿はやがて、かなりの距きよ離りがある半壊した西端の小塔の残ざん骸がいに叩たたきつけられ、頽くずおれる。──そして。

　火の剣聖は黄色と黒のストライプに染めた頭を大地に倒たおし、呻うめきを残して動きを止めた──。




　　　　２




　ガドの体は五十メートルほどを水平に飛び、大気すら裂く衝しよう撃げきと共に、西端の小塔にぶつかった。塔はさらに砕くだかれて、崩くずれた建材が、あっという間に彼を埋うめた。

　辺りを染めていた炎が導みちびく意志の源みなもとを失うしない、火の粉となって暗い空に散っていく。──それを確認してから、溶けてえぐれた大地へと天華は雷帝号を降ろした。

「アル、あんた……！」

　黄金の獣人姿のままの幼おさななじみがそこにいる。彼は微び動どうだにせず、埋もれたガドを見つめていた。

　空色の瞳ひとみは側そばまで来た天華に気付かない。毛むくじゃらの強面こわもてのまま、張りつめた空気を持ち続ける。

　──だから天華は硬かたい手てつ甲こうの角かどで、『完全獣化フル・ビースト』と炎のせいで軽けい鎧よろいも外はずれてぼろぼろになったアルバルドのシャツの上から、その黄金色の背中を思いっきりぶっ叩いてやるのだった。

　もっとも、獣人となった彼はさほど痛みを感じないようで。「……ああ」とだけ言い、やっと天華の方を向く。

「そうか。天華が、助けてくれたんだよな」

　そう呟いて、アルバルドは傍かたわらの大地に自ら突つき刺さした、【剣ＳＷＯＲＤ】のＳを引き抜ぬいた。だけど天華はまた、手甲を遠えん慮りよなく叩き込む。何度も何度も。胸の中になんとも言えない、もやもやとしたものがあったから。

　アルバルドが「ど、どうしたんだよ？」と止めるのと、天華の息が先にへばってしまうのと、ほとんど同時の出で来き事ごとだった。天華は独り肩かたを荒あらく上下させ、ようやく『完全獣化フル・ビースト』を解といてはらはらと黄金色の体毛を散らし始めた背の高いアルバルドを、真っ直ぐ見上げる。

「えっ。天華……？　おまえ、泣いて……」

「……そんなわけッ」

　ないじゃん！　なんて言いながら、ゴーグルをかけたままの瞳を伏ふせる。決して相手の空色の瞳ひとみに、厚いレンズを見み透すかされたりしないように。

　泣いてない。絶対涙なみだなんか流していない。天華は唇くちびるを嚙かみ、自分に強く言い聞かせた。

　なにより、泣いてる場合じゃないっ。終わったことなのに。アルバルドはこうして無ぶ事じに生きていて、Ｓはちゃんとここに【剣ＳＷＯＲＤ】の形となってあって。

「アルっ、ちゃんと気合い入れてよ！」

　天華はゴーグルを外して素す早ばやくジャケットの袖そでで目元を拭ぬぐい、『完全獣化フル・ビースト』の終えたアルバルドの裸はだかの背中を、もう一発だけ手のひらで思いきり叩いてやった。

　赤い跡あとが付くほど強くひっぱたいたその一撃に、アルバルドはわずかに表情を歪ゆがめる。と、「……ありがとな」と彼は小さく破は顔がんした。

　ただし、それはすぐに引き締しまる。

　──西端の小塔の瓦が礫れきを飛び越こえ、焼け溶とけた大地に着地した、ひとつの人ひと影かげによって。

　それは赤黒く染まった軍服もはだけた、赤毛の補ほ佐さ官かん。

　Ｍに操あやつられたアカネであった。







「Ｇっ！」

　ぼろくずのような補佐官アカネを追って跳ちよう躍やくと共に現れたＧに、銀ぎん髪ぱつの少女が喜色を浮うかべる。褐かつ色しよくの肌はだをした彼女の相棒は、Ｍに乗っ取られたアカネを圧あつ倒とうしたのだ。

「アカネ補佐官……！」

　アルバルドは【剣ＳＷＯＲＤ】の切っ先を彼女に向け、天華と純白の舞翼ライドを庇かばうように前に出る。けれど、あまりのアカネの無む惨ざんな姿に胸が痛んだ。

　Ｍはきっと、何も考えずに彼女の体を扱あつかったのだろう。破れた軍服から露あらわになる肌は出血にまみれ、普ふ通つうなら気を失っていてもおかしくないほどの有あり様さまだ。

　それでもＧがうまく加か減げんしたのか、致ち命めい傷しようはひとつもなくて。……だが、どうする？　いざ【剣ＳＷＯＲＤ】を構えたものの、アルバルドは固まった。

　このままアカネごと、斬きってしまえばいいというのか？

（……一人の命とこの街の全すべての人々とを比べたら……躊躇ためらわないのが正しいのかもしれないけど、でも！）

　アルバルドはふらつく足取りのアカネを前に、迷う。剣けん聖せいとして。守るべき者の中に、アカネも入っているのだから。

　わずかに後ろの天華を横目で見ると、彼女も答を出しあぐねていた。Ｍを倒さねばならないのはわかる。それでも、決断をアルバルドに与あたえることはできなくて。

　だから。「迷うな、アルバルド」と言うのは、黒くろ鉄がね色いろの眼まな差ざしで赤毛の女性補佐官を鋭するどく射抜くＧだった。

「この機き会かいを逃のがすな。絶対に」

「け、けど……！」

「ハハ、キミたちにやれるのかい。……この体はまだ生きているよ？」

　迷いを断たち切れずにいるアルバルドの目の前で、倒れたままの赤毛の補佐官の頭だけが起きあがった。突いてみるかい？　などと、うっすらと笑えみすら浮かべて。

　だが──。

「斬れ！　今しかない」

　起き上がろうと傷ついた体をもがかせるアカネを逃さぬよう背後に立ったＧの瞳が、真っ直ぐにアルバルドを見み据すえてきた。

「トドメを刺せ、アルバルド」

「Ｇ？　……で、でもっ。わかるけど！」

「……この状じよう況きようでたったひとつだけ、人の体を傷つけずにＭを貫つらぬく方法がある。Ｓの力を引き出すことだ」

　Ｓを信じろ。Ｇは言う。……えっ。アルバルドは自分の腕うでの中にある、【剣ＳＷＯＲＤ】のＳの美しくも長い刀身に目を落とした。このＳに……アカネ補佐官を救う能力が？

　そうだ、とＧが頷いた。

「Ｓの【保護ＳＡＦＥ】の属性をうまく使えば、内部に潜ひそむＭの精せい命めい核かくのみ狙ねらうことができるはずだ」

「で、でもっ」

　どうやれば!?　思わず振ふり向き、また後ろの天華を見てしまう。が、どうやらこの少女も知らないようで。

　知っているのはＳと同じ、精せい書しよのＧのみ。そして、Ｍだ。

　やめろ、まさか!?　とＭはアカネの顔色をかえて、ボロボロの肉体を引きずるように逃げ出した。

「願え、アルバルド。Ｓに強く」

　そんなアカネを《手甲術ガントレツト・ガード》で再び転がし、Ｇは静かに言い放つ。精書はいつも、それを望んでいるのだから、と。

「お前は十分にＳを使いこなしている。書物に戻もどったＳを【剣ＳＷＯＲＤ】にかえたのも、無意識ながらも強きよう烈れつにお前が望んだためだ。精書は、何よりも強い意志によって扱あつかわれる道具だ」

「お、オレが……Ｓを、使う……？」

「大だい丈じよう夫ぶだ、お前ならできる。それに」

　──Ｓは己おのれの使い手に、自らお前を選んでいる。そう褐色の肌の少年が告げたとき。その言葉に導みちびかれるかのように、アルバルドの手の中で【剣ＳＷＯＲＤ】が鋭するどく輝かがやいた。と、その形がゆるやかに変化する。擬ぎ似じ的てきな形を解放し、あふれんばかりの精命力を変へん換かんして。瞬まばたきするほどの間にアルバルドの目前にすっくと立つのは、闇やみより濃こいウェーブの髪かみを長く伸のばした、一人の美しい女性であった。

　これが、Ｓ!?　と唸うなるのは後ろに庇かばった銀髪の少女だ。そう、この美しくもどこかはかなげな浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きを放つ彼女こそが、Ｓの人間体なのだ。

　アルバルドは「あ！」と思わず息を吞のむ。薄うす青色の瞳を持った彼女のことを、夢の中で見たことがあったから。いや、あれはそもそも夢ではなくて──。

「現実……だったのか……！」

　抱だきかかえるような形で出現した女性体のＳを前に、アルバルドはつい見とれてしまう。

　い、いや、今はそんな場合ではなくて！　ぶんぶんと頭を振って、かつては池の底であった焼けた泥どろの大地に立ったＳと、その向こうにＧに退たい路ろを断たれた、ようやく立った傷だらけの赤毛の補佐官の姿を見やる。

　と、Ｓが動いた。冷たくもあたたかくもない、実に不思議な感かん触しよくの指先で、そっとアルバルドの手を握にぎる。彼女は薄青色の眼まな差ざしをやわらかく細め、そして。ふっと小さく【微笑ＳＭＩＬＥ】んだ。

「え？　えっ……」

　その意味は、彼女が常に【無口ＳＩＬＥＮＣＥ】であるため、疎うといアルバルドにはわからない。けれども次の瞬しゆん間かん、彼女は再び【剣ＳＷＯＲＤ】となって元通りアルバルドの腕に収まった。

　曇くもり空の下でも輝きを失わない切っ先が、勝手に動いてアカネに向いた。

（……信じろってことなのか？）

　アルバルドは先ほどの、Ｓの笑顔の意味を推おし量はかる。アルバルドは正直、よくわからない。──それでも。

　両手で握る【剣ＳＷＯＲＤ】に今までとは明らかに違ちがう、みなぎる「何か」を感じ取り、アルバルドは迷いを断ち切ってＳを構える。真っ直ぐに、赤毛の女性補佐官に狙ねらいを定めて。いや、狙うはその傷ついた体に潜ひそむ精書のＭだ！

　アルバルドは間を置かず、『獣化ビースト』して疾しつ駆くする。倍ばい加かした筋力が全身を突つき動かした。アカネの体にもう逃にげる隙すきは与えない。斬ることすらも迷わない。ただ自分にできる最高の一撃を、Ｓに託たくして振るうのみ。

　真っ直ぐに突き放たれた【剣ＳＷＯＲＤ】の美しい切っ先は、閃せん光こうの一撃と共に、アカネの豊ほう満まんな胸の間を正面から貫いた──。







「──やった……の!?」

　銀髪の少女の息を吞のむ音が、離はなれて立つＧの耳にも届いてきた。アルバルドの腕より放たれた【剣ＳＷＯＲＤ】の一撃は、炎ほのおで裸はだかに焼かれた池であった窪くぼ地ちの底で、確実に赤毛の補佐官の胸を捉とらえた。

　それがアカネの肉体ではなく、内部に潜むモノのみを貫いたことは、彼女の体から一いつ滴てきも血が噴ふき出さなかったことが、何よりも雄ゆう弁べんに物語る。……だが、何だ？　Ｇはアルバルドの【剣ＳＷＯＲＤ】を受けてよろけるアカネの姿を見ながら、しかし終しゆう焉えんを知らせるはずのこの光景に、違い和わ感かんを抱いだかずにはいられなかった。

　なぜなら、アカネのその顔は、ずっとかわらない嫌いやらしい【嘲りＭＯＣＫ】の気配を張り付かせていたのだから。

「ハハッハハハハハハッハハハッハハハハッハハハハハハハハハハハハハハ!!」

　Ｍは笑う。【剣ＳＷＯＲＤ】を突き刺したままの、アカネの体で。

　そうだ、ずっとＭは笑っていた。Ｇは今になって違和感の正体に行き当たる。

「ここにきて、予想外なことばかりだよ……」

　Ｓに拒きよ絶ぜつされ、天華によって奪うばわれたあの後──。Ｍの透とう明めいな眼差しは【剣ＳＷＯＲＤ】を失ったアカネの手をじっと見つめ、そう語る。

　でもね、と失ったはずの笑みをすぐに宿して。

　──あくまで彼は、アカネの体から出ようとせずに闘たたかった。空中回かい廊ろうから引きずり降ろされても、アルバルドのいる西端の小しよう塔とうへと飛ばされてもかわらなかった。枷かせにしかならないはずなのに。

　そのことをＧも一度、問い詰つめたことはあった。しかしＭの笑みは終わらない。「出ないよ」とだけ小さく告げて。

「僕がどうしてこの体に入ったままなのか、それが果はたせてないんでね」

「？　Ｍ、お前は……何を考えている」

「キミにはきっとわからない、フフ、そしてわからないうちに、何もかもが終わってしまうのさ」

　──そして、今。そう言った彼の言葉が現実になるのだった。

　胸を貫く【剣ＳＷＯＲＤ】の刀身をアカネの細腕が摑つかみ取り、柄つかを握る『獣化ビースト』したアルバルドごと強引に押おし戻もどしていく。賢けん明めいに踏ふん張る剣けん聖せいの青年すら意に介かいさず、ついにずるりと引き抜ぬいた。瞬間──。

【剣ＳＷＯＲＤ】にくっついて、アカネの胸から塊かたまりたちが姿を見せた。何だと？　それらを前に、Ｇは黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみを驚きよう愕がくに見開かねばならなかった。

　現れたのは、Ｍの中に隠かくされていたモノ。Ｍを構成する精命力の【構成素材ＭＡＴＥＲＩＡＬ】として【混合ＭＩＸ】され、精せい命めい核かくのかわりに【中心ＭＩＤＤＬＥ】に据すえ置かれていた、丸く集まった書物の数々。分厚い表紙を持った、決して開くことのないそれらのモノは。

「……精書、だとッ……!?」

　Ｇは【剣ＳＷＯＲＤ】に刺ささった全部で十四冊もの、錬れん精せいと機き械かいの特とく殊しゆな拘こう束そくを受けた精書を前に呻うめきを漏もらす。

　わざとＳの【保護ＳＡＦＥ】の力を導みちびいて、そのＭには解とけることのできなかった強固で複雑な封ふう印いんのみを斬きることが、全すべての目的だったのだ！

　なぜ、今まで気付かなかったのか。Ｇは褐かつ色しよくの肌はだを震ふるわせた。この肉体を封印の縛いましめに囚とらわれて、千年の時を飛び越こえたＧとは違い、Ｍはずっと大陸を彷徨さまよっていた。そうだ、その間に発見したのがＳのみというのは、少なすぎる。つまりずっと以前より、Ｍはすでに十四体もの仲間たちを発見していて。その封印を破は壊かいすることこそが、Ｍが【保護ＳＡＦＥ】と【切断ＳＬＡＳＨ】の力を持つＳに固こ執しゆうした理由なのだ。

　だからついに、十四体の精書たちが封印より解き放たれる。

　──復活の喜びに、溢あふれんばかりの精命力の波動をもって、大気を激しく揺ゆるがして。







　千年ぶりに解き放たれた精書たちが、赤毛の補佐官を中心にして空中に舞まい上がる。それは充みち満ちる、凄すさまじいまでの精命力の波動によるものであった。

　ぶつかる波動は、互たがいに共きよう鳴めいし合ってか。それとも久方ぶりの解放に身み悶もだえしてか、大気に強きよう烈れつな波は紋もんを刻む。真下に構えるアカネはともかくとして、彼女の一番近くにいた金きん髪ぱつの青年剣けん士しの体が、叩たたきつけられた空気に振ふり払はらわれ、【剣ＳＷＯＲＤ】ごと強烈に押し飛ばされた。逆方向に衝しよう撃げきを受けたＧは必死に踏ん張るものの、彼の小さな肉体では耐たえきれず、這はいつくばる姿勢のままで干ひ上あがった池の土を押しやられる。

　しかし最も離れていた天華とて、そんな二人の様子を悠ゆう長ちように眺ながめてはいられなくて。

「きゃあ、ああああああっ！」

　尋じん常じようでない突とつ風ぷうが、何よりも風の影えい響きようを受けやすい雷らい帝てい号ごうごと、天華を一気に持ち上げた。底部を激しく地表に擦こすり、飛んできたアルバルドと天華を巻き込むように横おう転てんする。

「──天華！」

　愛機に押し潰つぶされなかったのは、《衝撃波グラビテイ》の力を連続して解き放ち、荒あれ狂くるう風を突き破って駆かけつけた、相棒の少年のおかげであった。褐色の短い腕うでが、覆おおい被かぶさろうとした純白の翼つばさを受け止めてくれる。アルバルドともつれ合った天華は、逆さまに転んだ姿でＧの助けに感謝した。

　けれど状じよう況きようはまだ収おさまらない。今度は地面が唸うなりをあげる。現れた精書の圧あつ倒とう的てきな精命力の影響を受け、精脈に集つどいし精せい霊れいたちが悶もだえたのだ。それは激しい揺れとなって、神しん殿でんを、その脇わきにくっついた軍施し設せつを。精霊都市全体を激しく揺らした。

　天華もアルバルドも、喋しやべることすらできやしない。Ｇが手を滑すべらせて、翼を斜ななめに落としてしまった。落ちてきた白い翼は、燃え尽つきて炭となって転がってきた木々の残ざん骸がいたちがうまくはさまり、ぎりぎりのところで押し留まった。天華はアルバルドと共に、這ほう々ほうの体ていで機体の下からどうにか逃にげた。

　その耳に届くのは、半はん壊かいしていた西端の小塔の倒とう壊かい音──。激しく揺れる銀の瞳の視界の果てで、小さな塔が瓦が礫れきの小山になっていく。

　何もかもがないまぜにされるように、無理矢理引き起こされた地じ震しんが世界を飲み込んでいく。──それがどうにか終わりを見せたのは、その場の全ての精霊たちが精命力の波動にどかされて、なんとか安定したのか。それとも単に、十四体の精書に千年もの間鬱うつ積せきしていた余よ剰じようなエネルギーが、きれいに排はい出しゆつされたためか。それは天華にはわからない。

　ただ、変わり果てた神殿の塔たちの姿だけが残っていた。

　最も立派な中央塔と、その四方に従属する、空中回かい廊ろうで円く繫つながる背の高い長塔たちはどうにか無ぶ事じだが、それ以外の低い塔は半壊、もしくは亀き裂れつを孕はらむ。化け粧しようの施ほどこされた外板がはがれ落ちて、緑豊かな庭園などが瓦礫の山で埋うめ尽つくされていた。神殿からは兵士の、僧そう兵へいの、侍じ女じよの、神官の──幾いく人にんもの人の呻うめきが漏もれ出ている。

　それは地震によってさらに口を大きく開いた、神殿区画の破壊された外がい壁へきから見える街も同様で。言葉にならない悲鳴と呻きが、真っ黒な雲に覆おおわれた街並み全てに満ちていた。

　そん、な……。天華は乾かわいた泥どろと炭たん化かしたすすにまみれたまま、膝ひざをついて見る風景に絶ぜつ句くした。

　だがこれは、終わりではない。

　単なる最悪の始まりに過ぎないのだ──。

　大地と大気の揺れが収しゆう束そくしたその中心地で、「さあ」と取り巻く十四体の同類に向けて、Ｍがアカネの両手を広げて呼びかける。

「おいで、十四体の同士たち。ずいぶんと長く待たせてしまったね。フフ、でも、それも今日でついに終わりだよ……」

　僕が【使い手ＭＡＳＴＥＲ】になってあげるから。そう宣言した赤毛の補佐官を宙に浮ういて取り囲んだまま、十四冊の精書たちは姿を変えた。解放した精命核の力で形を変えて、人の体を構成する。

　現れるのは様々な髪かみや目の色、背格好の十四人の男女たち。だが天華はどことなく、彼らからＧやＳ、Ｍたちと共通するものを感じ取った。呆ぼう然ぜんと見上げた銀の瞳に映る十四体の精書たちは、誰だれもが新しん精せい紀きでは見たこともない材質の衣い装しようを身に纏まとい、そして若々しいとびきり端たん正せいな顔立ちをしていた。

　こんな……ことって……。天華は脱だつ力りよく感かんに襲われて、膝を大地からはがせなかった。Ｍの前に精書たちが集うこの光景は、あってはならないものなのだ。……そのはずなのにっ。

（どうして、こんなことになったの──！）




　　　　３




　転がった雷帝号をどかして出てきたＧの前に、見覚えのある十四の面めん々めんが存在していた。

　ああ、そうだ。Ｇは彼ら彼女らを知っている。断だん片ぺん的てきとなってしまった千年以上前の記き憶おくの中に、確かにその顔があった。それが間ま違ちがっていないのなら。

「ＡとＢとＣ、Ｅ、Ｈ、それにＫ、Ｌっ。ＯにＰに、Ｒ──Ｔ、Ｖ、Ｗ、Ｙ……！」

　Ｇは膝を折った銀髪の少女の肩かた越ごしに、十四体の精書たちの名を確かめるように呼んでいく。反応するのは、十四体が一いつ斉せいであった。空中にいるまま誰もが振ふり向き、小こ柄がらなＧを遠目に見下ろす。
















「Ｇ……？」

「ああ、Ｇか」

「……本当に？　小さいわ」

「つまり、精命核の力を失っているのか？」

「見る影かげもない」

　青い髪の男が、黄色い瞳の少女が、青年が、娘むすめが、淡たん々たんと会話する。

「そう、Ｇだ。『仲間殺し』の【罪せし者ＧＵＩＬＴＹ】さ」

　そこを彼らの真下にいる、アカネの体に入ったままのＭの一言が締しめくくった。──仲間殺し？

　真っ先に振り向くのは、前にいる膝を折った天華であった。どういうこと、と銀の瞳を不安に染めて。

　しかしそれは、消えてしまったＧの記憶にない言葉。永遠に完全体になることができないＧが、二度と思い出すことのない、失われた過か去このこと。

　故ゆえにＧは何も彼女に返してやらない。返せない。それが真実か虚きよ偽ぎであるかどうかも、Ｇには判はん別べつできないのだから──。

　そんなＧと天華へとアカネの顔で嘲ちよう笑しようを向けて、Ｍは十四体の仲間たちに話しかける。

「Ｇのせいで、Ｄを筆ひつ頭とうとして何体もの精書が消えていった。人間の手で封ふう印いんされることとなった。おかげでここにそろったのも、二十六体全すべてというわけでもない。……そう、何もかもたった一体の裏切り者のせいさ。そうだろ？」

　だから、どうすればいい？　Ｍは十四の精書に問うた。

「──許ゆるさん」

　雄お々おしいＡが、【怒りＡＮＧＲＹ】に髪を逆さか立だてる。続いて「何もかもまとめて殺しちゃえっ」と言うのは、見た目は可か憐れんな乙女おとめであるＫだ。その爛らん々らんと輝かがやく緑の眼まな差ざしに、【殺戮ＫＩＬＬ】の意志をみなぎらせて。

【邪悪ＥＶＩＬ】と【非道ＶＩＣＥ】の叫さけびが重なる。【潰せＰＲＥＳＳ】という言葉に隠かくれて、【狡猾ＷＩＳＥ】な煽あおりが生まれる。【発狂ＣＲＡＺＹ】の笑いがこだました。

　それらはＭが呼びかけと共に選せん択たくし、引き出した彼らのひとつの属ぞく性せいである。そして矢や継つぎ早ばやに吐はき出される十四の声をひとまとめにして、赤毛の補佐官は「なら……」と彼らに告げた。

「僕ぼくに力を貸してくれ。千年前と同じようにはいかないけれど、キミたちがいれば、また終わらせることができるんだ。この……憎にくむべき世界の全てを──」

　その言葉に呼こ応おうして、十四体の精書たちはアカネの元に集しゆう結けつする。それぞれは躊躇ためらいもなく書物の姿に舞まい戻もどり、差し出された血まみれのアカネの腕に受け止められ、音もなく折り重なった。

　本来の華きや奢しやなアカネならよろけるほどの圧あつ倒とう的てきな数の精書を手にして、Ｍは彼女の顔で恍こう惚こつの表情をつくりあげた。

「さて、どうしようか？　僕一人で一度に扱あつかうには、数が多すぎるもんねえ。フフ」

　と、刹せつ那な。Ｇは天華を飛び越こえ疾しつ駆くした。小さな拳こぶしを握にぎって狙ねらうは、もちろんＭだ！

　精書の一冊でも使われる前が、唯ゆい一いつの隙すきなのだった。──けれども。

「甘あまいよ。Ｇ……」

　アカネの腕がわざと一冊の精書を落とした。とたんにそれは凄すさまじい【風ＷＩＮＤ】を生み出し、迫せまるＧの足を阻はばむ。引き出されたのはＷの力だ。

　それは瞬またたく間に赤毛の補佐官の背中に張り付き、軽かろやかな輝きを持った【翼ＷＩＮＧ】にかわる。羽ばたきが生まれ、アカネの体が他の精書を抱かかえたままでＧの届かぬ空へと逃にげた。

　苦し紛まぎれに放った、Ｇの操あやつる【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の《衝撃波グラビテイ》もかわされる。

「Ｇ────────────!!」

　ふいに、銀ぎん髪ぱつの少女の声が呼んだ。振り返ったそこに、アルバルドの手を借りて純白の舞翼ライドを起こした天華がいた。彼女は慌あわてた手でゴーグルをかけ直し、空へと逃げたＭを追いかけて、機体をすぐに舞い上がらせる。低空飛行で突つっ込んできた雷らい帝てい号ごうに、Ｇは身軽に飛び乗った。天華の腕が操そう縦じゆう桿かんを叩たたき起こし、機き首しゆをぐん、と真上に向ける。少しでもアカネの体に追いすがるために。

　だがそれより先にアカネの腕から、六つもの精書たちが放たれた。

　ほうら。と暗雲の下に【翼ＷＩＮＧ】を生やして浮かんだアカネが、それら精書たちを落とした、西端の小しよう塔とうの残ざん骸がいの山に向かって声を飛ばす。

「もう寝ねたフリはいいよ、早く出ておいで。全ては僕の筋すじ書がき通りさ。だから──」

　キミが望んだ最強の力を、約束通り与あたえてあげるよ。飛ひ翔しようする天華とＧをかわしたＭが、そう語りかけたとき。

　──崩ほう壊かいした西端の小塔の瓦が礫れきの山で、異い変へんが生まれた。Ｍを追うか、落下した精書を拾うか。その瞬しゆん間かんの判断に迷った雷帝号の目の前で、突とつ如じよとして炎ほのおが噴ふき上がった。

　内部から燃えさかった火か炎えんの熱は、瞬く間に積み重なる瓦礫を焦こがし、砕くだき、溶とかしてしまう。その中から平然と出てきたひとつの人ひと影かげがあった。

　黄色と黒の、派は手でで短い特とく徴ちようのある髪かみ。炎を制せい御ぎよする、肉体に刻まれた錬れん精せいの特とく殊しゆな模様──。復活した火の剣けん聖せいが、そこにいた。

　落ちてきた六つの精書を、抱えるように摑つかみ取って。







「が、ガドさん？　そんな……！」

　焼き焦げた神しん殿でん区画の西の端はし。干ひ上あがった池の前に一人残されたアルバルドは、塔の瓦礫を搔かき分けて現れた先せん輩ぱい剣聖を前に、今になって思い知る。

　炎の中にある彼の肉体には、深しん刻こくなダメージは見られない。『完全獣化フル・ビースト』の手て加か減げんのない拳を叩き込んだ胸にすら、わずかにアザがあるだけだった。

　錬精強化されたガドの肉体は脆もろくない。そうだ、ガドはわざと倒たおれていたのだ。──アルバルドがＳを手にして、【剣ＳＷＯＲＤ】で精書の封ふう印いんを解き放たせる奸かん計けいのために。何をしてでも最強を求めるガドが、精書の力を手にするために──！

　落ちてガドに受け止められた六冊の精書たちが、次々と形を変えた。輝きを伴ともなって、ガドの鍛きたえ抜ぬかれた肉体を覆おおっていく。

　Ａが全身を守る、複雑怪かい奇きに装そう甲こうの組み合わさった、細身の【鎧ＡＲＭＯＲ】に変化した。

　完全にすっぽりと頭部を覆う兜かぶとからは、Ｈがくっつき一本の鋭するどい【角ＨＯＲＮ】が生える。

　Ｏは首元に巻き付いて、じゃらじゃらとした板状の首くび飾かざりのような【装身具ＯＲＮＡＭＥＮＴ】となった。

　さらにＢがアルバルドの持つ【剣ＳＷＯＲＤ】に見み劣おとりしないほどの、美しくも長い片かた刃はの【刃ＢＬＡＤＥ】となって鎧よろいの右手と融ゆう合ごうする。

　Ｌはガドの左手の中で、彼の背せ丈たけの倍はあるねじれた【槍ＬＡＮＣＥ】へと。【刃ＢＬＡＤＥ】のくっついた右手には、Ｒが太い【腕輪ＲＩＮＧ】となった。

　六つの精書の力を手にした最さい凶きようの戦士が、ここに誕たん生じようした瞬間であった。と、精書を六つも身につけたガドの気配が変わり果てる。笑いが、彼の口から低く漏もれ出た。喜き色しよくにまみれ、げらげらと狂くるったように。それはまさに、【狂気ＭＡＤ】に取り憑つかれた顔だった。

「ガ、ド……さん……」

　変わり果てた姿のガドに、呼びかける声が嗄かれてしまう。いや、外見だけではない。アルバルドはどうしようもなく、肌はだで感じた。

　ガドは、精書を身につけたときに変わってしまった。全身を覆う【鎧ＡＲＭＯＲ】の兜の眼がん窩かから覗のぞく、彼の暗色の瞳ひとみはすでに、透とう明めいで不気味な光を孕はらんでおり。──そして。

　軽く動いたのは、右手に持たれた【刃ＢＬＡＤＥ】であった。それは【剣ＳＷＯＲＤ】の【一振りＳＬＡＳＨ】に相当するだけの閃せん光こうをいきなり放つ！

　瓦礫や神殿区画の岩がん盤ばんすら巻き上げる【破壊ＢＲＥＡＫ】の衝しよう撃げきが、空気すらぐずぐずに引き裂さいて駆かけ上る。かわしきれずに翼つばさを派手に千切られたのは、天華の操あやつる純白の舞翼ライドであった。

　Ｇと銀髪の少女を乗せた白い機体は、攻こう撃げきを受けて、きりもみしながら落ちていく。

「て、天華ああああアア!!」

　刹せつ那な、アルバルドは頭の中が真っ白になった。考えるより体が動く。抱える【剣ＳＷＯＲＤ】を『獣化ビースト』しながら牙きばでくわえ、神殿に残る中央塔と四方の大塔の狭はざ間まへと落ちていく天華に向かって全力で疾しつ駆くした。

　ガドが動き、今度は左手の【槍ＬＡＮＣＥ】を構える。閃せん光こうの【乱打ＬＡＳＨ】が無数にアルバルドを襲しゆう撃げきした。

　それでもアルバルドは足を止めない。かわす、かわす、かわす──。空色の瞳には、大塔のひとつにぶつかった、白い舞翼ライドの姿しか見えなかった。

　──天華の乗った片かた翼よくとなった機体は、真っ逆さまに中庭に落下した。剝はく離りした塔の外がい壁へきを踏ふみ越こえて、倒れた木々を搔かき分けるアルバルドは間に合わない！　ああっ、天華あああ！

　しかし風くじらの浮骨ボーンを使った舞翼ライドは、風に愛された機体である。湿しつ気けを含ふくんだ空気の層に抱だき留とめられ、落下の速度が急激に落ちた。そこをさらに、機体の上から飛び出したＧが救う。

　褐かつ色しよくの肌はだの少年は地面とぶつかる寸前に、その上に乗った銀髪の少女ごと、機体をうまく受け止めた。

　よかった……！　アルバルドは【剣ＳＷＯＲＤ】をくわえた口の中で、ほっと小さく息を吐はいた。

　銀髪の少女はそれでも、塔とぶつかったときに頭でもぶつけたのか。ゴーグルのレンズに銀髪を濡ぬらしたわずかな血を付ふ着ちやくさせ、ぐったりと気を失っている。

「天華ああ！　Ｇっ！」

　アルバルドは足を止めず、そのまま二人に駆かけ寄ろうとした。──と。

「気を抜くなアルバルドッ！」

　ふいにＧがそう告げた。瞬しゆん間かん、『獣化ビースト』して鋭えい敏びんになっているアルバルドの感覚が警けい告こくする。

　いつの間にそこにいたのか。【鎧ＡＲＭＯＲ】姿のガドが、振ふり返ったそのすぐ後ろに佇たたずんでいた。

　──彼から放たれるのは、圧倒的な殺気のみ。ガド、さん……。己の意識すらもうない、変わり果てたガドを前に、アルバルドは哀しみと恐怖を覚える。もうそこに、アルバルドの知る火の剣聖はいなかった。いるのは殺意に狂った男が一人──。

　クソおおっ!!　アルバルドは瞬時に天華たちの方に退しりぞきながら、【剣ＳＷＯＲＤ】を構えて反射的に振り下ろした。生まれるのはもちろん【一振りＳＬＡＳＨ】の、滑なめらかな閃光による斬ざん撃げきだ。

　だがそれはガドの【鎧ＡＲＭＯＲ】にはじかれて、身じろぎひとつで終わってしまう。

　逆に、アルバルドの腕の中で、奇き妙みような破は砕さい音が生まれた。

「!?　……な、あっ！」

　両手に持ったＳの【剣ＳＷＯＲＤ】。そのまばゆいばかりの刀身が、大きな亀き裂れつに蝕むしばまれていた。そしてＳは、ふいにアルバルドの腕うでから滑すべり落ちる。【剣ＳＷＯＲＤ】の形を失って、闇やみ色いろの髪を持つ女性の体となったその背中にも、やはり亀裂は刻まれていた。

　亀裂は明らかに、Ｓの受けた深刻なダメージを露あらわにするもので。

　……どうして!?　アルバルドは痛々しげな姿でふらつくＳを、思わず抱き留め支ささえてやった。彼女は何も応こたえない。ただ苦しそうな表情を、一瞬顔に浮うかべただけ──。

「ハハハ、それは僕を裏切った報むくいだよ、Ｓ」

　かわりに全すべてを見下す哄こう笑しようと共に語ったのは、【翼ＷＩＮＧ】によって空中で真しん紅くの髪をなびかせる、アカネ補佐官の中に隠かくれたＭだ。

「苦しいかい？　痛むかい？　そりゃあそうだろうねえ……十四冊もの精書を縛しばり付けていた封印を、一度に貫つらぬいたんだ。精せい命めい核かくそのものに、かなりの傷を負おったんだろう」
















　本当はキミが僕を裏切らなければ、こうはならなかったんだよ？　Ｍは嫌いやらしいにやつきをアカネの顔に張り付かせた。

「でもまあキミが裏切るのは、わざわざ封印の鞘さやの中から【信号ＳＩＧＮ】を送ってくれて、わかっていたからね。だから僕の方も、キミを存分に犠ぎ牲せいにさせてもらったんだ」

　封印さえ解ければ、もうＳには用がないから。そう言って、アカネは軽く指を鳴らした。それを合図に再びガドから殺気がみなぎる。薄うすい装そう甲こうを持つ【鎧ＡＲＭＯＲ】が、【槍ＬＡＮＣＥ】と【刃ＢＬＡＤＥ】を両方構えた。……やばい！　アルバルドはＳを抱いたまま、身を強こわばらせる。避よけられないッ！

（ダメだ！　こ、このままじゃ、後ろの天華にも当たっちまう!!）

　すぐ真後ろで白い機体に倒れ込んだ銀髪の少女の姿を捉えながら、そう思った瞬間。しかし無数の【乱打ＬＡＳＨ】の閃光と【破壊ＢＲＥＡＫ】の衝しよう撃げきが襲おそい来る寸前、Ｓが人の形を変えた。

　まるでアルバルドの思考を読み取ったかのように、彼女はこくりとひとつ頷うなずき、守るための姿になる。それは一枚の、小型の【盾ＳＨＩＥＬＤ】だ。

　アルバルドの片腕をどうにか覆う、角張った六角形の美しい【盾ＳＨＩＥＬＤ】──。それはガドの精書の攻撃を受け止め、見事にはじき返してしまう。

　すごい、とアルバルドは自分の前に現れた、小さいが立りつ派ぱな【盾ＳＨＩＥＬＤ】にほれぼれとなる。けれど、空色の瞳ひとみはすぐに気付いた。

　アルバルドの強い心の声を聞いて、新たな変化をした彼女だったが。その【盾ＳＨＩＥＬＤ】となった体にも、ぬぐい去ることのできない大きな亀裂が刻まれていた。

「さて、その体でどこまでキミの選んだ使い手を守ることができるかなあ」

　いやらしく突つきつけるのは、真上に浮ういたアカネである。と、【鎧ＡＲＭＯＲ】姿のガドが踏ふみ込んだ。一瞬で距きよ離りを詰つめ、【盾ＳＨＩＥＬＤ】に直接叩たたきつけられるのは、兜かぶとから生えた【角ＨＯＲＮ】だ。その一撃は何よりも【強固ＨＡＲＤ】で【重いＨＥＡＶＹ】もので。うああッ！　ひび割れた【盾ＳＨＩＥＬＤ】を貫かん通つうして、支えるアルバルドの腕に、Ｓが声なき悲鳴を震ふるわせ伝えた。

　ああっ、ダメだこれじゃあ!!　アルバルドは小さな【盾ＳＨＩＥＬＤ】ごしの衝撃をこらえながら、砕けるＳに蒼そう白はくとなる。精書どうしの衝しよう突とつは、弱体化した今のＳにはきつすぎる！

「クソおおッ!!」

　負けるかよオオッ!!　アルバルドは感情を爆発させ、体内に鬱うつ積せきした疲弊をこらえ、本日二度目の『完全獣化フル・ビースト』を発動させる。黄金色の獣じゆう人じんとなり、超ちよう人じん化かした膂りよ力りよくを使い、【盾ＳＨＩＥＬＤ】からガドを引きはがす。【角ＨＯＲＮ】を引き抜ぬき、間合いを取った。

　だがそれもすぐに限界を迎むかえる。墜つい落らくした舞翼ライドの上に倒たおれた銀ぎん髪ぱつの少女より、後ろには下がれないのだ。

　彼女を担かついで逃にがそうとしていたＧも、【盾ＳＨＩＥＬＤ】で防ぎ漏もれた【乱打ＬＡＳＨ】を身をもって防ぐので精せい一いつ杯ぱいだ。褐色の彼の体はすぐに穴だらけとなり、アルバルドもどうにもできない。【盾ＳＨＩＥＬＤ】がある限り、どうにか【槍ＬＡＮＣＥ】と【刃ＢＬＡＤＥ】の攻こう撃げきだけは、防ぐことができているけど。

（……そんなの、時間の問題だぞ！）

　アルバルドは【盾ＳＨＩＥＬＤ】を構え、そして。

「!?──が、ぁああッ!!」

　次の瞬間、横から回りこんできた閃光のひとつに貫つらぬかれ、鮮せん血けつの花を瓦が礫れきの庭園に散らした──。




　　　　４




　それは、ほんの一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうだった。Ｇに庇かばわれた愛機の上で頭を打って、意識を混こん濁だくさせていた天華は、しかし銀の瞳ひとみではっきりと見た。見てしまった。

　Ｓのかわった【盾ＳＨＩＥＬＤ】によって、苦し紛まぎれに受け止めた火の剣けん聖せいの攻撃を、アルバルドが咄とつ嗟さの判断で真正面に返したのだ。中庭の玉たま砂利じやりと木々が粉こな々ごなに砕くだけ、塔とうの瓦礫とひとつになる。

　だが刹那──。もうもうと舞まい上がる土つち埃ぼこりの中から、胸むな元もとで揺ゆれる【装身具ＯＲＮＡＭＥＮＴ】の輝かがやきで、威い力りよくを【相殺ＯＦＦＳＥＴ】されて無傷の【鎧ＡＲＭＯＲ】が出現した。同時に解き放つのは、【槍ＬＡＮＣＥ】による圧あつ倒とう的てきな【乱打ＬＡＳＨ】である。

　それは今までのように、【盾ＳＨＩＥＬＤ】でどうにか防げる類たぐいではなくて。いや、そもそも【盾ＳＨＩＥＬＤ】やその後ろのアルバルドや天華たちを狙ねらうにしては、明らかに的まとはずれの方向に打ち込まれたものだった。──そのはずなのだ。

　けれども天華は目撃する。噴ふん煙えんのように視界を奪うばった埃ほこりに隠かくれて、アルバルドの真横にうまく回り込んだ、飛ばされた輝く【腕輪ＲＩＮＧ】を。

　それは【盾ＳＨＩＥＬＤ】を逸それてやってきた【槍ＬＡＮＣＥ】の攻撃とぶつかって、なんと【反射ＲＥＦＬＥＣＴ】させる。ちょうど【盾ＳＨＩＥＬＤ】の裏側から、アルバルドに狙いを定めて！

「!?──が、ぁああッ!!」

　苦しげな絶ぜつ叫きようが産み落とされた。六角形の【盾ＳＨＩＥＬＤ】と共に、黄金の獣人と化していた青年剣士の体が倒れる。赤い飛沫しぶきが宙に舞まった。

　それはＧの手で墜つい落らくした雷らい帝てい号ごうの陰かげに寝ねかされた天華の元にまで、勢い余って飛んでくる。ばしゃり、という生暖かいものが頰ほおに当たった。同時に重いものが、目の前に落ちてきた。

　腕うで、だった。

　アルバルドの肩口からきれいに切り刻まれて落ちた、彼の鍛きたえた右腕であった。

　それは天華の意識を、急速に覚かく醒せいさせるには十分なもので。べっとりと頰から首にかけてかかった彼の血が、熱を失うしない冷めていく。生なま臭ぐさすぎる大量の臭においが鼻を打ち、倒れた天華を跳はね起きさせた。もちろんそんなことで、臭いもぞっとするような生なま々なましくまとわりつく感かん触しよくもとれるわけがない。

　アル、と呼ぶこともできなかった。残った左腕で小さな【盾ＳＨＩＥＬＤ】を構えるアルバルドだが、大量に出血する右肩の切せつ断だん面めんから、みるみるうちに生気を失う。『完全獣化フル・ビースト』の力が抜けて、黄金色の体毛がごっそり舞った。と、さらに肩から血が落ちた。駆かけつけたぼろぼろのＧが、小さな手で必死に血を押おし止めるように、アルバルドの傷口を押さえてやる。

　けれど飛び起きた天華には、何もしてやることがない。それどころか、雷帝号の側そばで再び座すわり込んでしまった。負傷したアルバルドと、どうしようもないＧ。それに、悠ゆう然ぜんといつでもとどめを刺させる位置に立ちつくす、六つの精書を纏まとったガド──。

　それらを前に、天華はこんな状じよう況きようなのに、無ぶ様ざまに腰こしを抜ぬかしたのだ。

（う、動けっ、動け、動け動け動け動け、あたしいぃっ……！）

　泣きそうな顔で必死になって立ち上がろうとするも、体がまったく言うことを聞かない。胸が震ふるえて、呼吸すらまともにできない。アルバルドの転がった右腕を前に、頰が張り付く。嗚お咽えつのような声が出た。

　天華は結局、機体の陰から一歩たりとも動けなかった。取り巻く全すべての状じよう況きようが、もう終わりを告げるものだということを、拒きよ否ひする心と異ことなって、体が理解してしまっていたのだ。

　──そう。これで「おしまい」なのだった。

　こんな光景を歓かん迎げいするのは、【翼ＷＩＮＧ】を使って未いまだ残る頑がん健けんな空中回かい廊ろうに音もなく舞い降りた、赤毛の補佐官。その肉体を操あやつるＭ一人──。

　彼はアカネの口で笑った。笑って笑って、笑い続けた。そしてさらに、駄だ目め押しのような状況を呼び寄せる。

　今にも雨が降りそうな、暗雲漂ただよう精せい霊れい都と市しを覆おおう空──。そこにいきなり、広大な神しん殿でん区画すらすっぽりと覆い尽つくす影かげを落とす、円えん盤ばん形の不可思議な飛行物体が現れた。

　空気と雲を引き裂さいて、丸い円盤形をした、金属の光こう沢たくと錆さびを持つモノ。それは小山ほどもある精せい機き龍りゆうクラスとまではいかないものの、巨大すぎて。振ふり仰あおいだ天華のゴーグル越ごしの視界には、収まりきらない。大型の飛舟シツプが数隻せき集まっても足りないほどの規模であった。

「やあ、来たね……僕の『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』！」

　Ｍが一人嬉き々きとして叫ぶ。そして【翼ＷＩＮＧ】を切り離はなし、巻き起こる【風ＷＩＮＤ】へと変えた。それはアカネの赤毛を乱して、その手の中から残っていた七つの精書をふわりと飛ばす。

　最後にその中のひとつに、「ねえ、Ｙ」と軽く口づけすらして見せて。

「全ては僕の筋書き通りさ。そして……キミが終わらせるんだ。僕とこの忌いまわしき機械の力で、何もかもをね」

　それが何を意味するのか、天華にはわからない。その頭上で、Ｙと取り巻く六体の精書は【風ＷＩＮＤ】になったＷに抱だかれて、真まっ直すぐに空を駆かけ上った。

　やってきた奇き妙みような円盤浮ふ遊ゆう物体は、その先せん端たんをわずかに開き、精書たちを飲み込んでしまう。

　ああ……。天華には、そんな様子をただ見ていることしかできなかった。

（なにも、もう、できない。非ひ力りきなあたし一人だけじゃ……）

【盾ＳＨＩＥＬＤ】の側そばで出血と苦痛に倒たおれる、力を失った金きん髪ぱつの幼なじみの青年と、彼の血を浴あびたＧ。天華の傍かたわらで右の片かた翼よくを失った、白さも汚よごれてしまった愛機──。

　これらを変える術は、ない。

　破は壊かいされ尽つくした中で残る、そびえる巨きよ大だいな中央塔とうと、円の空中回廊で繫つながった、中央塔につき従う東西南北の四つの背の高い長塔たち。そこに響ひびく、天を仰ぎ見てアカネの細い肩かたを震ふるわせる、Ｍの哄こう笑しようだけがあった。

　ただ、そのとき。──天華の肌はだに、かすかな振しん動どうが感じられた。

　それは焦こげて汚よごれたジャケットの、胸むな元もとの内ポケットに入れてあった携けい帯たいコンピュータの震え。メールの受信を知らせるものだ。

　白華が以前出したメールが、時間差を生む衛えい星せい回線を通り、今になって届いたものか？　だがこの状況下で、天華にわざわざ携帯コンピュータを取り出す気力すら、もうなくて。

「あたしは……無力だ……！」

　あああああああ！　雷帝号の残った左翼の陰かげで、へたり込んだ形のままで、両腕の手てつ甲こうを瓦が礫れきの落ちた庭園の地面に力一いつ杯ぱい叩たたきつけた。

　かけたままのゴーグルの内側に、瞳ひとみからこぼれ出た悔くやしさの水すい滴てきが、ぽつぽつとこぼれ落ちた。

　──だが。

（姉様……）

「!?　はっ」

　白華？　ふいに妹の声を聞いたような気がして、天華は固く閉じてしまっていた銀の瞳を見開いた。

　それは単なる、幻げん聴ちようだったのかもしれない。なぜなら白華はここにいない。それでも──。

　両腕を叩きつけて、頭を地面にすりつけた、天華の胸元のわずかな空間に、白はく髪はつの彼女の頭が存在した。

　地表に埋うもれるようにあるのは、本物の白華ではない。触ふれることの決してできないそれは、天華の懐ふところから漏もれ出た虚きよ像ぞう。携帯コンピュータから投とう影えいされた、妹の立体映像であった。

　リアルタイムで送られた短距きよ離り通信メールによって添てん付ぷされ、データ化されて取り込まれた彼女の姿が届いたのだ。

　……なぜ？　その答は、透すき通る白華の金色の瞳が、何よりも雄ゆう弁べんに語る。天華とは違ちがい、諦あきらめていない決意の意志を静かに湛たたえて。だから──。

　天華はすがりつくように携帯コンピュータを取り出して、妹からのメールを開いた。










［HAKKA>>>>>>>TENKA　　　　　　DIRECT-C］

　姉さま、白華です。無ぶ事じにこのメールを開かれたでしょうか？　とても急いで伝えなければならないことがあるのです。

　それは復活した精書を封ふう印いんする手だてが、まだもうひとつ残されているということです。

　その力を、私がいまから発はつ動どうさせます。

　封印の機き構こうは、神殿そのものに隠かくされています。巻き込まれないように、姉さまは神殿からできるだけ離れてください。すぐにＧくんやアルさんと一いつ緒しよに逃にげてください。


白華　　



［System-mail　　　　　39991106/0246PM］








　白華がメールで送ったのは、実に簡単な内容であった。

　詳しよう細さいな中身は、何ひとつ書いていない。書く暇ひまなかったし、何より言いたかったことは、「逃げて」の一言だけで十分だから。

（姉様……Ｇくん……）

　──中央塔の半地下につくられた、何本もの太い柱によって支えられる聖せい堂どうの中で、白華は目を閉じ、身をゆだねる。あふれる精せい霊れいたちの存在だけが感じられた。

　彼らはそっと教えてくれる。聖堂の外で起こった、破は壊かいに飲み込まれていった人々の無数の呻うめきを。

　神殿や街に、被ひ害がいが出すぎた。怪け我が人にん程度ではもちろん済すまない。死んだ。何人も、何十人も、何百人も、人が死んでいったのだ。金色の瞳を覆う瞼まぶたを、白華は固く閉ざし続ける。その内側からふいの涙なみだが落ちないように。

　そう、今は泣いている場合じゃない。これ以上の犠ぎ牲せいを出さないようにするためにも。

　それは白華の、精せい霊れい巫み女ことしての、ひた隠かくしにされてきた最大の役目なのだ。

「……いつか、みんなのために巫女の犠牲が必要になるかもしれない」

　かつてそう諭さとしたのは、幼い白華を抱いた、先代巫女の母だった。

「でも逃げてはダメ。巫女の命は、人が立ち向かえないほどの力に屈くつすることがないように、授さずけられたものなのだから。……白華もいずれ、それがわかる日がくると思うわ……」

（うん……逃げないよ、母様）

　わたし、全すべてを知ってしまったから。白華はついに目を開ける。しっかりと聖堂の石の床ゆかを踏ふみしめて、金色の瞳を輝かがやく一本の光の柱へと向けた。それは『龍りゆう眼がん』でなくとも目視できるほどに寄り集められた、大地の精脈を通ってここに導かれた、集合する精霊たちの姿そのもの。

　──この光柱こそが、聖堂に秘められた封ふう印いんシステムの根こん元げんなのだ。

　白華は見た。あの母の部屋の特とく殊しゆな壁かべに極ごく秘ひ裏りに刻まれていた、巫女だけが知り得る情報の全てを。

　ひとつは、この神殿の本当の存在理由。三百年程前に帝てい國こくができるより以前から、この中央塔と四本の長塔があったということ。

　精書のＧを地下に隠したそれらは、千年前の人々により建造された。人は、何よりも精書たちの復活を恐れたのだ。なぜなら精書の大半を封じたとはいえ、Ｍのようにいくつかの精書を世界のどこかにとりこぼしてしまったから。

　だから、五つの塔をつくりあげた。──世界を滅ほろびに導みちびきかけた精書が復活したとき、同種であるＧを囮おとりに誘さそい込んで、神殿の強力な封印のシステムで一いち網もう打だ尽じんにするために。

　さらに、もうひとつ──。白華が知ったのは、そのシステムの要かなめとしての、巫女の力のことであった。

　なぜ、神殿は精霊巫女を何よりも大切にするのか。特別なその力が、信しん仰こうとしての対象になりやすいから？　この聖堂に集まる精脈を通して、帝國領域内を、見守ることができるから？

　そんなものは、実は単なる巫女の力の副産物に過ぎなかった。

（……。みんなのために、巫女の犠牲が必要になる……）

　白華はまばゆいばかりの七色の光の柱を見上げながら、母の言葉を反はん芻すうした。

　それはまさに、その通りなのである。

　精霊巫女はただひとつ、この神殿の中ちゆう枢すう部ぶで、精書襲しゆう撃げきの際に封印のシステムを発動させる「鍵かぎ」として、いざというときのために飼われているのだ。

　それをしかし、白華は巫女として拒こばまない。迷わない。代々巫女になった者が引き継ついできた、果たさなければならない役目であるから。それに、何より。

　──今が、そのときであるから。

　神殿を、街を、人を。そして、姉を救うには、これしかないから。

（わたし、やるよ。母様……。だって）

　自分にはこれくらいしか、できないから──。白華はその華きや奢しやな体を精一杯の決意で満たして、ぱん、とひとつ手を叩たたいた。

　お願い、と光としてあふれ出ている精霊たちに声をかける。

　その意志を、精霊たちは拒きよ否ひしない。聞き入れ、すぐに動いてくれる。──だから。

　聖堂の中に七色の光があふれ出すのと同時に、封印のシステムが発動した。




　　　　５




　神殿区画に数十メートルもの高さをまるまる残した中央塔が、突とつ如じよとして震ふるえ出す──。己おのれの身に纏まとっていた、装そう飾しよくの施ほどこされた石の化け粧しよう壁を振り払う。

　落ちていく化粧壁たちは、まるで最初から決められていたように、真まっ直すぐできれいな亀き裂れつを孕はらんで外はずれた。そのうちのひとつが【鎧ＡＲＭＯＲ】を着込んだ火の剣けん聖せいと、【盾ＳＨＩＥＬＤ】を持ったアルバルドとを遮さえぎるように、轟ごう音おんを響ひびかせて滑すべり込こむ。

（これが、白華の言ってた!?）

　封印の作動……？　メールを読み終わると同時に起こった突とつ然ぜんの事態。この真偽を確かく認にんする術すべは、巨大すぎる中央塔の姿すら見渡せない、一本の長塔の陰にいる天華にない。けれどこれが決定的な隙すきであることは間ま違ちがいなくて。

　凄すさまじい地鳴りが、足元を強く揺ゆらした。中央塔と四つの長塔たちがゆっくりと、まるで全体が持ち上がるように動く。ひときわ太い中央塔の真下から、半地下状に埋うもれていた聖堂が、柱のみが立ち並ぶ内部を露ろ出しゆつさせた。瞬間、天華のゴーグルをうつのは、五つの塔たちと共に大地の中からせり上がってきた、巨きよ大だいな輝き。

　五本の塔どころか、その周辺の庭園ごとぐるりと円く取り囲む、大きすぎる錬精陣──。それは神しん殿でんを建てたその下に、ずっと隠されてきたものであった。

　さらに大地の陣に合わせて、対ついとなる巨大な円をつくるのは、頭上の空中回廊だった。

　四つの長塔を輪で繫つなぐ回廊が、その上にＭの憑ひよう依いしたアカネを乗せたまま分解した。ふわりと浮いた回廊は、その裏側に錬精の紋もん様ようを露あらわにしつつ、分かれた個々のパーツを広げる。物理法則をまるで無視した、突然飛んだ足場の動きに、アカネの体が足を取られて転んでしまった。

　……ああッ、今だあっ！　天華は強こわばる太ふと股ももを拳こぶしで叩き、奮ふるい立たせる。壊こわれた雷らい帝てい号ごうを乗り越え、倒たおれるアルバルドに駆かけつけた。

「Ｇっ!!」

　轟音がつんざく中で天華は、アルバルドの傷口をふさいでいた相棒の耳元で短く言う。逃げるよ、と告げなくても、かわりに片腕を亡なくした金きん髪ぱつの青年剣士を担かつぎ上げただけで、Ｇは瞬しゆん時じに悟さとってくれた。天華がＧの手を空かせたのは、彼にしかできないことをさせるためだから。

「て、んか……？」

　ぐったりと身を預けたアルバルドが、弱々しい呻うめきを漏もらす。そんな彼を引きずって、天華は翼つばさの折れた雷帝号の背にどうにか乗り込む。残った左の腕で【盾ＳＨＩＥＬＤ】を決して放さないアルバルド。その彼の体に覆おおい被かぶさるようにして、天華は操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめた。──刹那、機関部に飛び込んだ相棒が、精せい一いつ杯ぱいの精命力を振り絞しぼり、推すい進しん結けつ晶しよう体たいを起動させる。

（……飛べなくてもいいっ！）

　白華の指示通り、この四方の長ちよう塔とうの隙すき間まから抜ぬけ出すだけでも！　天華はとにかくそれだけを願う。と、右の翼を失った愛機は生まれた推力に押おされ、白い体を引きずって身を削けずりながら動き出した。そして機体は一気に、瓦が礫れきや石の通路を滑り、露わとなった大地の巨大錬精陣の輪の中から脱だつ出しゆつした。

　と、その直後。

　──光が、あふれた。

「何だ……こいつはアアッ!?」

　展開して浮遊する、文字通りの空中回かい廊ろうの輪の上で、赤毛の補佐官の中にいるＭが吼ほえた。逃げ出した天華たちをすぐに追ってきた【鎧ＡＲＭＯＲ】を着込んだ火の剣聖が、足元の錬精陣の一歩内側で踏ふみとどまる。いや、その足はそれ以上出ることができないのだ。

　一ひと突つきにしようと伸のばされた長い【槍ＬＡＮＣＥ】の切っ先が、浮いた回廊と大地から出てきた二つの円の外から出られない。上下の錬精陣どうしを繫ぐように、いつしか光の壁ができていた。

　そこに完成したのは、五つの塔を中心に円柱状に仕上がった、光あふれる『檻おり』であった。

「これが、神殿に隠かくされていた、封ふう印いんのシステム……？」

　勢いのまま塔たちの隙間を滑り抜けた機体が、ついに崩くずれた塔のひとつに乗り上げて止まる。

　機関部から這はい出してきた相あい棒ぼうが、巨大な錬精の『檻』を前に黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみを見開いた。

「なんという精せい霊れい力りよくだ……」

　彼は一目で見み抜ぬいて、呻く。そう、『檻』の中に満ちていく七色に輝かがやく光は、錬精音おん痴ちの天華の銀の瞳にもはっきりとわかるほどに、高密化された精霊力だ。それは崩ほう壊かいした中央塔の内部より真っ直ぐに飛び出して、しかし。塔の瓦礫と共に吐はき出された、押し上げられる特殊な壁にぶつかって、内部に光が押し戻された。──さながら光の噴ふん水すいのように。

「あれって……！」

　あふれる光を受け止める特別な壁たちを、天華は目にしたことがある。母の部屋を幾いく重えにも取り囲んでいた、精霊をまったく通さぬようつくられた、紋様の刻まれた壁たちだ。

　それらはひたすら、噴ふん出しゆつする光を押し止めて。封じ込められた二つの円に挟はさみ込まれた空間に、精脈より流れ出る精霊たちをぶちまけ続けた。

　逃げ場をなくした精霊たちは、ただひたすらに『檻』の中で密度を高める。やがて【槍ＬＡＮＣＥ】を、【刃ＢＬＡＤＥ】を振るって『檻』の壁と格かく闘とうしていた、火の剣聖の動きがかわった。いきなり頽くずおれ、悶もだえ始める──。

「？　な、なにっ？　どうして……」

「あれだけの濃のう密みつな、精霊力の圧力だ。……同質のエネルギーである精命力が、影えい響きようを受けないわけがない」

　そう言うのは、精命力によってその擬ぎ似じ的てきな肉体を構成しているＧであった。

　致ち命めい的てきだ、と彼は呟つぶやく。

「精命力が……精せい命めい核かくが、悲鳴を上げて押し潰つぶされ、消し飛ばされる。これは封印などというレベルを超こえた、いわば『封ふう殺さつ』のシステムだ」

「えっ。封殺……って」

「……精書が、滅めつする──」

　Ｇが告げた言葉通り、火の剣聖の肉体より、ついに【槍ＬＡＮＣＥ】が【刃ＢＬＡＤＥ】が、【鎧ＡＲＭＯＲ】が。張り付いていた六つの精書が力を失い、変化した姿も維い持じすることができず、元の書物の形になった。六冊の書物は瓦礫の大地に落下し、苦しみ悶える。

　決して開くことのない、世界の要素を無理矢理に詰つめ込んだその身の留め金。そこに亀裂が生まれ、砕けた。

　──光に満ちた『檻』の中に、開いた書物がその中身をぶちまけた。一瞬にして五本の塔たちすら埋うめ尽つくすほど舞まい上がるのは、千切れたページたちだった。

　びっしりとそこに塗ぬり込められていた、世界の要素。すなわち精書の存在そのものが、はじけ飛んだ表紙から『檻』の内部にまき散らされる。空間に溶とけて散さん華げした。そう、消えてなくなっていくのだ。

　高圧な精霊たちの渦うずの中で、六つの精書よりばらまかれた大量のページは、ただひたすら噴き出す光の嵐あらしに弄もてあそばれるかのように舞い散って。しかしその後に残るものは、何もなかった。
















　己おのれの全すべてを吐き尽つくした後に、分厚かった表紙すらも分解し、世界に還かん元げんさせられた。塵ちりひとつ残さずに。

　それが──六つの精書の、最さい期ごであった。

　ただし、それだけでは終わらない。

『檻』の中に充みち満ちた精霊力は、精書だけでなく、もちろん人にも作用する。精書を失ったガドが、そのまま泡あわを吹ふいてぶっ倒たおれる。そして──。

「ぐ、あぁアアア──!!」

　突とつ如じよとして、空中回廊の上にいた赤毛の補佐官が苦しみに唸うなる。『檻』の外にいるというのに！

　いや、留とどまることを知らない精霊たちの流りゆう出しゆつが、ついに『檻』の強きよう固こな結合すら歪ゆがみ、破って。その『檻』の外部に、異様なほどの高圧な精霊たちの輝きを漏もらし始めたのである。

　まずい、とＧが叫さけんだ。けれど天華は逃にげられなかった。強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんが、精神に叩たたきつけられる。

　人の意志と魂たましいの力である精命力が、押し潰される感覚だった。

　ああアッ──！　あまりの苦しさに、天華は頭が真っ白になる。精命力そのものであるＧの褐かつ色しよくの体が揺ゆらぎ、自分の下でアルバルドが痙けい攣れんした。彼の左腕にすがりつく【盾ＳＨＩＥＬＤ】ですら、抱えた亀裂をさらに深めた。

　だがそれは、幸い長くは続かなかった。

　始まりと同じように、終しゆう焉えんが唐とう突とつに訪おとずれる。──『檻』が壊こわれ、その源みなもととなっていた四つの塔に亀裂が走る。自身に施ほどこされた強力すぎる術式に耐たえきれず、展開させた空中回廊共々、一気に崩落を始めたのである。

　天華たちに襲おそい狂くるう、光の圧力が消しよう失しつした。輝く『檻』も失われ、降り注ぐのは、ゆっくりと倒とう壊かいを始めた四本の長塔たち。

　神殿が消えていく。その光景を、苦痛で汗あせだくになった天華は見る。言葉も何も出なかった。破は片へんと呼ぶにはあまりにも大きすぎる残ざん骸がいたちが、あっという間に落ちてきて、先ほどまで輝いていた大地の錬れん精せい陣じんの内側を埋うめていく。そこに倒れた火の剣けん聖せいと、そして。

「!!　あっ……な!?」

　天華は汚よごれたゴーグルのレンズ越ごしに、目にした。神殿の中でも最も頑がん健けんにそびえる、聖堂を収めた立りつ派ぱな中央塔──。それすらも四方から倒れ込んだ長塔たちに、押おし潰つぶされてしまうのを。

　そこに、見てしまったのだ。

　せり上がって地表からわずかに露出した聖堂。その内部に立った、ひとつの人ひと影かげ。それが塔の一いつ斉せい崩壊に巻き込まれて、あっさりと飲み込まれてしまう様子を。

　そこにいたのは間違いなく、白く長い髪かみを持った、金色の瞳の少女で。

「はっ、白華あぁあああああああああああ──────────!?」

　天華は瓦礫の衝しよう突とつ音の嵐あらしの中で、消えた妹の名を必死に叫さけんだ。







　暴走する精霊たちは、白華の声では抑えきれない。

　だから巫み女こが犠ぎ牲せいになる、ということは。それはつまり、光の『檻おり』を終わらせるのは、限界を迎えた神しん殿でんの五つの塔とうの自滅でしかあり得ないということだった。

　その中心に位置する聖堂で、精せい霊れいたちの力を導みちびく白華は崩ほう落らくの光景に佇たたずんでいた。

「が、ああッ、アアアアアアアアアアア!!」

　人の魂たましいと意志の力である精命力。それはすなわち、命そのものである。錬精に長たけ、その源みなもととなる精命力のコントロールにも長けた火の剣聖ですら耐たえられず、精神の崩壊にあえぐ。『檻』すら揺るがすその絶ぜつ叫きようが、ここにまで届いた。

　もちろん同じ『檻』の中にいる白華にも、精霊たちの圧力は容よう赦しやなく降り注そそぐ。

　心が削けずられ、足がふらつく。白華が倒れなかったのは、たまたま隣となりに聖堂を支える石の柱の一本があったからだ。亀き裂れつの入った大きな柱が、よろけた体を支えてくれた。

　金色の『龍りゆう眼がん』は見る。取り巻く大量の精霊たちが泣いている。自分たちでは聖堂の中でぶつかり合って暴れるしか他ほかになく、仲のいい白華まで傷つけてしまうことに。

（いいの、みんな……）

　哀かなしまないで。掠かすれそうになる意識をガドよりどうにか保てるのは、そんな精霊たちができるだけ白華を避よけようとしてくれているからで。でもそれは、ただ終しゆう焉えんまでの時間をわずかに延のばすことでしかない。白華は白髪の後こう頭とう部ぶを石の柱にゆだねて、いつ崩くずれてもおかしくない膝ひざを抑おさえ、もういいよ、と彼らに伝えた。もう無理なのだ。それでも……。

（姉様……無事に出られたかなあ）

　ぽつりとそんなことを思った。大だい丈じよう夫ぶ、と続けて締しめて。

　だって、白華はこのことをメールに書きはしなかった。自分が犠牲になるなんて。

　姉に知らせてしまえばきっと、己おのれの身すら顧かえりみずに、飛び込んでしまうだろうから。

（だからきっと、姉様はちゃんと逃げられたよ──）

　そんな想いを胸に抱いて、白華は視線を向けるのだった。と、その瞬しゆん間かん。

　ふと顔を上げた金色の瞳ひとみに、崩壊に空あいた聖堂の壁かべの穴から、遠くに小さな人ひと影かげが見えた。

　それは本当に小さくて──しかしなぜか一瞬で。確かに銀色の髪を持つ少女であることが、白華には判はん別べつできた。……ああ、そっか。

（姉様……Ｇくん。アルさん……）

　銀の瞳と金の瞳が、一呼吸だけ視線を重ねた。だから──。

　わたし、やるべきこと、ちゃんとやったよ？

　白華は姉へと、心の中で語りかける。延えん々えんと受け継ついだ精霊巫女の最大の役目として、街を、人を、そして。──姉を守るために。

　白華は弱々しくも、聖堂でそっと独ひとり涙なみだを流して。それでもしっかりと、最後は姉に向かって微笑ほほえんでみせた。

　聖堂の屋根が、柱がついに崩くずれ、一いつ斉せいに落ちてくるその寸前まで。







「はっ、白華あぁあああああああああああ──────────!?」

　瓦が礫れきの衝しよう突とつ音の嵐あらしの中で、銀ぎん髪ぱつの少女の絶叫がこだました。

　それをどうにか聞けたのは、ぎりぎりで褐かつ色しよくの肉体を構成する精命力を、どうにか維い持じすることができたから。

　Ｇは黒くろ鉄がね色いろの瞳を向ける。目の前にはもう『檻』はなかった。そこにあったはずの、五つの塔も。残っていたのは錬精陣の影えい響きようをわずかに残した、ゆっくりと落ちてくる空中回かい廊ろうの分解したパーツたちのみ。

　最後の地じ響ひびきをあげて遥はるかな極きわみから落ちてくるそれらを、機体から降りることもできずに、天華は呆ぼう然ぜんと眺ながめるのだった。

　だがＧは消しよう耗もうした肉体を抱かかえ、それでも素す早ばやく雷らい帝てい号ごうの上から降りて、天華をかばうように立つ。油断なく見み据すえるのは、落ちてきたばかりの空中回廊のひとつであった。

　そこに、破れた黒い軍服を自らの血に染めた、赤毛の女性補佐官が立っていた。

　──だらりと俯うつむいて力無く曲がった彼女の背中から、紫し紺こん色の長髪を持つ、冷たい肌はだの美青年が起きあがる。『檻』より受けた精霊力の圧力で剝はく離りした、精命力でつくりあげたＭの擬ぎ似じ的てきな肉体だ。

「ああ……よもや……こんなところに、こんな仕し掛かけがあったなんてね……」

『檻』の間近でいたためか、Ｍの細身の肉体は、Ｇよりも深刻なダメージに蝕まれていた。消え去った六つの精書と同じように、憑ひよう依いする力すら奪うばい取った擬似的なＭの姿は、空間にとろけるように消えていく。それは『檻』が消えた今でも終わりなく、Ｍは形を保てぬほどに、どんどんと消しよう失しつしていくのだ。

　……勝ったのか？　Ｇはその疑いのない消しよう滅めつを続けるＭの様子に、そんなことすら思ってしまう。が──。

「ハッ、ハハ、ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ!!」

　Ｍは、笑った。その双そう眸ぼうの透とう明めいな輝かがやきを失わず、滅ほろんでいく己おのれとＧや天華や、気を失ったアルバルドすら嘲あざけって。

　なぜ？　そのときＧは、決定的な「あること」に気付いてしまう。

　消えかけるＭのがらんどうの胸の中には、精せい命めい核かくの輝きがなかった。

「なんだと？　まさか──」

「そう……筋書き通りなんだ。どんなに予想外の事態が起こっても、僕の勝ちは揺ゆるがない」

　ほうら、とさらに空からっぽの胸むな元もとを、溶とけていくＭは見せびらかした。そうだ、最初からＭの体内には、精命核はなかったのだ。

　かわりにそこに存在したのは、十四もの精書を変へん換かんして詰つめた、偽にせの核で。──どうして、Ｍは徹てつ底てい的てきに、アカネの体から出てこようとしなかったのか？

　出てこようとしなかったのではない。出たくとも、ずっと出られなかったのだ。

（あの補佐官の精命力で、自らの【偽者ＭＩＲＡＧＥ】をつくりあげ、潜ひそませていたというのか！）

　では、本物は？

　笑いながら、ついには完全に消えていくＭ。そこから視線を引きはがして、Ｇは反射的に真上を仰あおいだ。

　そこにあるのは、今にも雨あま粒つぶを吐はき出しそうな厚い雲から顔を出した、金属光こう沢たくにまみれた物体。浮ふ遊ゆうする、円えん盤ばん型機械──。

　それはどうやって、ここまで導みちびかれてきた？　簡単なことだ。

　あそこにこそ、浮遊円盤を操あやつって残りの精書を受け取った、本物のＭがいるということ。

　──それが今いま更さらながら、思い知らされる真実であった。

　そして、もうＧたちには何もできない。もとより、『檻』と戦せん闘とうの影えい響きようで、消しよう耗もうしきったＧの体が限界を訴うつたえている。《衝撃波グラビテイ》のひとつも放てば、それで力を使い果たし、書物の姿に戻もどるだろう。

　雷帝号は痛々しいほどの姿を晒さらし、瓦が礫れきの山に乗り上げている。その上では、片かた腕うでを失ったアルバルドが倒たおれ、小さな【盾ＳＨＩＥＬＤ】から女性体にかわったＳが、体に走る深い亀き裂れつに膝ひざをつく。

　闘たたかう術すべは、もうなかった。Ｇはどうしようもなく冷れい静せいに、そう判断する。──と。

　その中で構わず、銀髪の少女がふらりと動いた。




　　　　６




　悠ゆう々ゆうと黒い雲に覆おおわれた空に、丸くて巨大な機械物体が悠ゆう然ぜんと浮ういている。

　アルバルドが自分の下で、生きているかすかな身じろぎをしてみせた。失った右腕の肩かた口ぐちには、Ｇが施ほどこしたものだろうか。アルバルドが剣けん聖せいとして常じよう備びしていた、錬れん精せいの止血包帯が巻かれ、真っ赤な色に濡ぬれていた。

　目の前ではＭの呪じゆ縛ばくから解かれ、赤毛の補佐官の体が、その場に倒れて転がっている。

　だけど、どんなものであれ、今の天華にはどうでもよかった。そんなもの意味がない。

　積み重なった五つの塔とうの瓦が礫れきに埋うまった、白華のことに比べれば……！

「は、っか……」

　そんな。噓うそ、だよ……。天華は首を横に振ふる。振り続けながらゆっくりと、かつては五つの塔であったその残ざん骸がいへと足を向けた。

「どこ？　どこにいるの、白華あっ。大だい丈じよう夫ぶだよね？　しっ、死んでなんか、いないよね？　だって、だってあんたは……精せい霊れいたちに見守られてるんでしょ？　幸運のお守りだって、つくれちゃうんだよ？　巫み女こなんだ。世界でただ一人きりの、一番の力を持った、あたしの自じ慢まんの妹なんだよっ、だから、だから！」

　出てきてよ、白華ああああ──────!!　天華はからからに喉のどを嗄からして、そんな叫さけびを必死にあげた。

　と、そのとき。

　踏ふみ入ってすぐの瓦礫の小山が、わずかに身み悶もだえた。

「!?　は──」

　白華、と妹の名を叫ぼうとしたその瞬しゆん間かん。けれども下から押おし上げられた瓦礫にまとわりついたのは、真しん紅くの炎ほのおだ。火か炎えんはすぐに全すべてを焦こがし、溶かし、噴ふき上げる。

　そこから這はい出してくる者は、もちろん巫女の白華ではなくて。

　──六つの精書を失い、白目すらむいて意識を果てさせていたはずの、火の剣聖ガドであった。







「がはあっ、はあっ、はああっ、……なんだ、なんだこれは！　なんなんだアアッ!!」

　なんでこうなるンだ!?　ガドは炎を従したがえて、瓦礫を砕くだいて飛び出した。錬精の強化紋もん様ようを施ほどこした自じ慢まんの肉体は傷つき、血にまみれ、荒あらい呼吸に疲ひ弊へいしている。おあああアアアアア!!　混乱に任まかせ、ただひたすらに炎の粉をまき散らし、苛いら立だちを叩たたきつけた。瓦礫が焼き焦げ、砕け散る。

　暗色の瞳ひとみには、しかし周囲の何も映らない。見えていても、ガドの中に入ってこない──。

「俺サマが……俺サマが負けるって言うのか？　剣聖がッ？　そんな馬ば鹿かなことがあるか、あってたまるか……！　剣聖は負けちゃいけないんだ。最強でなければならないんだ。だから、だから、だから……だからッ」

　だから──俺サマは、どうしたんだ？　ガドははたと、そこに行き着いた。行き着いてしまった。

　いつからかすっかりと、忘ぼう却きやくの彼方かなたに押しやってしまっていた、自分があのＭに手を貸した理由。しかし……。

「……どうしたんだ俺サマは……そうだ、俺サマの管理区域の遺い跡せきに異変があって──」

　それで、アカネと共に乗り込んだ。まさかそこで傷ついたＭと出会い、赤毛の美人補佐官の肉体に憑ひよう依いしてしまうなんてことなど、予測もできずに。

（最初は……ヤツは俺サマの体に入ってきたんだ。だが抵てい抗こうした俺サマよりも、アカネの方が居い心地ごこちがいいらしくて、滑すべり込んで）

　だから、いろいろやったのだ。弱体化したＭは、修復のために常にアカネの中に入っていて。アカネにまったく気付かれないまま、言われるままに、行動した。修復がついに終わった本物のＭを、『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』の元へと逃にがしに、神しん殿でんを一時発たったのも。【鏡映しＭＩＲＲＯＲ】につくられたそっくりな【分身ＭＩＲＡＧＥ】を入れ替かわりに、Ｍがアカネに残したその後も。……なぜ？

　アカネを無ぶ事じになんとかして取り戻したかったから。二年間もわがままを通す自分に、ついてきてくれた大切な彼女だから。

　いや、それだけではなくて。

（そうだ。……勝てない、と思ったんだ。俺サマの腕うででは、どう剣を振るおうと、どう炎を使おうと。精書は勝てない相手だった。俺サマは剣聖なのに、勝たなくてはいけない相手だったのに！　だから……！）

　考えたのだ。Ｍの口車に乗ったフリをして、そして他の精書を手にして。その能力で逆に、精書Ｍを倒そうと。

　──精書は敵だ。信しん精せい帝てい國こくが帝國となる前から、人の敵として密ひそかに認識されていた存在だった。故ゆえに絶対に、倒さなければと思ったのだ。それなのに……。

　いつから、こうなってしまった？

　自分を厳きびしく保っていたはずなのに。騙だまされたフリをしていただけなのに。いつの間にか、Ｍの【精神ＭＩＮＤ】に汚お染せんされた？

「ちっ、違ちがうウウ!!　俺サマは、Ｍに翻ほん弄ろうされてたわけじゃないッ！　わざとだ、わざとだったんだ！　これは全て、俺サマの意志だ！　俺サマが最強であるためにやったことだああアアア─────ッ!!」

　ガドは派は手でに染めた黄色と黒の髪かみすら搔かきむしり、引きちぎり、見苦しく吼ほえ、みっともなく嘔おう吐とすらした。受け入れられない。己おのれを保つためには、否定しなければならないことだった。

　しかし──。

「心の隙すきにつけ込まれおったか。弱いな、ガド」

　己自身で手て一いつ杯ぱいなガドの意識に染み入るような、そんな声がひとつ生まれた。「弱い」と言い切られたその一言は、ガドが最も聞きたくないもの。ガドは、吐と瀉しや物にまみれた歯すらむき出しに、呼ばわった主へと振り返った。

　瓦礫の上に、いつの間に立っていたのか。一人の老人、剣けん皇おうの称しよう号ごうを持つ、サイゾウ＝ナイツという名の老神官がそこにいた。







　現れたガドと共にまき散らされた炎から守るため、後からついてきたＧが、銀ぎん髪ぱつの少女を咄とつ嗟さに瓦礫の陰かげに引き倒した。

「……怪け我がはないか、天華」

「Ｇ……」

　しかし天華は、まるで腑ふ抜ぬけだった。銀色の瞳が焦しよう点てんを合わさない。いざ無理矢理逃がそうにも、振り絞しぼってやっと《衝撃波グラビテイ》を一発きりしか放てないほど消しよう耗もうしたＧの力では、彼女を担かついで引きずることも難むずかしい。

　だから。そこに現れた剣皇サイゾウの存在は、心強いものだった。

　なぜならＧは、この神官の姿に身をやつした老人の、本当の力を知っている。神殿での日常の中でさえ、どんなときでも気け配はいひとつ生まずに、こうして密ひそやかに近づいてこられる実力を──。

　Ｇに遅おくれて気が付いたガドも、「剣皇!?」と老人の出現に驚きよう愕がくする。

「バカなっ、……アンタ、死んだんじゃ……」

「あれくらいのことでワシがやられると思ったか？」

　呵か々かと笑い、「紅クレナイ殿どのやラフネ殿を庇かばって、瓦礫にちょいと飲み込まれただけじゃよ」と老人は気楽に言う。ただしその身に纏まとう神官服は一部が破れ、赤茶けた乾いた血の色をわずかに附着させていた。

　それでも剣皇の言葉を裏付けるかのように、崩ほう壊かいした神殿の東側より、無数の機体が飛び上がった。

　それらはようやく命令系けい統とうを立て直された、軍の力だ。強きよう固こな錬れん精せい装そう甲こうに覆おおわれた、何隻せきもの黒くろ塗ぬりの飛舟シツプが隊列を整えて、曇くもり空を旋せん回かいする。さらに飛舟シツプは、多種多様な戦せん闘とう型がた飛ひ空くう艇ていを甲かん板ぱんから吐き出した。それらが展開して取り囲むのは、もちろん未いまだ空中に浮うかんでいる、巨きよ大だいな円えん盤ばん型の物体である。

　さて、と剣皇は静かに告げる。

「そろそろ終わりにしようか。のう、ガド」

「……笑わせるなよ、老いぼれがああッ」

　じじいに何ができる？　ガドは口元についた汚よごれを拭ぬぐい、吐き捨てた。炎を纏まとい、手のひらの中で幾いく本ほんもの刃やいばに変える。

「見たところ丸まる腰ごしじゃねーかあっ！　そんなんで俺サマに勝てると、本気で思ってやがるのかよッ!!」

「ワシの剣は、あるさ」

　だが明らかに帯剣すらしていない老人は、ガドに向かってその表情を崩くずさない。

「……。お主ぬしは忘れてしまったのじゃな。己よりもさらに上がいることを。最強というものが、どういう存在であるかということを」

「なッ、なんだと!?」

「ならば思い出すがいい──」

　いや、思い知らせてやろうぞ。そうサイゾウが告げたとき。──気配が、かわった。周囲の空気が唐とう突とつに、老人より放たれた凄すさまじい気き迫はくに押おされて搔かき乱みだされる。それは、殺気だ。これまでずっと老人の中に押し込められていた、しかしそれこそが剣皇サイゾウの本領であった。

　圧あつ倒とう的てきな殺気を真正面から叩きつけられ、炎ほのおを身につけたガドですらたじろぎ、後ずさる。少し離はなれた距きよ離りにいるＧすらも、擬ぎ似じ的てきであるはずの褐かつ色しよくの肌はだが、びりびりとひきつった。半なかば放心状態であった天華ですら、恐きよう怖ふを感じて身じろぎした。

「もう二度と使うまいと思っていたのじゃがな」

　殺気に満ちた剣皇だけが、ひどく静かにそうしゃべる。と、神官の衣い装しようの懐ふところから取り出したのは、数本の液体の入った細長い瓶びんであった。

　それは特別調合された錬精薬だ。Ｇは中身を看かん破ぱする。一時的ながらも体力などを飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようさせる、帝國でも高価な薬だ。副作用リバウンドによる全身への疲弊が強いため、通常使われることは禁止されているのだが。

　けれども老人は、片手の指に挟はさめるだけ挟んだ四本の瓶全てを、一気に飲み干してしまった。

　そして──。剣皇サイゾウの体に、異変が起こった。

「忘れたか？　ガドよ。……剣聖がなぜ、一騎当千と謳うたわれるようになったのかを。その伝説をつくりあげた、五十年前に現げん役えきであった、一人の剣聖のことを。のう？」

　しかし、語る剣皇の言葉を、もう誰だれも聞いてはいなかった。いや、聞けなかった。なぜならＧたちの目の前で、血に汚れた神官の衣装すら千切り、老人の肉体が急激に変へん貌ぼうを遂とげていったから。

　筋肉の肥ひ大だい化かとか、もうそういうレベルは超こえていた。わななく肉は増ぞう殖しよくし、何倍にもふくれあがる。顔が、腕うでが、足が、体が。何もかもが変わり果て、みちみちと肉の成長し続ける音を響ひびかせて。真っ黒な体毛に覆おおわれたサイゾウの肉体は、その小こ柄がらであった元の体が噓うそのように、巨きよ大だいになってしまうのだった。

　その大きさは、五つの塔とうが折り重なって生まれた大量の瓦が礫れきの山など、すぐに超えていってしまう。

「……『巨獣化ギガ・ビースト』──!!」

　ガドが変わり果てた剣皇の影かげの中で、どうにかそれだけを呻うめいた。

　邪じや魔まな瓦礫すらまたいで、影よりも濃こい漆しつ黒こくの、輝かがやくほどのとげとげしい体毛に覆われた、体長三十メートルもの圧倒的な巨きよ獣じゆうが生まれる。

　それが剣皇の持つ、『先ワ祖イ返ルりド』としての因いん子しの発はつ露ろ──。

　剣皇は長い尻尾しつぽを、その大きすぎる体たい軀くからは想像もできないほどの速さで振ふるった。鋭えい利りな棘とげの生はえた尾おの先が触ふれたのは、神しん殿でん区画のその向こう。軍空港に真まっ直すぐそびえた、金属製の支し柱ちゆうである。それを根本からあっさりと、剣皇の尻尾は引き抜ぬいてしまう。

　いや、それは支柱ではない。これまで五十年もの間必要とされず、そこに突つき立てられていた、剣皇の「巨剣」なのだ。

「──オ主ガ最強トイウノデアレバ、止メテミセルガイイ。コノ一いち撃げきヲ──」

　二重に牙きばの生えた赤黒い口を開いて、漆黒の巨獣が大気を震ふるわせそう告げる。剣と呼ぶにはあまりにもおこがましい、荒あら々あらしいまでの鉄の塊かたまりそのものを、足元にぽつんと立ちつくす、豆まめ粒つぶのような火の剣けん聖せいへと振りかざして。

　しかし、ガドは笑った。掠かすれた笑い声を上げた。慌あわてて天華を引っ張って逃にげ出した、Ｇの元に届くほどに。ある種のヤケクソな、開き直りの笑いであった。

　その笑いをやめたとき。火の剣聖は、振り上げられた巨獣の剣を受けるために、己おのれの全身に燃えさかっていた炎を収しゆう束そくする。練り上げて、練り上げて。一本の熱い刃やいばに見事に変えた。

「コノ期ごニ及およンデ、覚かく悟ごヲ決メタカ。……イイ度ど胸きようダ!!」

　次の瞬しゆん間かん。遠えん慮りよなく振るわれた「巨剣」のとどめの一撃が、ガドの体ごと大地をたたき割った──。

　生まれた烈れつ風ぷうと地じ響ひびきが、逃げていたＧと天華にも襲おそいかかる。Ｇは力を振り絞しぼり、《衝撃波グラビテイ》の壁かべを生んだ。粉ふん砕さいされて飛び取る岩がん盤ばんそのものを、どうにか防ぎきることができた。

　けれども「巨剣」の攻こう撃げきは、終わらない。神殿のあった地盤に深い亀き裂れつを刻んだ剣を引き抜いて、返す腕で空へと放つ。

　鉛なまり色の天に浮うかんだ、あの円えん盤ばん型飛行物体を貫つらぬくために！

　真っ直ぐに砲ほう弾だんのごとく投げ飛ばされた「巨剣」の先が、空気の壁すら突き破り、浮ふ遊ゆう円盤の中心へと見事なまでに吸い込まれる。──が。

　漆しつ黒こくの巨きよ獣じゆうは動どう揺ように、光る目を見開いた。絶対の威い力りよくをもって飛ひ翔しようした剣は、浮遊する機械の塊を素す通どおりしたから。

（まさかあれも、【幻影ＭＩＲＡＧＥ】だったというのか──）

　剣皇の一撃による余よ波はをどうにかしのいでみせて、しかしＧは、ついに肉体を崩ほう壊かいさせる。その推測を肯こう定ていするように、「巨剣」を腹に受けた浮遊円盤はその姿をぼやけさせた。重い雲の中に溶とけ、はかなく消え去っていく。実体ではなかったのだ。

　いや、違ちがう。少なくとも精書たちを吸い込むまでは、本物であったはずだ。そのためにＭが『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』と呼んだあの機械は、わざわざやってきたのだから。

「──僕の勝ちは揺ゆるがない」

　そんなＭの最後の言葉が思い出される。何もかもがＭの手のひらの上であった、ということだ。

　最初から最後まで、してやられたということか……。Ｇは最後にそれだけを呻き、書物に戻もどった。屈くつ辱じよくを感じるよりも先に、ついに力を使い果たして。

　唯ゆい一いつどうにか守りきった、銀ぎん髪ぱつの少女を見つめながら。







　【エピローグ】







　名前を呼ぶ声が、どこからか聞こえてくる。……やめてくれよ、とアルバルドは切せつ実じつに思った。

（ああ……もうちょっと眠ねむってたいんだ。だって、体がだるくてだるくて……仕方がないんだ）

　アルバルドは深いまどろみの中、決して目覚めようとはしなかった。ふわふわと意識は漂ただよい、とんでもなく気持ちいい。

　だが──。

「アルバルド様！」

「あ、アルバルドさまぁあ～！」

　必死に聞こえた二つの声が、どうにも寝ねかせてくれなかった。と、呼びかけてくる少年と少女の声はアルバルドのよく知った二人のもので。

「シエン……ココロぉ……？」

　だからついに、アルバルドは急速に覚かく醒せいした。

　いきなりやってきたのは、これまでの浮ふ遊ゆう感かんとはまったく逆の、全身に残る虚きよ脱だつ感かん。気だるく、重く、メチャクチャ痛い。

　なぜならアルバルドは大量の失しつ血けつのせいで、一時は生死の狭はざ間まを彷徨さまよって。寝かされた簡かん素そな応急ベッドを取り囲む、栗くり毛げに眼鏡めがねの少年補佐官と赤毛の操そう縦じゆう士し官かんの少女の呼びかけなしでは、二度と目が覚めないかもしれない危険な状態だったのだから。

　と、ぼんやりと目を見開いて二人の姿を認識するやいなや、少年と少女が飛びついてくる。

「アルバルド様！　よ、よかった……ほんとに！」

「うやぁあん、アルバルドさまが生き返ったっスううう～っ！」

　泣きじゃくりながらすがりつくシエンとココロを受け止めながら、アルバルドは「な、なんだあ？」と状じよう況きようが把は握あくできずにきょとんとなる。

　起きあがろうとしたものの、できない。神経が搔かき回されるような激痛が右肩かたに走った。

　そこには錬れん精せいの医い療りよう術式を駆く使しして繫つながれた、自分の腕うでが存在した。

　そのときになって、ようやくアルバルドは記き憶おくがひとつよみがえる。──自分がやられてしまったことを。

（そうか、オレは……【盾ＳＨＩＥＬＤ】で防ぎきれずに……）

　空色の瞳ひとみでなんとなく見上げるそこに、布の貼はられた天てん井じようがある。さらに漂ただよう薬品類の臭においが、急きゆう遽きよ設けられた医療テントだということを教えてくれた。それも重傷者ばかりのテントのようだ。涙なみだで汚よごれたシエンとココロをそのままに、首だけ動かし辺りを見回す。大型のテントに収容された大勢の怪け我が人にんたちの狭間を、水色の制服を着た医療兵の女性たちが行き交かっている。

　そしてアルバルドの寝かされたベッドの側そばに立つのは、浅黒い肌はだの白衣の年老いた錬精医師の男だった。

　医師は「ふむ」と、アルバルドの右腕の脈をはかる。

「……さすがは剣けん聖せい様。くっつかんと思った腕でしたが、なんと見事に繫がりましたな」

　これならなんとか元通りになるでしょう。などと、錬精医師は言ってくれる。そうですか、と麻ま酔すいの簡易錬精印を肉体のあちこちに描えがかれているせいか、気だるい体を抱かかえたまま、アルバルドはなんとなく頷うなずいた。

　と、ふと枕まくら元もとにある、ひび割れた表紙の一冊の書物に気付く。

　傷つき、人の形もとれずに休息する、精せい書しよＳの姿であった。

（ああ、そうだよ……きみがいたから、この程度で済すんだんだよな）

　横になったまま、こつんと書物に額ひたいを当てて、「ありがとう」とだけそっと告げた。

（でも本当は、もっとうまく使えてあげたら……オレは──）

　オレは、天てん華かたちを守りきることができたのに。

「!?　って、そ、そうだ！　天華、天華はいったいどうなったんだあああ！」

　麻酔すら効きかない右腕の痛みを引きずりながら、アルバルドは銀髪の少女のことを思い出し、無理矢理起きた。それに、そうだ。アカネ補佐官は？　側にいる赤毛の少女の顔を見ながら、そんなことにも思い当たる。

　と、見覚えのある赤毛の頭がもうひとつ、すぐ隣となりのベッドに横たえられていた。

　ほぼ全身を錬精の治ち癒ゆ包帯で巻かれた彼女は、ココロの姉のアカネである。

　その側には、ずっとそこにいたのか。老神官である剣けん皇おうサイゾウがついていた。

「──け、剣皇様っ？」

「こら、アル坊ぼう。安静にしておれ。……心配せんでも、アカネ補佐官の怪我はひどいもんじゃが、お前さんみたいに致ち命めい傷しようのものはない」

　今は寝ておるだけじゃよ。包帯姿の痛々しい彼女を前に、剣皇がわずかにしわだらけの口元を歪ゆがめた。

「Ｍによる精神操そう作さもどうやら抜ねけきったようじゃし。心配ないわい」

「そうス、平気っスっ」

　アルバルドの胸むな元もとで涙なみだと鼻水に汚よごれたココロが顔を上げて、けれどもアルバルドの前で、この少女は初めて軍人らしい毅き然ぜんとした表情を見せる。

「薬で眠るついさっきまで、アカネおねーちゃんと話したス。おねーちゃんが動けない間は、自分ががんばるス！　へこたれないっス！」

　約束したんスよう。とココロは、ごしごし軍服の袖そでで顔を拭ぬぐった。

「だから、アルバルドさまも早くよくなるようにするっスっ」

「あ、ああ……わかったよ、ココロ」

「そうじゃ。アル坊は、とにかく今は傷を癒いやせ」

　これからが大変じゃて。と剣皇は呟つぶやく。そうですね、と相づちを打つのはシエンである。

「怪我人はもとより、たくさんの死者が出ました……。そして神しん殿でんがすっかり破は壊かいされた今、帝てい國こくはどうなるのか──」

　そう語る栗毛の少年補佐官も、鳶とび色の瞳にかけている眼鏡のレンズが欠けて、頰ほおには錬精の治ち癒ゆテープが貼られている。精書復活の余波で、どこかにぶつけたものだろうか？

「シエン……」

「アルバルド様。……結局、Ｍには逃にげられたそうです。それに」

　──精せい霊れい巫み女こが。シエンが、すでに軍部の中に広まった白はつ華かのことを教えてくれた。

　なんだって？　そこで初めて、アルバルドは知らされる。あの白髪の少女が、神殿の崩ほう壊かいに飲み込まれてしまったことを。

「!?　なっ、そ、そんな──！　う、ウソだろっ！」

「噓うそではない」

　剣皇が伏ふし目がちに、それでもはっきりとそう告げる。「捜そう索さく活動は今やっておるが、じゃが……」と、沈ちん痛つうな面おも持もちをつくって。

「……そんな、ことって」

　アルバルドは震ふるえた。……守れなかった？

　自分は、剣聖なのに。あの闘たたかいの場にいたというのに！

　どんっ！　アルバルドは薄うすい造つくりのベッドを、繫つながったばかりの右手で叩たたいた。拳こぶしから肩にかけて、死ぬような痛みが駆かけ巡めぐるが、そんなこと関係ないっ。こんなもの、なんだってんだ!!　ありったけの気力を振ふり絞しぼり、アルバルドはベッドから足を降ろした。

「アルバルド様!?　何をっ？」

「だ、ダメっス、アルバルドさ……」

　部下たちや医師が止めたが、関係ない。アルバルドは痛みに歯を食いしばり、麻ま酔すいにふらつく体を引きずりながら、テントの外に急ぎ向かった。

　今すぐ神殿の瓦が礫れきを掘ほり起こしている、捜索部隊に加わるために。

（そうだ、それにきっと……天華だって──）







　精霊都市の空を一面に覆おおい尽つくす黒い雲が、ついに雨を吐はき出し始める。

　ぽつりぽつりと落ちてきた水すい滴てきが、生まれたばかりの山のような石の瓦礫をまだらにしていく。徐じよ々じよにだが確実に侵しん食しよくを始めた濡ぬれた色は、そのうち全すべてになるだろう。

　そんなことがわかっていても、精霊巫女の捜索に出された軍人たちは、誰だれ一人手を休めない。ただ黙もく々もくと手を動かして、かつては中央塔とうであった、小山のような残ざん骸がいに組み付いていた。

　そしてもちろん、天華もそうだ。

　無理を言って、この捜索に加えてもらった。まともに歩くことが困こん難なんなほどの、積み重なって起伏を生んだ塔の破片。その中心地に、真っ先に踏ふみ入って撤てつ去きよを始める。夢中で搔かき分け、飛びつき、乗り越こえた。ジャケットの裾すそが破けようが、足を取られて派は手でにこけて、膝ひざを打とうが擦すりむこうが関係ない。痛みなんか感じない。疲つかれすら、すでにずっと麻ま痺ひしていた。

「白華……、白華、白華、白華白華白華──!!」

　天華は妹の名を口にしながら、彼女を捜さがして掘り続けた。『巨獣化ギガ・ビースト』した剣皇が暴れたおかげで、人の手ではどうにもできないほどに折り重なっていた瓦礫たちは、飛ひ空くう艇ていや飛舟シツプを使ってつり下げての作業を行う必要がないほどには削れていた。

　大だい丈じよう夫ぶ。天華は自分に言い聞かせる。

（白華のことだもん。きっと……埋うもれて出てこれないけど、無ぶ事じなはず。無事なはずなんだっ。精霊の力で、守られてるんだもん！）

　だから、それを見つけてあげるだけなんだ。天華はそんな勝手な想おもいを支ささえに、つい崩れてしまいそうな頰を、何度も何度も叩たたいて抑おさえる。涙を堪こらえて歯を食いしばり、かわりに降ってきた雨あま粒つぶに濡れながらも、ひたすらに瓦礫をどかしていった。

　──果たして、その願いは通じたのか。唐とう突とつに、辺りに驚おどろきに満ちたざわめきが生まれた。

「……えっ」

　ずぶ濡れの銀髪をそのままに、天華はさすがに顔を上げる。レインコートを着込んだ大勢の軍人たちが、撤去の手を思わず止めて見上げる向こう。瓦礫が最も積み重なって、高くなったままのそこに、白髪の少女の姿があった。

　それは、白華だ！　そう、間ま違ちがいない。この大量の、神殿であった石の瓦礫に飲み込まれたはずの、精霊巫女の妹だった。だけど──。

　天華は、駆け寄ることすら忘れた。

「Ｇ……？」

　かわりにそんな呻うめきを独ひとり、口の中に漏もらしてしまう。

　前まえ髪がみをしたたり落ちる水を払はらって、よく見たそこには。ぐったりと気を失って金色の瞳ひとみを閉じた白華と、そして──彼女の体を抱だきかかえた、相あい棒ぼうがいるのだった。

　ううん、おかしい。天華は腰こしの後ろに触ふれる。幅はば広ひろのベルトの後ろの挟はさみ込んである、一冊の分厚い書物の存在が、確かにそこにちゃんとある。そう、Ｇだ。

　最後に天華を守り抜ぬいて、力尽つきた精書のＧは、再び十分な精命力を溜ためるまで、こうして眠ねむりについているのだ。

　ならば、そこにいるＧはいったい何なのだろうか？

　いや……。違う？

（Ｇじゃないっ！）

　銀の瞳が相手を見抜いた。──確かに姿形はＧであったが、身に纏まとった気け配はいはまるで別物で。それは肌はだも衣い装しようも瞳の色も、まったく異なるからだろう。褐かつ色しよくの肌は透すき通るように白く、黒ずくめであった衣装も真っ白だ。それにその黒くろ鉄がね色いろの眼まな差ざしですら、奇き妙みような白さを湛たたえていた。

　なにより無表情な端たん正せいな顔立ちは、小こ柄がらな少年のものではなくて──。肉体も、すらりと長身の、青年然としたものである。

　天華のよく知る、十歳さい程度の少年の容よう姿しをしたＧではなくて。成人した青年の肉体で、彼はそこに立っていた。

　そして白いＧは、兵士たちが白華の無事な姿を前に喜び駆かけつけようとした、その刹せつ那な。すっと白い瞳を細め、ただ一言を紡つむぎ出す。

「【重力波ＧＲＡＶＩＴＹ】──」

　自分自身で確かめるように呟つぶやいたその言葉が、彼の差し出した手のひらから、《衝撃波グラビテイ》を生み出した。瓦礫と共に、十数名もの軍人たちを一気に吹ふき飛ばしてしまう。

「ちょ……！」

　危ないッ！　天華はたまたま自分に飛んできたそのうちの一人を、どうにか受け止め一いつ緒しよに転がる。だが手て加か減げんのひとつもなく放たれた一いち撃げきは、抱き留めた軍人の肋ろつ骨こつをへし折っていた。

「脆もろいな」

　飛ばされて濡れた瓦礫に叩きつけられ、呻うめく人々を眺ながめ、彼は言った。

「……あんた、誰ッ!?」

　だから天華は身構えて、雨の中、白いＧへと誰すい何かする。

「俺は、Ｇだ」

　嫌いやなほど相棒の声とまったく同質な音調で、彼は応こたえる。

「だからこうして、崩れた神殿の瓦礫からこの娘むすめを【確保ＧＵＡＲＤ】した。崩壊する瞬しゆん間かんに」

「崩壊する……瞬間？」

　なに言ってるの？　天華はその言葉に違い和わ感かんを覚えた。……だって、おかしい。おかしすぎる。

「どうやって？　だって、あの瞬間は、まだ精書の精せい命めい核かくすら消し飛ばす、高圧な精霊の力が充みち満ちていたときだよっ？　それなのに！」

「普ふ通つうの精書ならば、あの特とく殊しゆな環かん境きよう下かでは精命核が耐たえられない。だが」

　俺にはできる。白いＧは胸を叩いた。相棒であるならば、がらんどうであるはずのそこには、しかし。

「二つの精命核を持つ俺は、紛まぎれもなく【最強ＧＲＥＡＴ】だ」

　淡たん々たんとかわらない無表情で、彼はそう言ってのけた。そのことが事実である証明として、装しよう束ぞくこそぼろぼろでありながら無傷の白華を、白いＧは見せびらかした。

　どういうことなの……。その白いＧの語ることは、天華にはまったくもってわからない。

「二つの、って。いったいなに!?　それってっ」

「Ｍが俺をつくってくれた。だから、俺はＭに従したがう」

　ふいにそう締しめくくり、白いＧは白華の体を抱かかえ直した。

　その拍ひよう子しに、「う、ん……」とかすかに、長い白はく髪はつを降り注そそぐ雨に濡らした妹が、生きている証あかしに呻うめきをみせた。──だけど。

「【門ＧＡＴＥ】──」

　白いＧが囁ささやいた。白華を抱いた真っ白な体が、ずぶりと半分、そのまま空間に飲み込まれる。【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】を歪ゆがませて生み出された、遥はるか彼方かなたのどこかに繫つながる《門ゲート》であった。

「ああっ、は、白華あぁあっ!!」

　天華は消えていく妹と白いＧへと、我われを忘れて濡れた瓦礫を疾しつ駆くする。が、雨で崩れやすくなった足場に滑すべり、二人に手が届く前に転んで倒れた。あともう一歩というところで！

　天華の眼前で、二人はあっさり消えていく。どこへ？　……どこかへ。

　その手がかりはまったくなくて。──いや。

「……忘れていた。Ｍの【伝言ＭＥＳＳＡＧＥ】だ」

　最後に真っ白な腕うでが、閉ざされる寸前の《門ゲート》の中から何かを放った。

　這はいつくばって顔を上げた天華の前に落ちたのは、子供の握にぎり拳こぶしに収まるほどの、小さな石ころ。磨みがかれた表面に、きれいに特とく殊しゆな紋もん様ようの刻まれたそれは、「素そ石いし」と呼ばれる錬精術用の初歩的な道具であった。

　それひとつを残し、雨の降りしきる瓦礫の山となった神しん殿でん跡あとで、今度こそ白いＧは《門ゲート》の向こうに消えていった。







　──雨が降り続いていた。全すべてを洗い流す雨に身を晒さらした、精せい霊れい神殿の塔とうの残ざん骸がいの側そばで、大怪け我がを負おった兵士たちの手当に急ぐ声が飛び交かう。いくつも担たん架かが用意され、泥どろ混じりの水を跳はねさせ、走り回る者たちの足音が交こう錯さくした。

　その傍かたわらで。吐はき出された雨粒が、駆かけつけたアルバルドの体を叩たたいた。繫つながったばかりの右腕の傷口が、しびれるほどに痛みに染みる。

　向き合うそこに立ちつくすのは、黙だまって豪ごう雨うを受け続ける、濡ぬれ鼠ねずみの銀髪の少女であった。
















「どうしてここに、あの遺い跡せき荒あらしがいるんですかっ？」

　一人追いかけてきた栗くり毛げの少年補佐官が、立ちつくす彼女を見てそう訊きいてくる。

　けれどもアルバルドはそれを押おし止め、今は何より、一言も口を利きかずにうなだれたままの彼女から、「素石」を静かに受け取った。

　錬れん精せい音おん痴ちである天華には、石に刻み込まれた中身を解放してやることができない。だからかわりにアルバルドが、石ころを握りしめ、意志を手の中に集中させる。

　と、注そそぎ込んだアルバルドの精命力を糧かてにして。石はぼんやりと発光して、ひとつの像を浮うかばせた。

　──現れたのは、紫し紺こん色の長髪を後こう頭とう部ぶでひとつに束たばねた、Ｍという名の美青年。

『やあ』

　素石に込められた【伝言ＭＥＳＳＡＧＥ】の中のＭは、透とう明めいな眼差しに嫌いやみなほどの笑えみを湛たたえた。

『僕の楽しい【策略ＭＡＮＥＵＶＥＲ】のために、精霊巫み女こは預あずかるよ。いろいろと思いついたことがあるんだ。……Ｇ、そこにいるかい？　面おも白しろいだろう？　フフ、キミにはたっぷりと付き合ってもらうよ。だってそうだろ？　簡単に世界が終しゆう焉えんを迎むかえてしまったら、それはそれでつまらないもの。だからキミに時間をあげよう。──「精ラ書イ図ブ書ラ館リ」までおいでよ。僕たちが産み落とされた、あの地に。……場所は、忘れてしまったというのなら、探してみることだね。僕と他の精書たちは、そこでキミを待っているよ。そう、せめて……精霊巫女の娘むすめが死ぬまではね。ハハハッ、こうすればキミは来ざるを得ないだろう？　ハハ、ハハハハ！』

　Ｍの告げたことは、あまりにも衝しよう撃げき的てきな内容で。しかもそれは再び、エンドレスで流れ始めた。

　アルバルドは耐たえきれず、渾身の力で左手の中にあった石を握りつぶした。

　それだけでは飽あき足らない。

「クソっ、なに考えてやがるんだ!!」

　雨に濡れたぐずぐずの顔を怒いかりに歪ゆがめて、血が滲にじんでもおかしくないほど音を鳴らして奥おく歯ばを嚙かんだ。何か言おうとして、それすら言葉にならなかった。かわりに砕くだけた石をその場に捨てて、再び石を踏ふみつける。踏んで、踏んで、粉々になるまで踏みつけてやった。

　しかし──。

　アルバルド以上にぐしゃぐしゃな顔をしていたのは、さらわれた白髪の少女の姉の、天華だった。

「あたしのせいだ……」

　弱々しく、それはアルバルドが聞いたことのないほどの、掠かすれて嗄かれた声が出た。

　彼女は血ちの気けの引いた面おもてを上げた。雨粒が流す慟どう哭こくにむせぶ。

「あのコ、あたしを助けようとして……最後、身を投げ出したんだ。だからそこを、捕つかまっちゃって──。あたしのために犠ぎ牲せいになって、あたしのためにさらわれて、エサになって。全部あたしのせいなんだよ。あたしがっ、あたしが……！」

「よせッ！」

　アルバルドは思わずいたたまれずに、嗚お咽えつする天華の肩かたを抱だきしめた。

「天華……これは、おまえのせいじゃないよ……」

「どうして……」

　あたしじゃないの。銀髪の少女は濡れた頭をアルバルドにくっつけて、そっと訊ねる。あたしがかわってやれないの？

「同じなのにっ、あたしと白華は双ふた子ごなんだよ？　生まれてからずっと一いつ緒しよなんだ。離はなれてても、なにがあっても、どんなときも──ああ、ああああ、なのに！　なのになのに、なのにいいっ！」

　あああ。あたしなに言ってるの？　なにが言いたいの？　それすらもわからない、と天華は泣いた。降りかかる雨よりも、もっともっと涙なみだをこぼした。

　アルバルドにはそんな彼女を、ただ強く支えることしかできなくて。

　天華はアルバルドの胸むな板いたにしがみつき、ひたすら空に向かって泣いて、啼ないた。

「白華あああああああああああああああああ─────────────────っ!!」

　精せい一いつ杯ぱい喉のどを嗄らして。雨に濡れる書物のＧを抱きしめ、妹の名を強く呼んで。







　あとがきにかえて（ふたたび座ざ談だん会かい）





天てん華か「どもー！　前回のあとがき座談会は、どうやら好こう評ひようだったみたいで！　おかげさまでまたここを乗っ取れました。天華だよんっ！　それと──」

Ｇ　「Ｇだ。……よくわからないが、なぜかここに引っ張ぱり出されてきた」

天華「なにようー、しょーがないじゃんっ。文もん句く言うなら、事じ前ぜんに勘かん付づいて『オレはもうイヤだ！』って書き置き残して逃げちゃった、アルのヤツにしてよねッ（べーっ）」

Ｇ　「そういう問題なのか、天華。──だがそもそもこんなもの、別に相あい方かたなどいなくても一人ですすめられそうなものなんだが」

天華「なに言ってんの!?　あんたは、あたしの相あい棒ぼうでしょっ？」

Ｇ　「……。そこで、その台詞せりふを持ってくるか。天華……（絶句）」

天華「ってゆーか、ぶっちゃけ今回は枚数の都つ合ごうであとがきがたった２ページしかないんだよねっ。だからあんたとだったら、『そうか』『ああ』『知らん』とかだけで済むし？　さくさくとやっちゃえるんじゃないかなあ、って。あはは～」

Ｇ　「……そうか」

天華「そう！　そうそう、それ！　だってせっかく占せん拠きよしたページじゃない？　主人公であるあたしが、目めい一いつ杯ぱい使いたいってゆーか、そんな感じだよん（喜）」

Ｇ　「それはいいが、天華。ひとつ忘れているぞ」

天華「？　なに、Ｇ？（きょとん）」

Ｇ　「俺おれがお前にどんなに短く言葉を返しても、絶ぜつ対たいに一行は消しよう費ひされるということを」

天華「へ？　……ああッ、そ、そうじゃん─────!!」

Ｇ　「そうこうしてるうちに、やり取りだけでもう２枚目に突とつ入にゆうしてるぞ、天華」

天華「あああ、やばい！　今回やっとかなくちゃいけないコトだってあるんだから！　えーっと（ごそごそ）、あ、あった、担当Ｈさんからのメモ書き！　ほら読んで、Ｇ！」

Ｇ　「俺がか？　まあいいが……。──ドラゴンマガジンの読者コーナーに、天華や白はつ華かのイラストが送られてくる（棒ぼう読よみ）、との内容だが」

天華「そうそう！　みんな、ありがとねっ。作者はもちろん、あたしもとっても喜んでます！　あと作者の元に届くファンレターも、ちゃんと目を通してるよ♪　応おう援えんさんきゅうー！　作者はちまちまとだけど、ちゃんと返してるそうだよ……って、あああ、ほんとにもう行数がないよう──！（泣）　み、みんな、またねーっ！（手振）」

Ｇ　「じゃあな。……だがもう俺は嫌いやだぞ天華（小声）、どうも苦手だ。次は白華に──」





















天てん華か無む敵てき！４








ひびき遊ゆう
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